














































ＭＦ文庫Ｊ

殺したがりの天使ちゃんは黒木君の夢を見る。
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　柔らかな感触が俺の手の中に広がった。




　夏休みも終わり、幾いく分ぶん暑さも和やわらいだ九月一日のこと。

　学校が午前中に終わり、ちょっとした理由があっていつもと違う帰り道を俯うつむきながら歩いていた。

　その交差点を右に曲がったところまでは覚えている。

　だけどその日だけは注意を怠おこたった。見通しの悪い曲がり角だったのに、俺の意識は進行方向に向いていなかったのだ。

　いや、注意をしていてもきっと無駄だったのだろう。

　そこで何かにぶつかった。

　と言うよりも、上空から何かが俺に向かって降ってきたと言った方が正しいのかもしれない。

　とにもかくにも、そこで俺の意識は数秒途切れる。

「うー、いたたた。もー」

　目の前のぷにゅぷにゅした感触の元からそんな声が聞こえた。

　ふと顔を上げると、そこには──




　背中に純白の羽を宿やどした一人の少女が俺の上に覆おおい被さっていた。




　超現実的で神秘的なその少女の風ふう貌ぼうは、まるで天使のようにも見えた。

　そして俺の手は、その子の胸をめちゃくちゃ揉もんでいた。

　この出来事がこれから始まる忘れられない日々の幕開けになるなんて、当時の俺はそんなこと知るはずもなかった。



















　時の流れは全すべてを解決してくれるとはよく言うが、それは関係性が構築された後のこと。

　そんな関係性を一切積み上げていない俺の学校生活は、どれだけ長い時が経たったところで何も変わらないのだろう。

　教室に入るといつものような、畏い怖ふとも憐れん憫びんとも取れる視線が突き刺さった。

　長く、それでいて何もなかった夏休みを経へたところで、やはり俺の学校内での立ち位置は何一つ変わっていなかった。

　教室内を見渡すと、俺の机の周りでクラスメイト達が楽しそうに会話をしている。そのうちの一人は俺の机の上に座り、バンバン手を叩たたきながら笑っている。

　机ががたがた揺れ、物入れの中の教科書が一冊落ちた。

　何も言わず自分の机に近づく。

　俺の通った傍そばからクラスメイトの会話が一瞬止まり、ひそひそ声が小さく響いた。

「ねぇ、黒くろ木き君って他校の生徒と喧けん嘩かをして学校辞やめたんじゃないの……？」

「あたしはヤクザと抗争したせいで学校辞めることになったって聞いたけど……」

　全部聞こえているし、決してそんなことはない。

　俺は一学期の終わり、季節外れのインフルエンザにかかってしまい学校を一週間休んだだけだ。そのせいで終業式にも出られなかったが、だからといって別に学校を辞めたわけじゃないし、ましてやヤクザと抗争したなんて事実は一ミリたりとも存在しない。

　勿もち論ろんいちいちそんな言い訳を述べはしない。自分の立ち位置は何となくわかっているし、別にそんなことどうでもいい。

　机の前に立ち、数秒黙る。俺の机に座っているクラスメイトがこちらに気付いたようで、表情を変えた。何かまずいものを見てしまったような、怯おびえたような視線。

　ぴたりと机の周りの会話が治まった。それに伴って、クラス内の会話のトーンも落ちていった。

　座れないので、とりあえずどいてもらうために仕方なく声をかける。

「ちょっと──」

「あっ、すんません！　すぐ退どきます！　ご、ごめんなさい！」

　それにかぶせる形で向こうから声が飛んでくる。クラスメイトはそう言うと、そそくさとその場から立ち去っていった。

「おまえ、黒木クンの席に座ってんじゃねぇよ。殺されんぞ」

「わ、わりぃ。あの人学校辞めたと思ってたから」

　立ち去るクラスメイトの声が微かすかに聞こえた。

　別に、ただ退どいてもらいたかっただけなのに。ただそれだけなのに。

　落ちた教科書を拾い、机に座る。

　ふと外を眺めると、朝日が眩まぶしく木々を照らしていた。

　夏も終わりかけだってのに、太陽の日差しだけは夏休みと変わらない。

　そんな校庭を、数人の生徒があわただしく走っていた。グローブを手に持って走っている人も目立つあの集団。あれはきっと野球部の生徒なのだろう。この学校の野球部は強きよう豪ごうで、いつも早くから授業が始まる直前まで朝練をしている。

　その集団の中に、幼なじみである藤ふじ浪なみの姿もあった。

　そしてその集団のちょっと後ろに、肩まである髪を揺らしながら荷物を抱えて走っている女の子が一人。俺はその姿にも見覚えがあった。

　それを見て、俺は少しだけ目を逸そらした。




「はい、みなさんおはようございます～」

　担任の星ほし野の先生がクラスに入ってきてほんわかした声を響かせる。それと同時に先程外を走っていた女の子、真ま弓ゆみ渚なぎさが教室に入ってきた。

　渚は教室に入ってから少しだけ息を整える。

「ごめんなさい先生、部活の片付けが長引いちゃって……」

「あらあら、真弓さんお疲れ様。最近野球部頑張ってるもんね～。夏休み、おうちでビール飲みながらずーっと甲子園見てたわよ」

「せ、先生。確か星野先生が初日の引率担当でしたよね。ごっそり応援団の一部が来ていなかったのですが……」

「あらあら、忘れてたわ。そう言えばそうだったような、そうでなかったような。まぁ細かいことを気にするのはやめにしましょう。ほらほら、出席とるから席に着きなさい～」

　星野先生がそう言うと、クラス中に小さな笑いが起こった。この先生の適当なところも、一学期の頃から全く変わっていない。

　渚が席に向かう時、一瞬俺と目が合った気がした。

　しかしすぐに渚は目を逸らして自分の席に着き、周りのクラスメイトの雑談の中に紛れていった。

　出欠確認も終わり、十分間の短い休み時間に入ると、渚の周りには人だかりができていた。

「ねぇねぇ渚、甲子園どうだった？　ベンチに入ったんでしょ？」

「一回戦のサヨナラヒット、私も近くで見たかったなー」

　クラスメイトからの矢継ぎ早の質問に少しあたふたしながらも、渚なぎさはにこやかな笑みを浮かべて返答をしていた。

「たまたまマネージャーの先輩が体調崩しちゃって、私はその代わりに入っただけだよ。もー、てんやわんやだったよ」

「えー、でもいいなぁ。上うえ原はら君のボール投げる姿、あの場所からならもっとはっきり見えそうだもん。うらやましー」

「もー、それどころじゃなかったよ」

　聞きたくも無い、そんな会話が否いや応おうなしに俺の耳に入ってくる。

　うちの高校の野球部が甲子園に出場したことは知っている。

　なんと一回戦を突破し、二回戦までコマを進めたとのこと。夏休み、藤ふじ浪なみとたまたま出会った時に聞いた。

　だけど俺は、その報告を素直に受け取ることができなかった。

「ねぇ、上原君一年生でエースなんてめっちゃすごいよね。あー、もう絶対彼女いるよね。渚知ってる？」

「あはは。どーだろうね」

「隣のクラスの藤浪君もめっちゃイケメンだし。あーでもあいつは葵あおいさんと付き合ってるのか。美男美女のカップルだよね」

　ねー、といった周りの女子の相あい槌づちと、

「そーらしいね。すごいなぁ」

　困ったような渚の笑いが響いた。

　がたり、と椅い子すを強引に引いて立ち上がる。椅子が後ろの席に当たって大きな音が教室中に響き渡った。

　一瞬だけ辺りが静せい寂じやくに包まれ、周りの視線が俺に集まる。しかしすぐに周りの人たちは雑談に戻った。

　次の授業が始まるまでにトイレに行こう。こんなところになんか、いたくもない。

　教室から出ようとする時、心配そうな顔で渚がこっちを見ていることに何となく気付いていたけど、俺はそれに気付かないふりをしてトイレに向かった。





　　＊






「それじゃあ今日はもうおしまいです。来週からは通常授業に入るから、みんなしっかりお弁当持ってくるんだよ～」

　始業式と夏休みの宿題提出などの諸もろ々もろの連絡を終えると、星ほし野の先生はそう言ってその日を締めくくった。

　ホームルームが終わってからしばらく、クラスには駄だ弁べりながらぐだぐだしている人が目立った。みんな、久しぶりの友人との再会が嬉うれしいのだろう。

　いつも忙しい野球部の奴やつらも、この日はどうしてか教室に残ってくっちゃべっている。

　少しだけ耳を傾けてみる。すると、

「今日は昼からグラウンド整備だから部活ねーの。甲子園に行ったからなんか設備整えてくれるらしくてさ。久々の休みだわ」

　なんて声が聞こえてくる。

　部活に入っていない俺は、バッグの中に教科書を詰め込むとすぐにその場を後にした。

　はぁ。

　そうやって小さくため息をつくと、右手で下げ駄た箱ばこから靴を取り出す。

　グラウンドでは沢たく山さんの業者がなにやら大声で指示を出し合っている。たぶん、あれが野球部の奴らが言っていた工事のことだろう。

　きっと数日後には外野には大きなネットがつけられ、グラウンドの土も全部柔らかな黒土にでも変わっているのだろう。

　関係ない。俺には関係の無いことだ。

　靴を履き、校舎の入り口から出る。

　ふと横を見ると、そこには渚なぎさの姿があった。

　渚と目が合うと、少しの間気まずい沈ちん黙もくが流れた。

　あー、と小さく声を漏もらした渚は、そのまま笑顔を作り、

「あ……。ゆーちゃん、久しぶりだね」

　肩まであるセミロングの、僅わずかに茶色に染まったな髪がふわりと揺れた。

　俺のことをそう呼ぶのも、もう渚くらいだ。




　真ま弓ゆみ渚は俺の幼なじみだ。

　渚とは小さい頃から仲が良かった。俺と藤ふじ浪なみが少年野球をやりに行こうとすると、それを後ろからぱたぱた追いかけてくるような、そんな奴だった。

　俺たちに影響を受けたのか、渚は中学校でも野球部のマネージャーをやっていた。

　渚は頭が良かったので、推すい薦せんで入った俺とは違って、一般の受験で偏差値が六十以上あるこの高校に受かった。そして、この高校でも野球部のマネージャーをやっている。

　面倒見もいい性格で、一学期はクラス委員長を押しつけられるような形でやっていた。らしい。

　らしいというのには理由があって、俺は渚なぎさと同じクラスだったが一学期の委員長決めの時は入院していたのでその詳細は知らないのだ。

　渚とまともな会話をしたのはいつ以来だろう。

　四月頭、見舞いに来てもらった時にあんなことをいってから気まずいままだ。




「ゆーちゃん？」

　不安そうに渚が問いかけてくる。俺は平静を装よそおって返答をする。

「ああ、どうした渚」

　渚は目に見えて分かるくらいほっとしていた。ただ、俺はそのことを素直に喜べなかった。

「こうやって一緒に帰るの久しぶりだね」

「……ああ、そうだな。中学校以来か」

　部活で忙しい渚と帰る時間が同じになることはほとんど無い。朝だって、野球部の朝練がある渚とは、学校に向かうバスに乗る時間も全く違う。













　クラスでも渚なぎさと話す機会はあまりない。そもそも学校で誰かと話すこと自体ほとんど無いのだけれども。

　こうやって渚と一緒に帰るのは、本当に中学校以来かもしれない。

　バスの中でも少しだけ気まずい沈ちん黙もくを挟んでいたが、渚は少しずつ中学の頃のように世間話をしてきた。

　ただ、俺だけはどうしても昔のように振ふる舞うことができなくなっていた。それがどうしてか、俺は知っている。でも、知らないふりをする。

「なんだか懐なつかしいね。藤ふじ浪なみ君とゆーちゃんと三人で一緒に帰って、それでくだらない話をして。最近はそれがなくなっちゃって寂しかったんだよ」

「藤浪と一緒に帰ったりしないのか？」

「藤浪君は彼女ができちゃったから。最近私はいつも一人で帰ってるよ」

　そう言って渚は残念そうにため息をついた。

　バス停からしばらく歩くと、半年前まで通っていた中学校にさしかかる。

　グラウンドでは野球帽をかぶった中学生達がランニングをしている。こいつらは俺の後輩に当たる。

　その後輩の横で、妹の真ま澄すみが「ファイトー！」と大声を上げていた。

「あ、真澄ちゃんだ。中学も今日授業無いのかな」

「ああ、たぶんそうだろ。あいつ、教科書とか全部置いて行ってたし」

「そうなんだ。みんな頑張ってるねぇ」

　渚は満足そうな笑みを浮かべながら後輩達の練習風景を眺めていた。

　渚は苦しそうな顔で走り続ける後輩を見て「がんばれー」と小さく呟つぶやいた。

「あいつ、夏休みも毎日部活に参加してたからな。忙しそうにしてたよ」

「そう言えばゆーちゃん、夏休みの間なにしてたの？」

「俺は……、別に何もやってなかったかな。夏休みの宿題くらい。渚は？」

　言葉を発してからはっと気付く。渚が夏休みにやっていたことなんて一つしか無い。

「えっとね、私は野球部の練習のお手伝いしてたかな。甲子園に出たからね、結構大変だったよ」

「そっか」

　会話が一瞬途切れる。いや、意図的に途切れさせてしまった。

　高校の野球部の話なんてしたくなかった。

　沈黙を振り払おうと、渚は慌てて話題を探していた。

「えっと、あ、そうだ！　藤浪君ね、夏の大会もうちょっとでベンチ入りできたんだよ。『あいつは見込みがあるから次から使おう』みたいなことを監督が言ってるの聞いちゃったんだ。だから藤ふじ浪なみ君、秋の大会から試合出られるかもしれないの。そしたらお祝いしてあげようよ！　またあの時みたいに三人で──」

「わりぃ」

　渚なぎさの言葉を遮さえぎって、強めの言葉を発した。

「俺、学校に忘れ物しちゃったみたいだから先に帰っててくれ」

　忘れ物なんか何も無かった。

　だけど、もうここで渚と会話を続けるのは耐えられなかった。

　俺は渚の返答を待たずに振ふり返って来た道を戻る。

「あっ……。わかった」

　振り返らなくても渚が悲しそうな顔をしているのは何となく分かった。だけど俺は、いつものようにそれに気付かないフリをしてその場から立ち去ろうとした。

「ゆーちゃん」

　後ろから渚の声が響く。もう後ろを見たくは無かったけど、反射的に俺は振り返ってしまった。

　中学校のグラウンドの横で、渚は泣きそうな顔で手を振っていた。

「ゆーちゃん、またね」

「ああ、また明日」

　渚とは毎日学校で会うことができる。

　家だって近いし、ちょっとメールをすればすぐにだって会いに行ける。

　でも、四月一日のあの日から、渚はきっと、本当の意味で俺と会うことはできていないのだろう。

　いや俺だって、あの頃の俺にはもう二度と会うことはできないのだ。

　それはきっと、時間でも解決できない、決定的な断絶なのだろう。





　　＊






　渚と別れ、しばらくしたところで俺は歩くのをやめた。

　はぁ、何やってるんだ俺は。

　こんなことしても何も問題は解決しないのは分かっている。

　渚に心配をかけるだけで、何も生まれないのは嫌というほど分かっているんだ。

　だけど、それでも俺はみっともなく過去に縋すがり付ついて前に進めていない。

　少し急いで走ったせいだろうか、ずきりと左肩が痛んだ。

「取とり敢あえず帰るか」

　俺はもう一度来た道を引き返し始めることにした。学校に戻っても特に持って帰るものも無い。

　何となく気分転換にいつもと違う帰り道を選んだ。

　さっきの帰り道を選んで、渚なぎさと再会しても気まずい。まぁほとんど可能性は無いだろうが、念には念を入れて、だ。

　この道を通るのは久しぶりだ。

　前に通ったのは入学式の日だ。よく覚えている。

　見通しの悪いこの交差点はよく事故が起こることで有名だった。

　交差点にさしかかった時ふと、さっきのことを思い出した。

　藤ふじ浪なみも渚もみんな、どんどん前に進んでいる。もしかして前に進めていないのは俺だけなのだろうか。

　あの時の行動を後悔はしていない。それでも、もしあの時この道を通らなかったら。もしあの時、少しでも時間がずれていたら。こんなことにはならなかったのかもしれない。

　そんなことを考えてしまうたびに自己嫌悪に陥おちいる。

　そうやって考え事をしていた俺は、下を向きながら交差点を曲がった。もちろん上空なんか確認することもなく。

　その交差点を曲がったところまでは覚えている。

　交差点を曲がるとすぐに、上空から何かが降ってきた。ような気がする。あまり覚えていない。

　なんたってその上空から降ってきたモノとぶつかった衝撃で、その時俺の意識は一瞬途切れたのだから。




「うー、いたたた。もー」

　そんな声と、腕の中の柔らかな感触で俺は意識を取り戻した。

　ふと顔を上げるとそこには、背中に純白の羽を宿やどした一人の少女が俺の上に覆おおい被さっていた。

　神秘的な、まるで天使のような女の子だった。

　金色の長い髪の毛が日差しを反射して、きらきら輝いていた。

　そして俺の手は、そんな女の子の胸をめちゃくちゃ揉もんでいた。

「もーなんですか。痛いじゃないですか。うーん、あれ？」

　その子は俺の姿をちらりと見た後、自分の胸を確認した。

　先ほどと変わらず、彼女の大きな胸には俺の手が押しつけられている。

　彼女はそれを確認すると、笑顔で俺の手をサッとどかし、ゆっくりと立ち上がる。ふわりと羽がなびき、辺りの木々が小さく揺れた。

　そして──

「うわー！　ううう、もうおしまいです！　おかあさーん！　結婚したくないよー。好きな人いるのにー」

　その子は堰せきを切ったようにわんわん泣き出してしまった。

「わ、わりぃ。悪気があったわけじゃねぇんだ。つうか、け、結婚？」

「わーん、ばかー！　そうですよ、結婚ですよ！　結婚したくないからこっちに降りてきたってのに、おっぱい揉もまれちゃって、うう……。こんなところで結婚することになるなんて、うう」

　正直言ってこの子が何を言っているのか全くもって理解できなかった。

　色々と言いたいことがあるけど、さっきからこの子、ちょっと浮いている気がするんだけれども。

　確か物理の授業で重力は下方向に働くってこの前習った気が……。

「わーん、へんたい、えっち、すけべ、結婚詐さ欺ぎ師ー！」

「わっ、ちょっと待て。落ち着け」

　そうだ。そんな小さなことにかまってる暇は無かった。

　辺りは人通りが少なかったけど、もし誰かにこんなところ見られたら勘違いされちまう。いや、勘違いというか、俺がこの子の胸を揉んでしまったのは事実に違いないのだが。

「ちょっとこっちに来い。取とり敢あえず俺の家に来い。詫わびならそこでする」

「わーん、もうやだ、天界もどるー」

　このままじゃラチがあかない。俺はその子の手を掴つかみ、急いで駆け出した。

　きゃっ、と手の向こうから声が聞こえた。

「ぐす……。あの人に会いたかったのに……」

　つないだ手の向こうで、その子が小さく何か呟つぶやいていた気がしたけど、テンパっていた俺は何も言わず、そのまま走り続けた。



















「ぐすっ、ひぐっ」

　さっきよりはおさまったものの、目の前の女の子は相変わらず瞳ひとみに涙を浮かべていた。

　いや、果たして女の子、と呼ぶのがふさわしいのかは分からない。

　なんたって、目の前の女の子は背中に生えた羽をぱたぱたさせ、ぐすぐす泣き声をあげながら辺りをふよふよと漂ただよっているのだから。

　幸いなことに、今日は早引きだったのでまだ家には誰もいない。

　真ま澄すみも部活で帰ってきていないし、両親も仕事をしている最中だろう。

　もしいたとしたらこの状況を説明できる気がしない。

「な、なぁ。大丈夫か」

　俺がそう言うと、その子は何も言わずじと目でこちらを見つめてくる。

　正直めちゃくちゃ可愛かわいいのだが、不審な点が多すぎてあまりそのことに意識がいかない。まず羽とか。あと浮いてることとか。

「不注意だったのは謝る。責任は取るよ。何でも言うことを聞く。だから許してくれ」

「そ、そんな甘い言葉に騙だまされませんよ……！」

「いや、何か悪いことしちゃったのは分かってる。ケジメはつける。すまん」

　俺には謝ることしかできない。こんなにも傷つくようなことなのかは俺には分からないが、きっとこの人にとっては、とても大事なことだったのだろう。

　誠心誠意を込めて、頭を下げた。

　しばらくして顔を上げると、その子はじっと俺の顔を見つめていた。

「あれ？　もしかして、あなたって」

　ぼそりとそうつぶやいた。

「ん？　どうしたんだ」

「いえ、なんでもありません。それより……」

　その子はぱたぱた羽をなびかせこちらに近づき、俺の顔をまじまじ眺めてくる。

「そのきつい切れ長の目、人を人とも思ってなさそうな悪人顔、よく見たらめちゃくちゃ私のタイプですね！」

「あんまりすぎる！」

　人のことくらい人と思ってるわ！

　目の前の女の子はそんな俺の突っ込みに動じる様子もなく、きらきらとした目で俺を見つめている。

「あなた、お名前は何というのですか？」

「黒くろ木き勇ゆう人とだが、急にどうしたんだよ」

「黒木さん。いえ、勇人さん……。うん、格かつ好こいい名前じゃないですか！　勇ゆう敢かんなお人。素敵……」

　目の前の羽の生えた女の子はうっとりしながらそんなことを言っている。正直ちょっと怖い。

「決めました！　えっとですね、私あなたと結婚します！」

「うん!?　どういうことかな？」

　まったく意味が分からなかったので思わず聞き返してしまった。

　そう言えばさっき結婚がどーのこーのとか言っていたような……。

「私、実はこういうのに憧あこがれていたんですよね……。『許嫁いいなずけと結婚という決められたレールの上を歩いていた私。安定した一生だけどちょっと退屈さを感じていたところ、少し粗そ暴ぼうだけど男らしいヒトが私を奪うばっていっちゃう』なんて、少女漫画みたいで素敵じゃないですか！」

　羽をひらひらさせながら、真っ赤な頬ほおに手を当て、「きゃー素敵」なんて言っている。というか、俺の質問に全く答えてくれない。どういうことなの。













「まぁなんだかんだ言いましたけど、結局のところ私には拒否権とか無かったんですよね。天界じゃおっぱいを揉もまれるってのは婚約をするのと同じ意味を持つんですよ。それは私達天使の中では常識なんです」

「天界？　天使？　だからどういうことだよ。全然意味が分からないから説明しろよ」

「そういうちょっと強い言葉を使うの好きですよ。うう、ぞくぞくしちゃいますぅ」

　天使や天界だって？　そんなバカな。そんなモノあるわけないだろう。

　こいつの背中の羽だって飾り物だろう。

　きっと学芸会か何かの練習に違いない。

　人の話を聞かずに腰をくねらせている天使に近づき、さっと羽に手を伸ばす。

　模も造ぞう品の羽とは思えないほど精せい密みつな作りをしていた。羽の一本一本にまで力を入れて作っているのだろうか、最も早はや本物にしか見えない。

　いや、そんなバカな。そんなことあってたまるか。

　背中の羽に触れる。絹きぬのようになめらかな感触。羽からとくとく一定のリズムが聞こえる。それは血が通っているようで、まるで本当に背中から生えているような……。

「ほら、これだって作り物だろ」

「ひゃん」

　俺が羽を撫なでると、目の前の自称天使は嬌きよう声せいをあげた。

「ちょ、ちょっと待ってください。それっ、ちょっ、ああん。だめ、だめなの、あう、うー」

「え。う、嘘うそだろ」

　まるで神経が通っているような反応。

　荒い吐息を漏もらしながら、その声が次第に大きくなっていく。

「あっ、あっ、もうだめ」

「うわっ」

　思わず俺は目の前の女の子の羽から手を離してしまった。

　荒い呼こ気きを整えながら、その子はつぶやいた。

「も、もう勇ゆう人とさん……。積極的なんですから。こういうのは結婚してからにしてくださいね……」

　目の前の天使の言葉が耳に入ってこない。

　非現実的な出来事に頭がおかしくなりそうだ。

　ぐるぐると考えが堂々巡りをしている。答えが出るはずなんてなかった。

　なんたって、俺は生まれてこの方天使なんかに出会ったことないのだから。

　天使はそんな俺を優しく一いち瞥べつし、

「あ、それと」

　一点の曇りも無い笑顔を浮かべ、

「天使である私と結婚するには、人間である勇ゆう人とさんは死ななきゃいけないんですよ。ちょっと痛いかもですけど、一瞬ですから大丈夫です」

　きっぱりと言い放った。

「それじゃあ、頑張って死にましょうか！」

　天使のような笑顔を携えた目の前の天使は、まるで悪魔みたいなことを言って俺の頭を撫なでた。
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「し、死ぬ……？」

「はい、そうです。頑張って死にましょー」

「冗談はやめろよ。死ぬとか、普通嫌に決まってるだろ」

「えー、そうなんですか。でも、生きるって楽しいですか？　死んで天界に行って、私といちゃいちゃらぶらぶしている方がずーっと楽しいと思うのですが」

『生きていて楽しいか』

　その言葉が俺の心にズシリとのしかかった。

　確かに〝あの日〟以来、俺は死んだような日々を送っているのかもしれない。同じところでずっと停滞しているだけの毎日は、果たして意味があるのだろうか。

　だからといって今この場で死ぬ意味は分からないが。

「そもそも、お前が天使って保証もないのに死ねるかよ」

「むー、まだ勇人さんは私が天使なことを信じていないっぽいですね」

　そりゃそうだ。現状、こいつは自殺を教きよう唆さしてくる何か変な奴やつでしか無い。そんな訳の分からない奴の言うことを信じる方がどうかしてる。

「取とり敢あえず私が天使であることを示すついでに、とっておきを見せてあげましょう。こんなの見せるの勇人さんだけですからね……！」

　そう言うと、天使は掌てのひらから球体状の光を出した。ラピスラズリみたいに深い青を放つその光は、しばらくの間天使の掌の上で留とどまり、ゆらゆら小さく揺れていた。

「それじゃあ一緒に行きましょうね」

　天使はそう言うと、軽い感じで光球を投げる動作をした。次の瞬間、目にもとまらぬ速さで光球が俺の元へ飛んできた。そのまま光球は俺の胸に突き刺さり、それと同時にぶつかった場所から眩まばゆい光が漏もれ出た。

　すぐにずしんと強い衝撃が胸の奥に響き、それと同時に視界がぐらりと揺れた。思わず目を瞑つぶってしまう。

　……。

　……。

　数秒経たつも、特に何ら変化は無い。最初にちょっとだけ変な感触があったくらいだ。

　目の前の天使にも何ら変わった様子は無い。

「何だってんだ。別に何も……」

　そこまで言ったところで異変に気付いた。

　俺の体が浮いていた。場所は室内で変化はないものの、明らかに二メートル程度、体が宙に浮いていたのだ。

　そして、その浮いている俺の下には、もう一人の俺がいたのだ。

　俺の下にいる俺は微動だにしていない。まるで魂たましいが抜かれたみたいに……。

「これが天使ちゃん必殺の魂ぬきぬきですよ！　それじゃあ一緒に行きましょうね」

「おい、ちょっと待て！」

「ほらほら、捕まって」

　天使は俺の話を朗らかに聞き流し、手を取った。

　ふわりと体が上空に舞い上がり、部屋の天井を突き抜けていった。そのまま二階の天井、屋根も突き抜けていく。

「うわ、危ないだろ」

　現状が全く理解できない俺は天使に引っぱられるがままに、上空に昇っていくことしかできなかった。

　頬ほおを切る風の感触だけがやけにリアルに感じられた。俺の叫びに天使が反応する様子も無いので、仕し舞まいには叫ぶのをやめた。

　目を閉じても分かるくらいに強い太陽光が瞼まぶたを貫く。

　そんな眩まぶしい光にあてられて目を開くと──

　そこには見たことも無い光景が広がっていた。

　地平線の向こうにまで広がる色の渦うず。

　家も学校も森も全すべてが混ざり合っているみたいで、俺は思わず言葉を失った。

　遙はるか彼方かなたに見える海が太陽の光を反射して群ぐん青じよう色いろに煌きらめいていて、もう一つの空みたいだった。見上げるといつもよりずっと近い雲が視界に広がった。手を伸ばせばその雲にも手が届きそうに思えた。そして、その雲にどんどん近づいていく。

　こんなの、いつも下を向いて歩いていたら絶対に見ることができなかった景色だろう。

　圧倒的な光景に見とれていると、天使がにこにこしながら、

「それじゃあこのまま天国までいきましょうか」

　さらりとそんなことを言った。

「アホか！　行くわけねぇだろ！　嫌だって言ってんだろが」

「むー、嫌なのですか。残念です……。この方法で天国に連れて行くには本人の〝承しよう認にん〟が無いといけないんですよね。そうしないと神様にめちゃくちゃ怒られて、ダイオウグソクムシに生まれ変わることになっちゃうのです……。」

「なぜそんなピンポイントな虫に……」

　なんかもう、突っ込むことにも疲れた。

「つうか今これどうなってるんだ」

　なんか俺の体がふわふわと揺蕩たゆたっているようにも見える。輪りん郭かくが何というか、ぼんやりとしているような、そんな感じ。

「えへへー、何でそうなってると思いますか」

「……魂たましいの状態だから」

「正解です。おー、さすが勇ゆう人とさん！　そうです、今勇人さんは魂だけの状態になってるんですよ。肉体は今も勇人さんの部屋にありますね」

「やっぱりそうなのか……」

　というかさっき言ってたしな。『魂ぬきぬき』って、なんかもっとこう、いい感じのネーミング無かったのか。こう……ソウルキャッチャーズとか。いや、やっぱこれは無しで。なんかいろいろな意味でまずい気がする。

「魂はふわふわしていてさわり心地いいんですよ。ふわふわー」

　天使はそう言いながら俺の左手をふわりと叩たたいた。すると叩かれた手は衝撃になびき、ぐにゃりと揺れた。

「魂は結構かたちが変化しやすいんです。どことなく白いし、ふわふわしていて可愛かわいいでしょう」

「全然かわいくねぇ」

　こいつ絶対何でもかんでも可愛いとか言うタイプだ。そのうちビニール袋とかにも言い出すんじゃ無いか。あれも形変わるし、白いし。綿入れればふわふわしてるし。

　最近何もやること無いから家に帰っても漫画を読むか、ビニール袋くしゃくしゃしてるだけの俺が言うんだから間違いない。あれは結構楽しい。時間潰つぶしにもうってつけだ。

　天使はそんな俺のことを意に介さず、足元をふよふよと押したりしていた。

　そんな先ほどとほとんど変わらない天使を見て、俺は一つの疑問を抱いた。

「あのさ、もし俺が今ここで許可しちゃったらどうなるの」

「さっきも言ったとおり天国に行くことになりますね。も、もしかして一緒に天国に行ってくれる気になったのですか!?　うれしい！　早くあっちに行ってらぶらぶしましょう！」

「いや、行かねぇから」

　ぴしゃりと言うと、天使は残念そうな顔でこちらを眺めてくる。

　そんな捨てられた子犬みたいな目をしても絶対行かねぇからな。その潤んだ目に映ってるのは完全に俺の死だからね。絶対死なないからね。

「もし俺が許可出しちゃったら肉体の方はどうなるんだ。つまり、死ぬんだろ」

「そうですよ。死んじゃいます。体の方は心臓麻ま痺ひで自然に死んだ形になりますね。でも、もし勇ゆう人とさんの要望があったら死因は変えることができますよ！　天国に行ってから六分四〇秒くらいまでなら下界の死体にも干かん渉しようできますので」

「なんだそのどこぞの死神みたいな所業は……」

　どの死に方でも嫌に決まってんだろ。

「つうか、消えちゃうわけじゃねぇんだな。そしたら父さんとか母さんに迷惑かけちまうな……」

　取とり敢あえず情に訴えてみることにする。親を使った説得だし、流石さすがに少しは申し訳なさそうにしてくれないだろうか。

「あ、いいこと考えました！」

「なんだよ」

　反射的に嫌な予感がしたけど、取り敢えず天使の話を聞いてみることにした。

「足に三〇キロくらいの重りをつけて海にダイブをした瞬間に魂たましいを抜けばいいんですよ！　そうすれば死体の処理には手間がかからないので、お母さん達は楽ちんです！　きゃー、私天才！」

「嫌」

　一言で断った。

「むー」

　不服そうな顔で天使がこちらを見つめてくるのを完全に無視する。なんでそんな多重債務者の末路みたいにな死に方しなきゃいけないの。

　どうやらこいつの倫りん理り観かんやら価値観やらは人間のそれとは著しくかけ離れているようだ。俺が死ぬことに関しても、マイナスの感情を抱いている様子は全く無い。

　それどころかきっと、愛する者の結婚に必要な一工こう程ていくらいの認識なのだろう。

　たぶんだけど、こいつは人間じゃ無い。天使かどうかは定さだかでは無いが、本人が言っているのだから便べん宜ぎ上じよう天使ということにしよう。

　さっきまでは学芸会か何かの衣装だったとか言われたら納得していたが、流石さすがにこんなのを見せられては、ある程度はこいつの言うことを信じるしかない。

　宙を舞い、瞬間移動をして、人の魂たましいを抜き取る。そんな羽の生えた女の子。

　天使というか、少しだけ悪魔に近いような気もするが。

「もうお前が天使だってことは分かったから、取とり敢あえず肉体に戻してくれ」

「やっと理解してくれましたか。よかったです。うーん、天国に連れて行けなかったのは残念ですが、今回は諦あきらめます」

　驚くほどすんなりと話が通った。ここで体に戻れない、なんて言われたらたまったもんじゃない。

「え、本当にそれでいいのかよ」

「はい、オッケーですよ！」

　こいつ、話せば分かる奴やつなのかもしれない。価値観は違えども、やっぱり思いやりの精神はあるのかもしれないな。本当によかった。

　俺がほっと胸を撫なで下ろしていると、小さな声が聞こえた。

　ややもすると聞き逃してしまいそうなか細い声。

　それは天使の口元から聞こえた。ような気がする。

「勇ゆう人とさんが自分で来てくれないとなると、何か別の方法を探す必要がありますね。最悪強硬手段に出るしか無いかも」

　俺が聞いたその声はきっと空耳だよな。

　ははは……。そうだよな。

　そうであってくれと願うばかりだ。
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「それじゃあ戻りましょう」

　天使がそう言うと、ふわふわした俺の体はゆっくり下降していった。次第に視点が下がり、街も見慣れた光景に変わっていく。

　ホント、一時はどうなることかと思った。

　このまま天界に連れて行かれたら泣くに泣けねぇ。東京湾に投げ込まれなくて本当によかった。

　そのときふと──

　本当にふと、俺は自分の左肩を触った。

　いつもは肩にちょっと触っただけで鈍い痛みが全身を貫くはずだ。それなのに、まるで何もなかったかのような、本当に正常な感覚だった。

　左腕を上方に動かす。いつもは肩より上にはいかない左腕だが、この時はまっすぐ頭の上にまであげることができた。

「勇ゆう人とさん、何してるんですか？」

　天使のそんな言葉も耳に入らず、俺はゆっくりとピッチングの構えを取る。

　ゆっくりと振ふりかぶり、上空で軽く腕を振った。体はいつかのようになめらかに動き、びゅんと風を切る音が後に残った。

　俺は慌てて天使に問いかける。

「おい、もしかしてお前、俺の肩を治してくれたのか？」

　俺の左肩はもう二度とボールを投げることはできないと言われていた。だけど、今この瞬間、痛みは全くなかった。

　天使はちょっと考え込み、

「んー、そんなことはないですよ。魂たましい状態になった時は肉体の怪け我がが反映されないだけです」

「そ、それじゃあ、俺の左肩を治せたりなんかはしないのか？　天使なんだろ、なぁ」

　縋すがるように、もう一度問いかけた。

　そんな俺を見て、天使は一瞬だけ寂しそうな表情を見せた。

「それは無理ですね。天使が人にできることなんてほとんどありません。私の力で勇人さんの抱えた怪我とかを治すことはできないのです」

「魂を抜くみたいに、ほら、何か──」

「さっきの魂を抜くのは特別で、あとは人間に対しては、人間が出来ることくらいしかやれません」

「そっか、そうだよな……。いや、悪かった。今のは忘れてくれ」

　一瞬だけ希望を持ってしまったせいか、思おもいの外ほか落らく胆たんも大きかった。

　もう諦あきらめたと思っていたのに、そう自分に言い聞かせてきたのに、俺は全然諦め切れていなかったんだ。

　半年ぶりにピッチングができそうだったから、だから期待して、惨みじめにも天使に縋り付いた。もしかしてもう一度、あのマウンドに立てるんじゃないかって、そんなことを思っちまった。

　そんなうまい話あるわけないのに。

　クソッ、情けねぇ。

「肩、やっぱり悪いんですか……？」

　下を向いて黙っている俺を心配したのか天使が話しかけてきた。あまり答えたくない話題だったけど、隠すようなことでもない。

「四月にちょっとした事故に遭あってな。その時左肩を強く打っちまってさ、完治するのに随ずい分ぶん時間がかかるんだとよ。まぁ、そんだけだ」

　本当はちょっとした事故なんかじゃなかった。この左肩が治る保証なんてどこにもない。

　それ以外にも四月から今に至いたるまでには色々あったけれども、それは今日出会った人（人では無いかもしれないが）に説明するようなことでもない。

　天使は神妙な顔で俺の話を聞いていたかと思うと、ころりと表情を変え、

「そうなのですか……。でも、もし死んで天国に行けばそういった痛みはぜーんぶなくなりますよ。死んで問題が解決するなら。それも一つの方法だと私は思いますよ」

　一瞬、ほんの一瞬だけ天使の言葉が魅力的な誘い文句に感じてしまった。

　毎日あの時のことを後悔し、呪じゆ縛ばくのように縛り付けられる日々の苦しみ。もうこんな苦しみがなくなると思うと、それも悪くないのかも──

　ぶんぶんと頭を振ふり、その考えを振り払う。

　そんなわけない。そんなわけあってたまるか。

「嫌に決まってんだろ。早く肉体に戻してくれ」

「もー、勇ゆう人とさんはせっかちですね。でも、そういった物事を素早く判断する決定力も男らしいです。そういうところ愛してます」

　天使はそんなこと言いながらも、なにやら小さく手を動かしている。すぐに下降する速度が少しずつ上がっていった。

　しばらくすると、自分の家も微かすかに見えてきた。あと数分で戻れるだろう。

「そういえばお前の名前まだ聞いてなかったよな？」

　ふとその時目の前の天使の名前を知らないことにその時気付いた。

「わ、私に興味を持ってくれるんですね。嬉うれしい！　愛してる、勇人さん！　えっとですね」

　すぅと息を吸って天使は答える。

「私の名前は　　　　　　　　　　と言います」

「え？　何だって？」

　天使の言った名前の部分だけ全く聞き取れなかった。

　風が起きたとかじゃなくて、本当にまるで、その言葉だけ切り取られたかのような違和感。そもそも発した言葉が存在していないかのように聞こえた。

「あー、そう言えば人間と天使じゃ魂たましいのステージが違いましたね。私の名前、勇ゆう人とさんは認識できないかもです」

「どういうことだよ」

　天使の言っていることが全く理解できない。つうかなんだそれ。魂のステージって意味分からねぇよ。

「うーん、そうですね。それじゃあ、私のことは可愛かわいいらしく『天使ちゃん』って呼んで下さい！　もしくは『マイハニー』とかでも全然オッケーですよ。あ、『雌めす豚ぶた』とかでも何か興奮するかもです。うふふ、ふふ」

「……はは」

　乾いた笑いが出た。

　こいつは何かもう、とことん俺とウマが合わなそうだ。雌豚って何だよ。そう言われて喜ぶ人なんているの。いや、こいつは人間じゃなかったか。

　そんな思案をしていると、足下に家の屋根が迫ってきた。感触もなく、足が屋根に埋まっていった。どうしてもこの感覚には慣れない。肩口あたりまで屋根に埋まったところで、俺は目を閉じる。

　下降していく感覚だけが魂の肌に残り、次第にその速度も緩ゆるまっていく。

　しばらくすると暖かな感触が足先に広がった。

　まぶたの向こうで小さな光を見た気がする。それが俺の初めての臨りん死し体験だった。
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　目を開けると、さっきよりも随ずい分ぶん左肩が重く感じられた。ちょっと動かすと鈍い痛みが全身を駆け巡った。

　ああ、しっかり戻ってきたんだと、痛みでそれを実感した。

「そんなわけで、幽体離脱体験どうでしたか？　楽しかったですよね？」

「楽しくねぇよ。危うくそのまま天国に行くところだったじゃねぇか」

　ふと、時計を見ると随分時間が経たっていた。

　天使と出会ったのは一時頃で、家に着いたのは多分一時半くらい。それで、魂を抜かれたのが二時くらいだったが、今はもう時計の短針は五を指し示していた。家の外からは夕焼け小焼けの音楽が鳴り響いている。

　体感だと三十分も経たっていないように思えたが、既に三時間が経過していた。

「もうこんな時間か」

「魂たましい状態の時は、普段と比べて時間の流れがゆっくりですからね。相対的に肉体の時は早く過ぎる感じですね」

　それじゃあ俺の肉体は白目でフローリングに横たわったまま三時間を過ごしていたのか。どうりで膝ひざが痛いわけだ。

　こんな姿、家族に見られなくて本当に良かった。妹ならまだしも、両親に見られたらきっと大げさに騒いで救急車を呼ばれていてもおかしくない。

　両親は高校に入ってから殊こと更さらに俺の体調を慮おもんぱかってくれるようになった。ちょっと熱が出たくらいでも、すぐに病院に連れて行く。その原因も、何となく分かるが、それでも過保護すぎるのではないかと常々思っている。

　それに妹に見つかったら見つかったで、別の問題が生じる訳なのだが。

　ガチャッと玄関の方からドアの取っ手を回す音が響いた。

　現在は午後五時五分。この時間に帰ってくるのは……おそらくあいつだろう。

　足音の主は靴を脱ぐと、ゆっくり俺のいるリビングに近づいているようだ。さっきまで遠くに聞こえた足音が少しずつ近付いていく。

　ぎぃ、とリビングの引き戸が開いた。

　そこには妹の真ま澄すみが立っていた。

　いつもは日暮れまでやっている野球部の練習も、始業式だった今日は少し早く終わったのだろうか。少し疲れた顔をした真澄はリビングに入ってくる。

「おう、お帰り」

　俺の言葉に真澄が返事をすることはなかった。こちらを振ふり向くことすらしない。

　そのまま真澄はリビングを通り抜け、キッチンの冷蔵庫から取り出したお茶をコップに注ぐ。

　注がれたお茶を一口で飲むと、真澄はちらりとこちらを一いち瞥べつする。いつものように、何を言いたいのかわからない冷めた目線だ。

　一瞬だけ目が合ったが、真澄は何も言わずにそのまますぐにリビングから出て行った。

「何ですかあれ、感じ悪いですね」

　そんな真澄を見て、天使はそう至極まっとうなことを言った。

　なるほど、挨あい拶さつをされたのに返さなかったらそう思うわな。もっともなんだけど、俺の妹もお前にそんなことを言われたくはないだろう。













「なんつーか反抗期って奴やつだ。最近はずっとこの調子だよ」

　最近、と言うか俺が高校に入ってからと言った方が正しいかもしれない。

　俺が中学の頃はわりと仲が良かった気もする。渚なぎさと一緒にリトルリーグの試合にとてとて付いてきて、バックネット裏から「おにいちゃんがんばれ！」と可愛かわいらしい声援をしていた時期もあった。

　一年半前、あいつが中学校に入りたての頃は「お兄ちゃんと一緒の部活はいる！」なんて言って野球部にマネージャーとして入ってきたのに、今じゃこれだ。時の流れは残酷だ。

「反抗期ですか。気持ちは分からなくもないですね。私もなんだかんだで天界を飛び出してきましたし」

　そこで、小さな違和感に気付いた。というか、もっと早く気づくべきだったのかもしれない。

「つうか、今更だけどあいつお前に対しても完全にノーリアクションだったな。普通こんな奴がいたら反応しそうなものだが」

　当然っちゃ当然の疑問だ。いくら俺が妹と仲が悪いからって、見知らぬ人が家にいたら、流石さすがに何か話しかけてくるだろう。その人の背中に羽が生えていたらなおのことだ。

　それはもう、関係性以前の問題なはずだ。

「あれ？　言ってませんでしたっけ。私の姿、普通の人間には一切見えませんよ」

「え？　そうだったのか」

「はい、そうなんですよ。人に見つかったらびっくりされちゃうじゃないですか」

「羽生えた奴やつがいたらそりゃな」

　人には見えないのか。

　待てよ。それじゃあなんで俺はこいつの姿を見ることができるんだ。

　何か、何かがおかしい気がする。こいつとの出会いも、こいつの言っていることも、どこかがおかしい。だけど、俺には何がおかしいのか、よく分からなかった。

「それにしても、妹さんにも冷たくされて……。勇ゆう人とさんやっぱり可哀かわい想そうすぎます。もう私が救きゆう済さいしてあげるしかないですね」

　俺の思考に天使はぼそりと言葉をかぶせた。

「ん、それってどういうこと」

「心配しないでください。勇人さんは何もしなくて大丈夫ですよ。頑張りますので、全部私に任せてください」

　何か全く大丈夫そうに思えないのは俺だけだろうか。めちゃくちゃ嫌な予感がする。というより、何を頑張るんだよ。それだけでいいから教えてくれ。

「つうか、おまえはこれからどうするんだよ。もう日が暮れそうだぞ」

「おまえとかよそよそしいですよ。子猫ちゃんとか、天使ちゃんとか呼んで下さい」

「呼ばねぇよ！」

　んなもんめちゃくちゃ恥ずかしいに決まってんだろ。女の子を子猫ちゃんとか呼んだら頭をかきむしってしまいそうだ。

「えー。もう、勇人さんのいけず。ちょっとくらい良いじゃないですか」

「……流石さすがに俺んちにずっといるわけじゃないだろ。帰ったらどうだ」

　あまりにも面倒くさかったので天使の言うことを無視した。

　そろそろ親も帰ってくるので、こいつにはもう帰ってもらいたい。こいつの姿が誰にも見えないにしても、だ。

　なんたって、こいつの姿が見えないのなら、俺がこいつとしゃべるこの行為は、どこからどう見ても何もない空間に向かって話しかけているようにしか映らないだろう。

　心配性の親が見たら間違いなく病院に行くことを勧められるに違いない。流石にそれは勘弁して欲しい。

　そんな俺の心情を全く顧みない目の前の天使は、うーんと顎あごに手を当て暫しばらく考えた後、

「婚約者なのに、どうして帰らなくちゃいけないんですか？」

　まるでここにいるのが当然だと言わんばかりの調子でそんなことを言った。

「帰るだろ普通。ここ俺んちだぞ」

「んー、そうなんですか？　でも私、勇ゆう人とさんの婚約者ですよ。えっちなことしなくていいんですか？」

「しねぇよ！」

　つうかお前人間じゃないだろ。いや、人間だからどうとかいう問題でも無いが。うう、なんなんだこいつは……。

「安心しました。実は私もあまり経験がないので、ちょっとだけ怖かったんですよね。さすが勇人さん。私の心情まで察してくれるんですね！　だいすきっ！」

　完全に逆効果だった。もう何を言ったらいいんだよ……。

「それに、私が泊まった方が絶対勇人さんを幸せにできますよ！」

「そんなわけねぇだろ。帰ってくれた方が幸せに決まってんだろ」

　心の底からの反論をするも、俺の言葉が耳に入っていないのか、天使はうっとりとした表情で語り続ける。

「私、勇人さんをすっごい愛してるんですよ。それはもう、海よりも深く、山よりも高く、シュークリームよりも甘く愛してるんです。だから安心してください。私、頑張って勇人さんを殺しますね！」

「え？　なんだって？」

　思わず聞き返してしまった。決して聞き取れなかったわけじゃない。たぶん。

　いや、果たして俺は本当に聞き取れたのだろうか。こいつ、最後に何て言った。

　もう一度思い出してみよう。ゆっくり、俺は自分の記憶を反はん芻すうする。

　えっと、愛してるから、殺す。

「魂たましいを潰つぶすのは戻った時に怒られちゃうので使えないんですけど、他の方法で頑張って殺すので楽しみにしていて下さい！　うわぁ、頑張ろう。勇人さん殺して天界で結婚式挙げよう！」

　聞き間違いじゃなかった。

　九月一日、変な天使に殺すと宣言された。

　頼むから、本当に頼むから、どうかこれが夢であってくれと。

　俺はそう願うことしかできなかった。

　たぶん、夢から覚めてもこいつはいるのだろうが。





　　＊






「勇ゆう人とさん、もう寝ちゃうのですか？」

　夜十一時を回ろうとしていた。殺人予告を受けてからもう五時間ほど経過していた。

　幸か不幸か、両親は明日の朝から短期出張に行ってくるらしいので、もう寝てしまっている。

　俺が部屋で独り言を呟つぶやいていても心配して二階に上がってくることはないだろう。その点だけを考えれば幸いに他ならない。まぁ不幸の要素もめちゃくちゃあるんだけれども。

　明日は土曜日だから学校は休みだけど、それでも夜更かしをしようなんて気にはなれなかった。

「勇人さん、もっといちゃいちゃしましょう」

　そう言う天使の左手には、鈍にび色いろに光るバールのようなものがちらついていた。

「その左手に持っているものは」

「バールのようなものですよ。それがどうしたんですか」

「どうもこうもあるか。普通男女がいちゃいちゃする時に、どっちかがバールのようなものを持ってるシチュエーションなんてねぇだろ」

「世界は広いんできっとありますよ。大丈夫です」

　そう言って天使は落おち合あい博ひろ満みつばりの神かん主ぬし打だ法ほうの構えを見せる。

「一応確認のため聞いておくけど、俺が近づいたらそのバールのようなものでどうする気なの」

「わたし、ホームラン打ってみたいんですよね」

「答えになってねぇよ！」

　天使は楽しそうにバールのようなものをぶんぶん素す振ぶりしていた。その光景を見て俺は頭を抱えることしかできなかった。

「……もう寝る。頼むから寝る時くらいはゆっくりさせてくれ」

「えー。もう、仕方ないですね。勇人さんがそう言うなら……」

　天使には珍しく、すんなり引き下がった。あんだけさっきから人の話を聞こうとしなかったのに、一体この短時間で何があったんだ。

　今日はもう疲れたのでそういってくれると助かるが。

「じゃあ、もう寝るから。こっちくんなよ」

　そう言って部屋の端にあるベッドに向かう。

　そこである違和感に気付いた。というより、見て丸わかりのものなんだが。

　なんか、枕まくらの部分に輪っかの形に丸められた荒縄があった。なんだこれ。

　それはもう明らかに、よく首つりに使われるような荒縄だった。茶色の荒縄は枕と同じ色なので、本当に疲れ切っていたら気付かずにそのまま寝ていたかもしれない。

　後ろを振ふり返ると、天使がそわそわしながら髪をいじっている。

　平静を装よそおったふりをしているのか口笛なんか吹こうとしているものの、ひゅーと空気だけが口から漏もれ出ている。あからさまに怪しい。

　もしかして……。

　俺は荒縄の輪の部分に手をかけ、ぐいと力を加えた。

　途と端たんに荒縄の輪が絞まり、それと共にベッドの下にあった何らかの機き構こうがぐるるんと音を立ててロープを巻き上げ、枕ごと天井に引っ張り上げた。

　機構の動きが止まってからも、しばらくの間枕はゆらゆらと天井で揺れていた。俺はそれを死んだ魚のような目で眺めていた。あはは、ははははは……。

　しばらくして揺れが収まり、俺も無言になると室内に一瞬の静せい寂じやくが戻った。

「え、えーっと。わー、びっくり。なんでしょうねこれ。怖いですねぇ」

　天使の言葉が短い沈ちん黙もくを破った。この枕が荒縄に吊つるされるという、日常生活を送っていたらおおよそ見られないであろう光景を前に、白々しくそんなことを言っていた。

　その言葉を聞いた俺は手際よく天井から荒縄を取り外し、窓から放ほうり投げた。そのまますぐに天使の持っていたバールのようなものを奪うばい取とり、ベッドの下にある巻き取り機器めがけて力一杯振り下ろした。ベコンと大きな音を立て、機器の側面に小さなへこみができた。

「ふざけんな！　気付かなかったら死んでたわ！」

「あーん、やめてください。これ作るのに一時間くらいかかったんですよ！　勇ゆう人とさんがご飯を食べに行ったり、トイレに行ったりする隙すきを見てこつこつ一生懸けん命めい作ったんです。わー、壊さないでください、戻して！」

「アホか！　戻してたまるか！」

　さんざんちらつかせてきたバールのようなものはミスリードだったのか。

　こいつ、アホそうに見えてしっかり考えている。計画的な殺害を企くわだててやがる。

　取とり敢あえずその計画を潰つぶすため、念入りにバールのようなものでベッド下の装置を叩たたき続けた。

　数分後、そこにはスクラップと化した巻き取り機器がベッドの下に転がっていた。

　天使はがっくりと肩を落とし、下を向いて落ち込んでいた。

　しかしそれも十秒くらいのこと、すぐに顔を上げ、

「うー、まぁ今回は失敗しちゃいましたけど、次は別の方法で頑張ればいいか。やっぱりトライアンドエラーは大事ですからね。失敗も経験です。多角的な視点から物事に取り組んでいきます」

　何か研究者みたいなこと言ってた。

　分かってはいたけどこいつ、底抜けに前向きだ。ベクトルは俺からしたら完全にマイナス方向にだけれども。

「それじゃあ勇ゆう人とさん、まだまだ夜は長いですし、いちゃいちゃしましょう」

　寝たら殺される。その日俺は徹夜することを決めた。
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　明け方まで天使の問いかけを完全に無視し、一挙手一投足に注意しながら、じっと部屋の隅に座っていた。

　天使は俺が問いかけに反応しないと分かると「もー、勇人さんは照れ屋なんですから」みたいな感じで超前向きな独自解かい釈しやくをしていた。

　それでもしばらくすると本格的に暇になったのか、ポケットからパソコンのようなものを取り出した。

　白を基調としたフリフリのワンピースの側面に着いている小さなポケットだったが、中からはそこに入りそうにもないくらい大きなものがうにょんと出てきたのでめちゃくちゃ驚いた。

　久しぶりに俺からの反応があったのが嬉うれしかったのか、天使はぱぁっと顔を輝かせながら自慢げにパソコンを見せびらかしてくる。

「あ、これ、天界を出る時に持ってきたお父さんのぱそこんなんですよ。ふふん、何でも検索できちゃう凄すごいものなんです」

「どう考えても入る大きさじゃねぇだろ」

「このポケット、天界式四次元空間に繋つながっているので色んなものを収容できちゃうんです。さっきの荒縄とかもここに入れてたんですよ。えへへ、すごいでしょ」

「ドラえもんかよ」

　唯一違う点は、あっちは未来の秘密道具を入れているのに対し、こっちは俺を本気で殺害するための殺害道具を入れている点だな。

　よく考えたらその一点が違うだけで全くの別物だ。かぶって無くて良かった。良くないけど。

「さっきから何やってんだよ」

「勇ゆう人とさんがかまってくれなくて暇なので、ちょっと暇つぶししようかなぁと」

　そう言うと天使はぎこちない手つきでパソコンをぽちぽちと操作し始めた。まぁ、そうしている分は害がなくていい。寝るまでそうしていてくれるとありがたい。

　その時ふと、ひとつの疑問が脳内を駆け巡った。

　あれ？　天使って寝るのか？　背中に嫌な汗が伝わるのを感じる。

「そう言えば天使って寝たりするの」

　俺は思わず目の前の天使に聞いてしまった。天使はパソコンをいじるのをやめ、その俺の問いにさらりと答える。

「んー、そうですね。眠ることもできますが、そんなに必要じゃないですね。最長で百年くらいは寝ないでも活動できます」

　目の前がぐらりと揺れた。百年って、おまえ。

　その間ずっと寝ないなんて不可能に決まっている。

　ただでさえ今日は色々あって疲れてるってのに。百年どころかもう一時間だって起きていられないかもしれない。

　その一時間後くらいに俺の意識は途絶えた。かなり頑張ったものの、完全に睡すい魔まに負けてしまった。人間は実に弱い生き物である。
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「勇人さん、朝ですよー」

　天使の呼び声ではっと目を覚ます。

　目を開くと、天使の顔が俺の目にアップで映った。「わっ」と反射的に叫び、思わず飛とび退のいてしまった。

「ふふ、大丈夫ですよ。何にもしていませんから、心配しないで下さい」

　そう言って無む邪じや気きに笑う天使がもう既に何か企たくらんでいるようにしか見えない。

　そうだ、俺は寝てしまったのだ。

　自分の体を見ても、天使に何かをされた形跡は見られなかった。

　ちゃんと生きていた。良かった……。

　寝ていた時間は三時間程度だったものの、それでも随ずい分ぶんと体力は回復していた。

　まだちょっとだけ眠かったが、このまま寝たら天使に何をされるか分かったもんじゃない。

「寝てる時にあんまり近寄らないでって言われましたから、何もしていませんよ」

「ホントに何もしてねぇだろな」

「なにもしてません。寝顔が可愛かわいかったからちゅーしちゃおうとは思いましたけど、既すんでの所で持ちこたえました。頭なでなでしかしてません」

「してんじゃねぇか！」

　天使はそんな俺の突っ込みをさらりと流し、

「それより、勇ゆう人とさんのお母様がさっき呼んでましたよ。朝ご飯作ったーからおいでー、みたいなこと」

　時計は朝の九時半を指し示していた。母さん達は九時には出発すると言っていたので、さすがにもう家には残っていないだろう。朝ご飯か。

　ぐるる、と腹が鳴る。

　昨日もろくに夕食をとれなかったせいか、めちゃくちゃ腹が減ってる。主にこの天使のせいで。

「俺飯食ってくるから」

「それじゃあ朝ご飯食べに行きましょう。私、勇人さんがご飯食べるの応援していますね。がんばれ♡がんばれ♡って」

「いらないし来るな。何で飯食うだけなのに応援されなきゃいけないんだよ」

　取とり敢あえず一階に降りようと、立ち上がる。そしてちらりと部屋の中を見渡す。

　天使の取り出したパソコンの横に見慣れぬ本の山があった。あれ？　あんな本俺買ったっけ？

　表紙を見ると、そこにはこんなタイトルが書かれていた。

『危険物取とり扱あつかい説明書～劇げき薬やく・毒物入門～』『きのこ栽さい培ばいマニュアル～毒きのこから松まつ茸たけまで～』『刃物取り扱いマニュアル』『刃物の研ぎ方』『人体解かい剖ぼう学』『都内高層ビル一覧書』『縄の結び方完全マニュアル～絶対ほどけない結び目を作ろう～』『日本断だん崖がい絶壁ツアーガイド』『ガソリンスタンドで働く前に～資格の取得から実務まで～』『バカでも分かる電気機器取扱説明書』『猛もう獣じゆう危険度ランキング』『本当は怖い添てん加か物ぶつの世界』『関東大盛りラーメン一覧～一日三麺の誓い～』

　なんだこれは……。昨日から何か本読んでるなと思ってたら、こんなのを……。

　一見して繋つながりが無さそうに見えるこれらの本も、コイツがやってきたことを思い返すと、点と点が線で繋がり、一つの結論に達する。

　本気だ。色んな方面から殺しに来てやがる。

　待てよ。それじゃあ、パソコンで調べていたのも……。

　おそるおそる本の山の横にある天使のパソコンの検索画面を見る。ブラウザが開かれており、そこにはいくつかのタブがあるのが見えた。じっくり眺めると、

『わな　つくりかた』『どく　とてもすごい』『げきやく　かわいい』『きのこ　すごいの』

　みたいな検索タブがいくつも開かれていた。なんだこれ。

「あ、ちょっと見ないでくださいよ。夫婦間にもプライバシーがあるんですからね、もー」

「なぁ、この検索で何かいい結果は得られたか……？」

「えっ？　あー、見られちゃったんですね。えっと、なんか全然欲しい情報出てきませんでした」

「そうだろうな」

　こんなので望んだ答えが返ってくるとでも思ったのかコイツは。グーグル先生も超能力者じゃ無いんだぞ。

「やっぱりぱそこんは難しいです……。最後のに至いたっては何か変な肌色のきのこの写真がいっぱい……」

「もういいから早く部屋を片付けて！」

　そう言い残し、足早に部屋を出て行った。
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　朝食を食べ終え部屋に戻ると、天使がバールのようなものをぶんぶんと素す振ぶりしていた。

　俺はそっとドアを閉め、天使のいないところに行けますように、と神に祈った。

　いやでもアレか。もしかしたら外出すればいいのでは……？

　気付いたらすぐに俺は天使に気付かれないようそろりと玄関を開け、外に出た。

　気分転換にちょっと遠くのホームセンターに向かおう。そうすりゃ現状から逃れられる。

　そう思うや否や、自転車に飛び乗った。

　その時ふと嫌な予感がした。こう、何とも言えない予感。昨日天使が口笛を吹いていたときに感じたものと同質な、自分の生死に関かかわりそうな、そんなもの。

　だから俺は、こぎ出そうとする前に何となく自転車の点検をすることにした。

　サドルは特に問題は無い、タイヤもパンクしてない。それじゃあ、もしかしてブレーキが……。

　案の定ブレーキレバーを引いてもカシュンと空虚な感覚が手に残るだけで、自転車のブレーキが動くことはなかった。

　よく見るとブレーキケーブルが切断された後に再度接着されていた。微かすかに継ぎ目があったが、よく見ないと気付かないだろう。

　あのヤロウ……。俺が寝てる間にこっちの細工もしてやがったのか。このまま自転車で外出してたらどうなっていたことか。

　怒りを抑え、俺はそのまま駅まで徒歩で歩いて行った。

　ちょっと時間がかかるけど、別にいい。天使なんかと家にいても死しか待ってない。それに、たまにはゆっくり歩くのも悪くは無い。

　天使から解放されたことで俺は浮かれていた。寝不足の今、何ならスキップをしてもいい気分だった。

　最高！　これが希望ってやつだ！

　そして、ホームセンターにたどり着いたところで俺は絶望することになる。

　なんたって、たどり着いた先のホームセンターにあの天使が普通にいたからだ。

　天使はチェーンソーをしげしげと眺めながら、時折触ったりしてはうーんと唸うなっていた。何を検討しているんだ。

　チェーンソーに羽の生えた女の子という完全にミスマッチな組み合わせは、ホームセンターの中でも異彩を放っていた。まぁこいつの姿を認識できるのは俺だけだが。

　俺は気付かぬふりをしてこっそりその場から立ち去ろうとするが、天使はそんな俺に気付いたようで声をかけてくる。ああ、俺の休日が。

「おーい、勇ゆう人とさんじゃないですか！　待ってください！」

　そんな天使を心底嫌そうな顔をして拒否するが、全く俺の気持ちを察してくれないようで、ぱたぱたと宙を飛びながら俺に近付いてくる。

「何でおまえこんなところにいるんだよ」

「私もちょっとウインドウショッピングに来たんです。チェーンソーとか電ノコは乙女の必需品ですよ」

「そんな乙女は嫌だ」

　せめて服とかアクセサリーにしてくれ。

「もー、かわいいのに」

　天使の言葉を聞いて、体から力が抜ける。というかこいつ買い物とかできるのかよ。

「つうか、おまえ人間に見えないんだろ？　普段どうやって買い物してんだよ」

「実はですね、私ちょっと力を入れれば人から見えるようになるんですよ」

「マジか」

「はい、マジです。私たちは天使の姿の他に人みたいな姿にもなれるのです」

　知らなかった。

「人の姿になったらいいじゃねぇか。人から見えなかったらなんも買えない」

「勇ゆう人とさんの前で人の姿になるのは恥ずかしいです……」

「恥ずかしいってお前」

「うう、だって恥ずかしいものは恥ずかしいんです……。勇人さんにあんなあられも無い姿を見られたらもうお嫁に行けません」

　天使の価値判断基準がまるで分からない。相手に好きと伝えるのが恥ずかしくなくて人の姿になるのが恥ずかしいって。

「それに、肉体を持つと色々と不便なこともありますしね。あんまりなりたくないんですよ」

「なんだそれ」

「人間には肉体的な死、という概念があるじゃないですか。天使にはそれは無いので」

　つまり、今のこいつは不死身ってことかよ。なんかもう、どうにもならねぇな。

「それじゃあどうやって買い物してんだ」

「最近はインターネットショッピングという便利なものがありまして。たいていのものは実体化しなくても買えちゃうんです。えへへ、しっかり使い方勉強しましたよ」

「それってもしかして、届け先は」

「勇人さんの家ですが」

「アホか！　ふざけんな！」

　今日ホームセンターに発つ前に頼んだ覚えの無い配達員とすれ違ったが、それはこいつのせいだったのか。頼むから死んでくれ。

「他にも指定の場所に指定のブツを置いてもらって、お金を後で振ふり込むという方法もあります」

「お前、どんなもの買ってんだよ……」

　怖い。

　というか、買い物をするお金とかはどこから支給されてるんだろう。何かこれは聞くと泥沼にはまりそうなのであえて聞かないようにしよう。

　知らない方がいいこともあるはずだ。そうに違いない。

　俺は何も関与してませんよ、ホントに……。

「そうそう。勇人さんちょっと見てください。ほらほらこれ、新しく買ったんですよ」

　天使はポケットからなにやら液体の入った瓶びんを取り出した。黄色の液体の入った褐かつ色しよくの瓶は固くフタをされているが、明らかに危険な雰囲気を放っている。

　理科室の危険物棚にありそうな感じだ。

「なにそれ」

「王おう水すいです」

「王水？　王水って何だっけ」

「すごくすごいものです。とても」

「何も伝わってこないよね。もしかして伝える気が無いの？」

　王水って……。何か化学の授業でやったようなやっていないような。確かめちゃくちゃ危ない液体だった気がするのだが。

「本当に手に入れるの大変だったんですよ。これで色々はかどります！　人間の姿になるとさすがに王水かぶると死んじゃいますからね、やっぱりこの姿が一番です」

　無む邪じや気きな笑顔で天使は王水をぶんぶん振ふって喜んでいた。

　やめろ、危ない！　飛び散って体にかかったら多分死ぬ！

「こんなの聞くの野や暮ぼかも知れないけど、それ何に使うの？」

「料理ですね。今日から勇ゆう人とさんのお母さんもいないので」

「俺の知る限りではそんな危ないものが入る料理はこの世に存在しない。仮に入ったとしても、その瞬間から料理じゃなくなる」

　天使はそんな俺の言葉を気にすることも無く、満足そうな顔で「えへへへー」と言いながら王水の瓶びんを撫なでていた。

　安あん住じゆうの地ホームセンターも、最も早はや落ち着ける場所では無くなっていた。

　俺は瓶を撫でている天使を尻目に、その場からこそっと逃げ出した。
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　そんな感じで土曜日は天使の愛情表現という名の殺人未み遂すいに苦しめられた。

　俺は死なないようにひたすら逃げ回ったが、その先々で天使と出会ったので夕方には逃げるのをやめて、おとなしく家に帰ることにした。

　その日は夕食をとることもなく、ただひたすら天使に怪しい動きが無いか注意していた。二日目にしてとうとう徹夜である。ちなみに天使は夜の間はずっとパソコンで何かを調べたり、たまに俺に向かって手を振ったりしていただけだ。もちろん俺が手を振り返すことはなかった。

　うつらうつらし始めた日曜日の朝。天使の「勇人さん、朝ご飯できましたよー。持って行きますね」といった声で覚かく醒せいした。

「頑張って作ったので食べてください！」

　パタンとドアを開けた天使は笑顔で銀色の鍋なべを持っていた。またしても嫌な予感しかしない。

　よく見たら何な故ぜか鍋は二重になっており、金属鍋の外側はアクリルのケースで囲われていた。

　この地点でもう完全に予感は確信に変わっていた。

「なにこれ？」

「ホワイトシチューですよ。おいしそうでしょ」

「ホワイト、シチュー……？　ホワイト……？」

　ホワイトシチューってこんなんだっけ？

　俺の知ってるホワイトシチューはその名の通り白色だった気がするのだが。なんか透明のフタの奥に見える液体、めちゃくちゃ真っ黒なんだけど。

「はい、どうぞ。食べてください」

　天使が鍋のフタを開けると、酸的なものが入っているとしか思えないツンとした臭においが部屋中に広がっていった。

　俺は頭を抱えた。カーテンに臭いが付いたらどうするんだ。

　中を見ると、真っ黒なホワイトシチューは火もかけていないのにぐつぐつ煮えたぎっている。

　何らかの化学反応がリアルタイムで起こっているとしか思えなかった。

「なぁ。これ、絶対この前買った王おう水すい入ってるだろ」

「は、入っていませんよ？　王水とか、硝しよう酸さんとか、塩えん酸さんとか、ヨウ化水素とか、ヒ素とかそういったものは全然入っていないので安心して食べてください」

「何でそんな具体的なものの名前が出てくるんだよ」

「そんな小さなこと気にしちゃだめですよ。ほら、あーん」

　そうやって天使が一口分のブラックホワイトシチューをスプーンで掬すくった瞬間、スプーンの根元がどろりと溶とけた。完全に溶よう解かいした。

　えー、なにこれ。こんなの初めて見たんだけど……。

「あっ……。なんかこのスプーン古くなってますね。こっちのスプーンで食べましょう」

　いけしゃあしゃあとこいつは。絶対そんなレベルの問題じゃないだろ。

　天使はポケットから銀色の分厚いスプーンを取り出した。そのスプーンはどうやらシチューにも溶けにくいようで、最も早はやシチューとは呼べるか定さだかではない溶液の中でも形状を保っていた。

　ただ、一瞬でスプーン表面の色が黒く染まっていたけど。溶けてないだけまだマシってもんだ。何がマシなのかもうよく分かってない感はあるけど。

「はい、あーんしてください」

　天使が掬すくったブラックシチューがぽとりと一滴、床のカーペットに落ちた。

　次の瞬間ぶすぶすと異音を上げ、カーペットの一部がみるみるうちに炭と化した。なにこれ怖い。

「毒が入っていないならおまえ先に飲めよ」

「大丈夫ですよ。天使は酸とか毒物とかそういったものでは死なないので、余裕で食べられます！　それじゃあ私が先に食べますから次は勇ゆう人とさん食べてくださいね！　絶対ですよ！」

「やっぱり毒入ってるじゃねぇか！　捨ててこい！」

「あっ、うー」

　失言に気付いたのか、天使はしまった、といった表情を見せる。「頑張って作ったのにー」なんて言って悔しがっていた。そういう問題ではない。

「いいから」

　俺が厳しい口調でそう言うと、天使はしぶしぶシチューのような物体を鍋なべごとポケットにしまう。おい、捨ててこいよ。ポケットの中ぐしゃぐしゃになるぞ。大長編ドラえもんで四次元ポケット整理の重要性を学ばなかったのかこいつは。

「あー、もうこいつは……」

　ため息をつき、ベッドに座る。

　次の瞬間、ベッドの下から機械音がしたので反射的に立ち上がった。

　視界の端に縄のようなものが見えた。

　ベッドの端にあった縄がシュンと絞まり、先ほどまで俺のいた空間にあった掛け布団をもの凄すごい力で締め付ける。ぎりぎりと掛け布団が締め付けられる音が辺りに響く。

　俺はその光景をマンボウみたいな顔で眺めていた。もはや感情らしい感情は無い。虚きよ無む。

　天使は素知らぬ顔でカーペットの炭化した部分をぺりぺり剥はがしている。

「これ……」

「知りません！　何にも知りません！　装置とか直してなんかいません！」

「嘘うそつけ！　いい加減に──」

　そう言ったところで、俺の部屋のドアをドンドン叩たたく音が響いた。

　まずい、騒ぎすぎた。

　ドアを開けると、そこには真ま澄すみがいた。真顔で俺をじっと見つめている。

　そうか。今日は日曜日で、野球部の練習も昼からなのだろう。そのことを忘れて大声を出しすぎた。

「うるさい。眠れない」

　昨日も夕方まで野球部の練習があったのか、真ま澄すみは眠たそうな目で冷たく言い放ち、わざとらしいほど大きく「はぁ」とため息をついた。

「わりぃ」

「おとといからずっとうるさい。あんた何やってるの」

　正直なことなんて言えるはずがなかった。なんたって『天使が俺を殺しに来ているからそれに反抗している』が真実だ。そんなことを言った日には、ただでさえ険悪な妹との関係がさらにどうしようもないものになってしまう。

「ちょっと色々とあってな」

　俺は曖あい昧まいな返答をしてどうにかやり過ごそうとした。

　真澄はちらりと部屋を一いち瞥べつする。部屋には天使がいるが、もちろん真澄には見えていないだろう。

　ただ、天使の用意したギミック自体は人間の真澄にも見えるらしく、胡う乱ろんそうな表情をして俺のベッドの上にある荒縄を眺めていた。

「なにあれ」

　完全に不審者を見る目つきだ。このままではあらぬ疑いをかけられてしまう。

「ちょっと夏休みの工作をしようと思ってな。それでちょっと上う手まくいかないことがあって、一人で声出しちまった」

　とっさに出たとはいえ、かなり苦しい言い訳だ。今日は九月三日。夏休みはこの前終わった。

「もう夏休み終わったじゃない。ばかじゃないの」

　苦しい言い訳に、もっとも過ぎる返しが戻ってきた。そりゃそうだよな。

「まぁ今度から気をつけるから。今回は悪かった」

　その謝罪に、真澄は何も言わずに、

「真澄おまえ昨日あんまり飯食ってなかったし。作ってやるよ」

「いい。お母さんからお金貰もらったから買ってくる」

「そっか」

　そんなお金貰ってたのか。俺は貰ってないぞ。母さんは妹にだけ甘すぎる。

　いや、妹は毎日部活を頑張っているのに対し、俺は家でゴロゴロしているだけだ。差があっても然しかるべきか。そもそも俺は家にある残り物を食べてればいいんだし。

「勇ゆう人とさん、この生意気な妹に私のシチュー食べさせてあげましょうか。きっと喜んでくれますし、仲良くなれますよ」

　絶対に喜ばないし、そもそも食べさせない。

　天使が横から俺の会話に混ざってくるが、言葉には一切反応を示さないように、きわめて冷静に努つとめた。

　目の前の真ま澄すみはなおも不機嫌そうにぶすーっとしている。会話が途切れたのに、特に帰る様子も無い。

　真澄は俺に似てちょっと目つきがきつい。それでも背が小さく普段は愛想がいいので学校ではみんなから可愛かわいがられていた。家の中とはえらい違いだ。

　もっとも、俺が中学生までの頃は家でもこんなにぶすっとはしてはいなかったが。

「もう大声出さねぇから。悪かった」

「……わかればいい」

　真澄はこっちを向かずに一言だけそう呟つぶやいた。そして、沈ちん黙もく。相変わらず俺の部屋の前から動く気配は無い。

　気まずさに耐えきれずに俺は適当な話題を真澄に振ふる。

「今日も練習あるんだろ？　がんばれよ」

　その言葉を聞くとすぐに真澄は顔を上げ、何かを言いたそうな目で俺をにらみつけた。でもすぐに悲しそうな顔をして目線を下にそらした。

　意図が分からない。こいつが何を考えているのか、俺には本当に分からなくなってしまった。一年前まではこいつは結構分かりやすい奴やつだったのに。

「おにい……アンタはどうなの。今日も何もやらないの？」

　どういうわけか、真澄は耳まで真っ赤にしている。うつむいているので表情は読み取れなかった。

「ああ、別に何もする予定は無いが」

　強いて言えばこの天使を撃退する方法を探すくらいだ。

　いい加減耐えられない。ここ数日の睡眠時間は平均二時間くらいだぞ。こんなのが続いたら命がいくつあっても足りねぇ。

「あんたの後輩たち、今日も練習がんばるのよ」

「そうだな、すげぇ偉いよ。今年の秋大会がんばれよ」

「あんたは……」

　真澄は言葉を詰まらせた。何かを言いたそうな瞳ひとみで俺を見つめてくる。でも、その後には何も続いてこなかった。

「ん？　なんだよ」

　思わず質問をした。俺の言葉を真ま澄すみは俯うつむいたまま聞いて、

「もういい。あたしもう行くから。じゃあね」

　そう言い残し、後ろを向いて去って行った。

　振ふり返る直前、真澄の顔が一瞬見えた。

　寂しそうな、何かを諦あきらめたような表情。

　どうして真澄がそんな表情を浮かべているのかは、やはり俺にはよく分からない。人の考えていることなんて、家族でも全く分からない。家族でこれなんだから、他人はなおのことだ。

　とん、とん、とんと足が階段を叩たたく音が響く。

　真澄が階段を降りるその音は、春からずっと、ほんの少しだけ力なく聞こえる。
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　限界だった。もう本当に限界。

　天使が次に何をやってくるか分かったもんじゃないから一切気も抜けない。料理を食う時も天使が何かを入れてこないよう気をつける必要があるし、外出したらそれこそ何らかのトラップを仕掛けられることはさっき痛いほど体感した。だから気晴らしに外に出ることもできない。

　そもそもここ数日まともに睡眠を取っていないので尋常じゃ無いほどの睡すい魔まが襲ってきている。でも、寝たら殺される気がするから寝ることすらできない。

　これを限界と言わずして、何が限界なのだろうか。ゴールが見えているだけ、野球部の練習の方がまだ百億倍マシだった。

「無理……。もう無理……」

　無意識に呟つぶやいていた。意識が朦もう朧ろうとしている。空が黄色に光ってぐにゃぐにゃしてる。うう、もう、ホント……。

「どうしたんですか、勇ゆう人とさん。大丈夫ですか。看病しましょうか？」

　そう言って天使が近付いてくる。その天使を振り払い、

「もう無理!!　勘弁してくれ!!　こっちはおまえと結婚とかしたくねぇんだよ！　もう許して！　誰か、だれかー！」

　完全に錯乱していた。なんたって目の前の天使が光の彼方かなたに虹色に変色しながら消えてはすぐに光速の四十倍の速度で戻って来て俺にサハラ砂漠から持ってきた砂を食べさせるのはやめて。砂はやめてってば。

「無理と言われましても、やめてと言われましても、勇ゆう人とさんはもう私のおっぱいを揉もんでしまったのですから。ある条件を満たして婚約破は棄きをしない限り絶対に私と結婚しなくちゃいけないんですよ。それはもう天界の法で定さだめられたことなんですよ」

「婚約破棄？　なんだそれ」

　その言葉を聞いて、一瞬で目が覚めた。俺の問いかけに、天使は口を押さえ「あら、言っちゃった」とか言っていた。

　その言葉は、眠くて死にそうな俺にとって、天からの福ふく音いんみたいに聞こえた。

「おまえと結婚しないで済む方法があるんだろ。死ななくていい方法があるんだろ。どうすりゃいいんだ。その方法を教えてくれ」

「あっ。でもこれは、ちょっと嫌かもです……」

「教えろ！」

　思わず大声を出してしまった。

　もしかしたら、この訳が分からない現状を打開する方法があるのかもしれない。

　藁わらにも縋すがる思いで俺は天使を問い詰める。

「んー、でも婚約破棄の期限は条件を満たしてから一週間。今からですとあと五日なので、教えなければ自動的に勇人さんとの結婚が決まるんですよね。黙っていた方が私的にいいんですよね」

「五日だって!?　本当にもう五日しかいないのか？」

　そんなこと初耳だぞ。もうほとんど時間は残されてないじゃないか。

「そうですよ。そうすればもう勇人さんとの婚約は絶対ぜーったい解除できないんです。はっぴーはっぴーですよ」

　何でそんな大事なことを……。

「婚約破棄できないとどうなるんだ。俺はもしかして、五日後には……」

　まさか、とは思うが五日後に俺はすぐ死んでしまうんじゃないだろうな。そんなことならもう夢も希望もあったもんじゃない。

「別に勇人さんは五日後にすぐ死んじゃうわけじゃ無いですよ。ただ、五日経たったらもう天界の偉い人とかが私を連れ帰ろうと思っても絶対無理になっちゃうので、私はずーっと、ず───っと勇人さんの側そばに居られるんです！」

　げ。それはもう、ニアリーイコールで死じゃないか。

　この二日だけでこんなに憔しよう悴すいしているのに、こんなのが永遠に続いたら一ヶ月も持つ気がしない。

「おい、ちょっと待て。婚約破棄の方法を教えてくれ」

「いくら勇ゆう人とさんの頼みとは言ってもそれは嫌ですよ。私は勇人さんと結婚したいんです。勇人さんと結婚したいのに、わざわざ婚約破は棄きの方法を教えるわけ無いじゃないですか」

「頼む、婚約破棄できなかったら。そうしたら……」

　そうしたら俺はどうすればいい。

　よくよく考えてみたら、状況はなんかもう、どうしようもない感じだ。

　このまま何もしなかったら五日後に天使との結婚は確定してしまう。そうしたら、何があっても天使は俺の側そばを離れることは無いだろう。そうなったら俺が殺され、天界に連れて行かれるのも時間の問題だ。

　婚約破棄をするにしても、その方法を天使は教えてくれるはずもない。メリットが無いからだ。なんたって、このまま何もしなければ俺との結婚が確定するのだから。

　天使はただ待てばいいのだ。もしくは結婚の日付を早めるために、俺を早く殺すのも有りかも知れない。

　いずれにしろ、どの方法でも俺の死が早いか遅いかの問題に過ぎない。

　あんまりすぎる、夢も希望もねぇ。

　だが、まだ可能性はある。

　五日後に結婚が確定しているのにこいつは俺を殺そうとしている。ってことは、できるだけ早く俺と結婚したいと思っているはずだ。

　婚約破棄ができなくなっても俺が死ななければ天界に行くことはない。極端な話、俺がこいつの暗殺に五〇年耐え抜けば結婚も五〇年後になる。

　さすがにこいつもそれは避けたいはずだ。

　だから、俺の予想が正しいとしたら、こいつから婚約破棄の条件を聞き出せるとしたら、これしかない。

「婚約破棄の条件を聞いて、五日後までに婚約破棄できなかったら。そうしたら、もう全すべて受け入れるから。死でも何でも、おまえの言うこと受け入れるから、だから教えてくれ」

　どうせ五日後までに婚約破棄できなかったら死んじまうんだ。

　それなら、せめて状況を好転させる一いち縷るの望みに賭かけるしかない。

　俺の懸けん命めいに絞り出したその言葉を聞くと、天使は待ってましたと言わんばかりの満面の笑みを浮かべ、




「その言葉が欲しかったんです」




　そう言って俺の胸に手を当てた。

　ぱあ、と俺の胸から青白い光が放たれた。すぐその光は収まったが、嫌な予感が全身を駆け巡った。

「え？　なにこれ」

「勇ゆう人とさんは『承しよう認にん』しました。五日後に婚約破は棄きできなかったら何でも受け入れるって。これでようやく魂たましいをそのまま天界に持って行けます」

「おまえ、まさか！」

「えへへ、いやぁ、実はほんのちょっとだけ抵抗があったんですよね、愛するらぶりーな勇人さんの肉体を傷つけるのは。これでダメだったら仕方なく暗殺を頑張っていたかもですけど、やっぱり綺き麗れいなままの勇人さんを天界に連れて行って、それで結婚したいじゃないですか。それに、こっちの方が確実ですし」

　こいつ……。

「もしかして、婚約破棄がどうのこうのって……」

「婚約破棄する方法があるのは本当ですが、五日後ってのは嘘うそなんです。これで五日後に勇人さんの魂を天界に持って行くことができます。ごめんなさい。てへへ」

　天使は舌をぺろっと出し、自分の頭をコツンと叩たたいた。

　やられた！　はめられた！

　こいつ、恐らく本来無期限だった婚約破棄に嘘の期限を設置することで、魂を天界に持って行くために必要な俺の〝承認〟を引き出しやがった。

　ああ、確かに今思えばめちゃくちゃ怪しかった。

　思い返してみれば天使の「あ、あら～、言っちゃった～」という台詞せりふは何か大根役者みたいな棒読みだったし、その後の条件も何か色々とおかしい。天界からの迎えとか、なんか婚約決定後も特に変わらず居続けられるだけとか、あまりにもふわふわし過ぎている。

　でも、だけど、そんなもん、こんな徹夜続きの状況で判断できるわけないだろ。

　うう、詐さ欺ぎに遭あう人の気持ちがめちゃくちゃよく分かった。

　自分は絶対そんなのに引っかからねぇだろって思っていたけど、極限状態だとこんな簡単に騙だまされるんだな。

　振ふり込め詐欺に引っかかりそうになっていた母さんをもう二度と笑ったりしない。

「……それで婚約破棄の条件は何だよ」

　悔やんでいても仕方ない。俺が言った条件は『五日後までに婚約破棄をできなかったら全すべてを受け入れる』だ。

　裏を返せば、五日後までに婚約破棄をすることさえできれば問題は全て解決すると言ってもいい。

　悔やむくらいなら早いとこ行動をした方がいいに決まってる。

「んー、本当は言いたくなかったのですが……」

「今言わないと、絶対にさっきの条件を受け入れることなんかしねぇぞ。死んでも死なねぇからな」

　現状では詐さ欺ぎに遭あっているだけだ。そんな状況で〝承しよう認にん〟しようとも、認めてなんかやるものか。

　たとえあいつが何を言ったところで、ここで教えてもらえなければ、俺は死ぬ間際までゴネ続ける。なんなら死んでからだってゴネ続けてやる。絶対結婚なんてしてやるものか。

　そんな俺の覚悟を察してか、天使は仕方なさそうに、

「しょうがないので教えますね。婚約破は棄きの方法は『勇ゆう人とさんに好意を持っている女の人のおっぱいを揉もむ』ですよ。そうすると、自動的に婚約が破棄されます」

「え？」

　耳を疑った。おっぱい？　え？　おっぱいって、他の女の人の？

「勇人さん格かつ好こいいから、もしかしたら他の人のおっぱいを揉めちゃうかもしれませんしね……。でも勇人さんが納得できる形で結婚するにはこうするしか無かったんですよね」

　いやいやいやいや、ちょっと待て。待ってくれ。

　他の人の胸を揉む？　無理に決まってるだろ。

　そもそも俺はクラスに気軽にそんなことを話せる友達はいないし、中学時代の奴やつらなんか普通に疎そ遠えんになっている。

　そんな関係の奴なんて一人たりともいないし、いたこともない。

　それをあと五日で？　できる道理が無い。

　だけどやらなきゃ、やらなきゃそこには死が待っているだけだ。

「できることなら頑張らないで欲しいのですが、頑張ってくださいね！」

　そんな天使の言葉を無視して俺は全力で家から飛び出し、駅に向かって走り出した。
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「勇人さーん、待ってくださいよー」

　ぱたぱたと羽をはためかせながら俺の後ろを付いてくる天使の言葉なんて、ほとんど耳に入ってこなかった。

　本当にそれどころじゃ無い。

　ナンパでも何でもして女の子の胸を揉ませて貰もらわなくちゃ。

　いやもう、なんか完全に犯罪者の発想なのだけれども、こうしなければ死んでしまうのだから仕方ない。

　ナンパなんかやったこと無いけど、それでもやらなくちゃ死ぬ。死んでしまう。

　近くの駅前はショッピングモールに面しているせいか結構栄えていて、人通りも多い。学生の帰り道でもあるため、若い人も多い。たまにだけど、ナンパをしている人も見かける。

　そんな駅前で鬼のような形相で立っている人がいたら、それは俺だ。

　寝不足のせいか目は血走っていて、ただでさえ人相の悪い顔がさらにひどいことになっているのだろう。駅前できょろきょろ辺りを見回している挙動不審な俺を見て、周りの人が「ヒィッ」と悲鳴をあげて遠ざかっていく。

　仕方のないことなのかも知れないが、さすがに傷つく。まるで犯罪者を見るような目つきじゃないか。

「いたいた。勇ゆう人とさん急に出て行っちゃうんだから焦りましたよ」

　天使は俺の横をふよふよ漂ただよいながらそんなことを言っていた。

　ええい、そんなのはどうでもいい。

　俺は取とり敢あえず路肩で暇そうにしている女の人に話しかけることにする。

「あ、あの……。ちょっといいっすか……」

　クソ。声が震えてやがる。我ながら情けない。

　でも、声をかけることには成功した。あとは相手の反応を待つだけだ。

　その女の人はいじっていたスマホから顔を上げる。

　そして、目の前の俺を見て一瞬たじろぎ、

「ひ」

　悲鳴にも似た短い声を放った。

　一歩後ずさり、すぐに視線が俺から高速で離れていった。泣ける。

　どう考えても、危ない奴やつに話しかけられたとしか思っていない雰囲気だ。

「いや、ちょっと、怪しい者じゃないんで。少しだけ話いいですか」

　怪しい者じゃないなんて台詞せりふ、怪しい者しか使わないが、そんなこと考えている場合でも無い。

　眼前の女の人の表情が明確な恐怖に染まってくのがよく分かった。

「え、何ですか。何なんですか、やめてください」

　何もしていないのにめちゃくちゃ拒絶していた。あ、これだめなやつだ。

　だけど、徹夜明けのテンションでおかしくなっていた俺は、そんな反応を見ても全くもって諦あきらめる気は起きなかった。

　話を聞いてもらえているだけ、まだ可能性はあるんじゃないか、みたいなストーカーまがいの考え方に行き着いていた。

　ゼロじゃ無い可能性に賭かけよう。そう思い、後ずさる女の人を追いかけ、肩を掴つかみ、

「ホント、ちょっとだけお話を聞いてもらって、それで理由を分かって貰もらえたらでいい。理解して貰えたらでいいので、その時は胸を揉もませてくれ。頼む！　命がかかってるんだ！」
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　女の人は全力で俺の手を振ふり払い、叫び声を上げながら、まるでボルトのように綺き麗れいなフォームでその場から走り去ってしまった。

　うおお！　どうしてだ！　しっかり説明したのに！

　ふと、周りを見渡してみると、駅前の人たちの犯罪者を見るような視線が突き刺さる。

　そして、そこで俺はほんのちょっとだけ冷静になって、先ほどの自分の行為を思い返してみた。

　俺はさっき、見ず知らずの人に「おっぱいを揉ませてくれ」と言った気がする。テンパっていたのであまり覚えていないが、多分そんな感じだった気がする。

　あれ？　これって、もしかして……。

「ゆ、勇ゆう人とさん。天使の私から見ても今のナンパはちょっと、って感じです……」

「やめて！　何も言わないで！」

　天使にすらドン引かれている事実に、俺の心はぼろぼろだった。

　この日のことを、後に思い出したら絶対に「うわー！」って言いながら枕まくらをボコスカ殴ってしまいそうだ。完全に黒歴史だ。やめて、ホント、許して……。

「で、でも、強引に詰め寄った勇人さんはやっぱり格かつ好こ良かったですよ！　そういった強引さは女の子キュンキュンしちゃいます！」

　天使に慰められている。さらにそれが惨みじめさを際立たせた。

　もう立ち直れねぇ……。

　なんて落ち込んでいる場合でもなかった。

　一度の失敗でへこたれていたらその先には死が待っている。

　たかが黒歴史の一つや二つなんだってんだ。それで死を回避できるのなら安いもんだ。

　クソが。やってやる。絶対にやってやるぞ！

　そして──

「あの」

「ヒィッ！　助けて！」

　夕暮れ時の駅前で、そんなやりとりが幾度となく繰り返されたのだった。

　当然のように成功数はゼロ。そもそもまともに話を聞いてもらえることすらほとんど無かった。

　しまいには警察が何だかこちらに近付いてくる姿が見えたので、急いでその場から退散した。

　俺の初ナンパは完全に百パーセント混ざりっけなしの黒歴史になったのであった。

「はぁ」

　もうため息しか出てこなかった。

　正直甘く見ていた。これだけやればどうにかなるんじゃ無いかと思っていたが、実際のところ全くもってそんなことは無かった。

　九割方は俺の顔を見ただけで恐怖を覚えたのか、そもそも話すら聞いてくれず、ただ悲鳴を上げ、逃げ去っていった。

　たまに嫌そうな顔をして話を聞いてくれた人が現れたところで、詳細の説明を始めるとすぐに同様の反応をするだけだった。

　この世には救いは無い。俺は静かにそれを確信したのだった。

「勇ゆう人とさん、もう人間なんかやめて、私と結婚しちゃいましょうよ」

　この時ばかりは天使の言葉に揺らぎそうになってしまった。

　こいつ、やっていることはアレだけれども、全すべて愛情表現からこんなことをしているんだよな。そう考えると、こうやって俺に対して拒絶する人よりは、一種良心的な存在なのかもしれない。

　と、ここまで考えたところで俺はぶんぶん首を振ふる。

　そんなわけあるか。俺を殺そうと思っている存在が良心的だなんて、間違ってもあるはずがない。

　さっきの言葉も、詰まるところ「早く死んでください」と言っているようなものだからな。騙だまされてたまるか。

「絶対嫌だ」

「むー、勇人さんは相変わらず強情なんですから。でも、そういうところもやっぱり好きなんですけれどもね。愛してます」

　まったく、やれやれだ。

　これでこいつが普通の人間だったらどれだけ救われたことか。

　目の前にいるおかしな天使が普通の人間で、それでいて普通に好意を寄せてくれるなら──

　それはそれで、今とは違った現状があったのだろう。

　でもきっと、そんな仮定をすることなんて、もし俺が野球部に入れていたらとか夢想することくらい無意味なのだろうけど。
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「あれ、勇ゆう人とじゃん。おーい！」

　慣れないことをして疲れ果てた帰り道、後ろから声をかけられた。

　天使は何か用事があるからとか言って先に帰ってしまったので、この声の主は天使じゃない。

　もっと、ずっと昔から聞き覚えのある声だ。その声に、俺は一瞬固まってしまう。

　意を決して振ふり向くと、そこには元チームメイトの藤ふじ浪なみがいた。

　藤浪とは高校に入ってからあまり会話もしていなかった。たまに昼飯とかに誘われてもやんわり断っていた。

　何となくその理由は自分でも気付いているけど、あまり考えたくない。

　夏休みに入ってから藤浪は野球部の練習が忙しいのか、ほとんど会うことは無くなった。渚なぎさが言うには、もう少しでレギュラーに入れるくらい頑張っていたそうだから、相当だろう。こいつはいつも野球に対しては真しん摯しで一生懸けん命めいだったからな。変わってない。

　藤浪の横には、整った顔立ちの美女がぴたりと寄り添っていた。長い黒髪が特徴的で、優しそうな顔で藤浪のことをちらちら見つめている。

　クラスの奴やつらが言っていた藤浪の彼女『葵あおいさん』だろう。

　ちらりと聞いた話では学校では噂うわさの美女らしいが、俺はほとんど面識も無い。藤浪と付き合っていることも、先日知ったばかりだ。

「おう、久しぶり」

「お、お前どうしたんだよ。目が真っ赤じゃねぇか」

「残った夏休みの宿題をやって徹夜してたんだよ」

「そうなのか、相変わらずギリギリにやってんだな、中学から変わってねぇ。夏休み何やってたんだよ」

「サボってたんだよ。やる気でなくてさ」

　藤ふじ浪なみは以前と変わらない様子で話しかけてくる。

　その変わらない態度に、精一杯以前のように振ふる舞おうと努つとめる。俺は前と変わらなく答えられているだろうか。

　そんな会話をしていると、暇をもてあましていた藤浪の彼女、葵あおいさんが藤浪の袖そでをくいっと引っ張り、

「ねぇ、この人は？」

　俺の顔をちらりと見て、藤浪に問いかけた。

「ああ、わりぃな葵。こいつ、黒くろ木き勇ゆう人と。中学時代に俺のチームでエースやってたんだぜ」

「へー、そうなんだ。すごいね！」

　葵さんはぱっと見素直に感心した顔でそう言っていた。たぶん、野球に関して藤浪が嘘うそをつく男じゃ無いってことを知っているのだろう。彼女だし、きっとそうなんだろう。

「何を隠そう、勇人とは幼なじみなんだ。ちっちゃな頃からずっと一緒に野球やってきたんだぜ。こいつはガキの頃から本当にすげぇ奴やつだったんだ。俺達が点を取れない時だって、こいつは涼しい顔で相手打者をバッタバッタと切って落としてたもんよ。こいつのおかげで、俺らは県下じゃ敵無しだったんだぜ」

　藤浪はまるで自分のことのように自慢げに、俺のことを語っていた。













「すごいね、黒くろ木き君。今度会った時、翔しよう平へいの昔の話とか聞かせてよ」

「おい、勇ゆう人と。葵あおいさんに恥ずかしい話とか絶対言わないでくれよな。男の約束だからな！」

「ああ、わかった。まかせとけ」

「どっちに対して言ってんだよ！　頼むから言わないでくれよな？」

　そんな俺たちのやりとりを見て、あははと葵さんが小さく笑った。

　こうやって自分を認められるというのは本当に久しぶりのことだった。

　最近じゃあ学校の奴やつらと会話をすることなんてほとんど無かったから、それが何だか新鮮だった。

「でも、黒木君そんなにすごいならどうして野球部入らないの？　どうせなら入って、上うえ原はら君からエース奪うばっちゃえばいいのに」

　その葵さんの言葉に、一瞬会話が止まった。俺も藤ふじ浪なみも、言葉を詰まらせた。

　葵さんがその雰囲気に戸惑い、助けを求めるように藤浪の顔を見つめた。

「わりぃな、勇人。肩、まだ良くなってないんだよな……」

「まぁ、な」

　精一杯言葉を絞り出した。そうでもしないと、この場の空気が壊れてしまいそうだったから。

「そうだよな。なんつーか俺は……。いや、何でもねぇ」

　何か言葉を飲み込み、藤浪は押し黙る。申し訳なさそうにしている藤浪を見ていられなかった。

「いや、いいさ。気にすんな。てか俺、用事あるしそろそろ帰らなくちゃ。それじゃ、お前ら仲良くやれよ」

　渚なぎさの時と同じように体のいい言い訳を作り、その場を離れようとする。自分でも精一杯明るく言ったつもりだが、察しの良い藤浪は気付いてしまったかも知れない。

　それでも仕方ない。こうやって誰かが自分の側そばから離れていくことは慣れている。

　しかし、その言葉を聞いて藤浪は、

「帰り道一緒だろ。勇人んちまで一緒についてくよ」

　俺の歩いて行く先に藤浪もついてきた。

　ついてきたは良いが、藤浪は何かを言おうとしてはためらい、そして意を決して言おうとするも結局は何も言葉にせずに頭をかいていた。

　たぶん、藤浪は野球のことで何か俺に話したいことがあるのだろう。

　きっと俺の不安を慰めてくれるような、何か適切な言葉を探しているのだ。

　だけど、俺はそんなこと聞きたくも無かった。

　こいつはいつもそうだ。

　俺が県選抜に選ばれた時もまるで自分のことのように喜んでくれたし、俺がその県選抜の試合で打ち込まれてヘコんだ時は一緒に悲しんでくれた。

　藤ふじ浪なみはいつだって人の気持ちを機き敏びんに察し、心から共感してくれる奴やつだった。

　だからこいつにだけは俺の不幸を共有して欲しくは無かった。

　藤浪はきっと、俺が言ったら一緒に抱え込んでくれるだろう。一緒に悲しみ、一緒に苦しんでくれるだろう。

　だけどそれは俺の本望じゃ無い。

　それはきっと、藤浪の重荷になるに違いないから。

「色々あったけどさ、ウチの野球部の練習ホント辛つらいらしいじゃねぇか。入れなくてむしろ安心したよ」

　そうやって、自分を守るために思ってもいない言葉を吐いた。

　藤浪に気付かれないように、自分の言葉がどこに突き刺さっているのかも無視をして、俺は強がった。

　その言葉を聞いて、

「そっか。それならよかった」

　そう言って、寂しそうに藤浪は笑っていた。

　そして、その後に何も言葉は返ってこなかった。

「それよりおまえ、いつの間に彼女出来たんだよ」

　重苦しい雰囲気に耐えかね、話題を変える。逃げかもしれないが、そうすることしかできない。

　ただ、藤浪も葵あおいさんもほっとしているのが何となく分かってそれが救いだった。

「いやぁ、なんつーかクラス委員をやっている時に葵とは仲良くなってな。夏休みから付き合ってんだ」

　明るい返答が返ってきたのでほっとする。それにしても少しだけ羨うらやましい。葵さんはどこからどう見ても美人の女性だ。顔も小さいし大きなまんまるの目は可愛かわいらしい。

「えっとね、最初はあたしクラスに馴な染じめてなかったんだ。中学の友達皆と違うクラスになっちゃって。頑張ってクラス委員やってみることにしたの。そこで翔しよう平へいと仲良くなれたし、学級委員やってなかったらこんなんなってなかったかも」

「そうだったのか」

　葵さんは照れくさそうにそんなことを言っていた。

　確かに、葵さんはあまり積極的じゃない性格だったのかもしれない。出会って十数分のことなので何も知らないに等しいが、さっき俺が押し黙ってしまった時に誰よりもうろたえていたし、気が強そうにはとても思えない。

　そんな人が誰も知り合いのいないクラス委員長に立候補するのに、一体どれほどの勇気を出したのだろうか。どれほどの震えを噛かみしめたのだろうか。

　とにもかくにも、葵あおいさんは懸けん命めいに行動し、その結果現状の幸せを掴つかんだのだ。賞賛に値する行動に違いない。




　その時俺はある一つの事実に気付いた。

　友達がクラスに一人もいない状況の中、その状況を覆くつがえした人間がいる。最終的にその人はクラスで人気者の恋人まで作ってしまった。

　それはまさに、俺が現状陥おちいっている問題点を解決できる方法じゃないのか。

　たとえそれほどうまくいかなくとも、その行為はきっと、きっかけとしてはこれ以上ないものに違いない。

　たぶん、その時の俺の顔は何か憑つき物ものが落ちたようだったろう。頭の中のもやが晴れ、視界が澄すみ渡ったように思えた。

「なぁ藤ふじ浪なみ。俺やっぱりもう帰る。やることあったのを忘れてた」

　さっきと同じ言葉だったけど、その言葉の裏に何ら別の意味は無い。

「勇ゆう人と……？」

「お前のおかげだ。今やるべきことが見つかった。ありがとう」

　素直に礼を言う。きょとんとした顔で藤浪は俺の話を聞いていたが、すぐに呆あきれたような笑顔を見せた。

「ああ、わかった。がんばれよ！」

　さっき歩き出す前に言ったのと同じような言葉なのに、全く違う反応が返ってきた。

　裏表も無い、素直な応援。

　こいつとも付き合いが長い。きっと、何かを言わずとも気付いてくれたのかもしれない。本当に、コイツのこういうところには頭が上がらない。

「それと葵さんも、ありがとな！」

「えっ、はい。えっと……どういたしまして！」

　葵さんは何に感謝をされているのか分からない様子で、あたふたしながら手を振ふっていた。この人もいい人だ。藤浪と幸せになってくれ。

「なぁ勇人!!」

　走り出した俺の後ろから、藤浪の声が響いた。

「何だよ！」

　すうと大きく息を吸い、藤ふじ浪なみは叫んだ。

「俺、今日高校に上がってから初めて試合に出れたんだ。練習試合だったけどな。だけど、これから俺はどんどん前に進んでくぞ。もっともっとうまくなって、そのうちレギュラーを取って。だからお前も……頑張れ！　お前は凄すごい奴やつなんだから、俺なんかに負けるんじゃねぇぞ！」

　もしかしたら、藤浪がさっき言いたかったのはこれだったのかもしれない。

　きっと、今回はあえてその言葉を用いたのだろう。さっきは言えなかったその言葉を。

　俺は後ろ手を振ふってそれに応こたえると、力強く地面を蹴けって、家に向かって走り出した。
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「おかえりなさい、勇ゆう人とさん」

「ただいま」

　いつも自分の言うことを無視されるのが普通なせいか、天使は心底驚いていた。

「えっ、勇人さん、もしかして私のこと愛してくれるようになっちゃいましたか？」

　天使は喜んだ時の犬のしっぽみたいに羽をぱたぱたさせて、俺の周りを漂ただよっていた。

「風ふ呂ろ入るからちょっと待ってて」

　ぐいと天使を引きはがし、出かける前に沸かしておいた風呂に入る。

　そして、考え事をまとめ、体を洗うとすぐに出た。

　よし、きっといける。

「なぁ」

　珍しく天使に向かって話しかける。

「はっ、はい！　なんでしょうか！」

　緊張した面持ちで、頬ほおを薄く紅色に染めながら、天使はこちらを向いた。

　その天使に向かって、俺は宣言する。

「俺、クラス委員長を目指そうと思うんだ」

「へ？」

「今日ナンパをやってみて分かったが、俺はそういうの向いていないらしい。そもそも初対面の人の胸を揉もませてもらうってのが間違ってたんだ。」

　話すら聞いてもらえなかったしな。もっと、手順を踏む必要があったんだ。

「えっと、それとクラス委員長？　になることと何の関係が？」

「初対面がダメなら、ある程度仲良くなった人に事情を説明して、それで合意してもらえたら頼めばいい」

「じゃあ、クラスの友達に頼むんですね」

「いや、たぶんクラスには今は俺の話を聞いてくれるヤツはいないだろう。あいつらは俺のことをヤンキーか何かと勘違いしてやがる」

　それはきっと、四月ほとんど学校に顔を出せなかったことが関係している。

　あの時、四月中にクラス内グループは固定され、俺の入る隙すき間まはどこにも無かった。

　必然的に、グループに属さない俺のことをクラスの奴やつらが知る機会も存在しなくなる。

　だからそれでも、唯一人を判別できる顔や身長みたいな外見の要素から、俺はヤンキーのレッテルを貼はられてしまったのだろう。

「えー、勇ゆう人とさん格かつ好こいいのに。でもそれじゃあダメじゃないですか」

「今は、だ。クラス委員長になって、そのイメージを覆くつがえせば、俺の話を聞いてくれるヤツが現れるかもしれない。そうすればまだ可能性はある」

「おー、そうなんですかね。よく分かんないんですが、勇人さん頭良い！」

「だから、それが終わるまでそっちに全力を尽くさせてくれ。邪魔だけはしないでくれよ」

　メインの要求はそっちだ。

　たとえクラスに馴な染じめたとしても、そこから誰かを説得するのにはさらに手間がかかる。こいつの諸もろ々もろに時間を割く余裕は無い。こいつには残り数日、俺を静せい観かんしていてもらわないと上う手まくいくものだっていかなくなる。

　もちろん、この案がうまくいく保証も無いので、他にもいくつかやってみようとは思っている。

　しかし、それほどいい方法があるわけでも無い。四月頭の出来事で、俺の携帯電話は壊れ、中学時代の連絡先はその時全すべて失われた。現在携帯に入っているアドレスは渚なぎさと藤ふじ浪なみくらいなもんだ。あとは父と母。妹の連絡先は知らない。

　だから中学時代のツテはほとんど頼れないと言ってもいい。

　それに何よりも、中学時代の友人達に、俺の現状をあまり話したくはなかった。

　ナンパは言わずもがな。

　それ以外に良い案がぱっと思いつくわけでもない。現状、これが最善の案だった。

「そうなんですね。何か真剣な顔してたから、ちゅーしてくれるのかと思いました」

「冗談はやめてくれ。真剣なんだ」

「冗談じゃないのにー」

　そう言って天使はいつものように、まるで本物の天使のような笑顔を浮かべながら、

「正直なところ、『期限を延ばしてくれ』とか言われると思ってました。それくらいならぜんぜんおっけーです」

　ちょっと拍子抜けしてしまうくらいすんなり受け入れられた。もっと渋られたり、受け入れられたとしても交換条件みたいなものを出されると思っていたのに。

「もし俺が『期限を延ばしてくれ』と言ったら。そしたらどうするんだ」

「それだけは無理です。期限だけは変えられません。クラス委員長を決めるのって、そんなに長くなりませんよね」

「多分今週中には終わるはずだ。一学期も一週目に決まったとか渚なぎさが言ってた気がする」

「それはよかったです。クラス委員長決めが半年後とか言い出しちゃったらどうしようかと思いました」

　クラス委員長を決めるのが半年後なわけ無いだろ。

　それなのに、天使は本当にほっとした様子で胸を撫なで下ろしていた。その反動で大きな胸がこれ見よがしに揺れたので、俺はちょっと目をそらす。

　くそ、なんで照れてるんだ俺は。

「それじゃあ頼む」

「わかりました。それでは、今週が終わったら私、絶対に勇ゆう人とさんを連れて行きますからね」

　天使は真まっ直すぐ俺の目を見つめてそう言った。

　やはりそこだけは変えられないみたいだ。

　今週中にケリをつけられなければ死ぬ。それは避けられない。

　だが、もう後ろには戻れない。

「そうならないように頑張るよ」

　俺もまた、大きな天使の目を見つめ返して答える。

「頑張りましょう。どうか、悔いだけは残さないように」

「……ああ。今日はもう寝る。なんか疲れた」

　天使の言葉に何か違和感を感じたが、もうそんなことを気にしている精神的余裕は無かった。もう眠気で頭がどうにかなりそうだ。俺はそう言い残し、そのままベッドに入り布団をかぶる。

　今日は変な機械が音を立てることも無く、掛け布団の下に潜り込んだ次の瞬間、俺の意識は夢の中に消えていった。



















　朝起きると時計は午前八時を回っていた。

　時計を二度見しても時間は変わらない。学校が始まるまでもう三〇分しか無かった。

　いつもはバスで学校に向かっていたが、三〇分に一本しかやってこない学校までのバスを待ってたらさらに遅れちまう。

　家から学校までは自転車で行ったとしても四〇分はかかる。たまに気分転換に自転車で向かったりもしていたが、アップダウンが激しい道のりなので結構きつい。

　いずれにしろ、今は自転車が壊れているのでどうしようもない。

　クソ、久しぶりの睡眠だから寝過ぎた。目覚まし時計にも気付かないくらいの熟睡をしていた。

「やべぇ、遅刻だ！」

「あ、勇ゆう人とさんおはよーございます」

　天使はいつものように変わらない笑顔で辺りをふよふよ漂ただよっている。

　しかし、そんな天使にかまってる余裕も無い。

　急いで俺は着替え、家を飛び出す。

「勇人さん、がっこー私も一緒に行きます。待ってください」

　走り出す俺の後ろを着いてきた。

「勇人さん、まってくださーい、自転車でいきましょうよ」

「自転車はお前がブレーキ壊してんだろ」

「あれ、私が切断する前から千ち切ぎれそうでしたよ。新しい自転車作ったのでそれで行きましょう」

　ぴたりと走るのをやめ、引き返す。そして家の横にあるガレージをよく見てみると、

「これは……」

　通学に使っていたママチャリの横に、新しい自転車があった。

　自転車のメタリックボディが朝日を反射してキラキラ輝いていた。

　こんなの自力で作れるのか。この前の『荒縄巻き取り式首絞め殺害機器』と言い、こいつの妙な工作の腕は何なんだ。

「流石さすがに申し訳ないと思って。ほら、前と後ろにギアも付けたんですよ。これならきっと間に合いますよ」

「ありがとな」

　素直に感謝を述べた。なんやかんやで、こいつに感謝の言葉を述べたのは初めてかもしれない。

「えっ、全然気にしなくていいですよ！　わぁ、初めてお礼言われちゃった……」

　天使は嬉うれしそうに上空をくるくる回っていた。正直かなりうっとうしかったけど、自転車を貰もらったので文句は言わない。大人である。

「あっ、ちなみに名前は私に因ちなんで『すーぱー天使ちゃん号』と呼んで下さい。『らぶらぶ天使ちゃん大好き愛してる号』でも良いですよ」

「自転車って呼ぶ」

「えー」

「えーじゃない」

　不満げな天使をあしらい、自転車に跨またがる。そのままペダルを思いっきり回した。

　一番軽いギアになっていたせいか、勢いよくペダルとタイヤが回り自転車が動き出した。

「あっ、待って下さい。私も後ろに乗せて下さい」

　天使はそう言うと後ろの荷台にぴょこりと飛び乗った。不思議と重さは無かった。

「二人乗りは法律違反だぞ」

　道路交通法違反だ。天使を乗せちゃいけないかは知らないが。

「細かいことは気にしちゃダメですよ。ほら、遅刻しますよ」

　天使は俺の腹に手を回し、ぎゅっと自分の胸を押しつけてきた。柔らかな感触が背中に広がる。ぐう。

「がんばれ♡がんばれ♡」

　俺は背中の感触と天使のわけの分からない声援をかき消すように、全力でペダルを漕こいだ。
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　校門に着く頃には八時三五分を回っていた。全力で頑張ったけど間に合わなかった。

「ハァ、ハァッ」

　肩で息をしながら自転車を駐輪場に置き、教室へ向かう。ママチャリよりも随ずい分ぶんと速く、ペダルも軽かったが流石さすがに全力で三〇分以上飛ばすと疲れが隠せない。

「勇ゆう人とさんお疲れ様でした～。えらいえらい」

　俺が息を整えていると天使が頭を撫なでようとしてくる。正直それどころじゃ無いため、急いで走り出す。

　教室は三階の一番奥。駐輪場からはさらに距離がある。

　学年が上がるごとに下の階に移っていくので、早いとこ進級してあの教室とサヨナラしたいと常々思っていた。

　そう考えている内に、教室の前にたどり着く。

　ふう、と一息ついて呼吸を整えると、後ろのドアをがらりと開けた。

　既に着席しているクラスメイトと先生の視線が一斉に集まる。楽しげに話していたであろう皆の会話も一斉に止まっていた。何度味わってもこの感覚は慣れない。

「あら、黒くろ木き君、遅刻ね～。いけないのよ～。先生も今日久しぶりに時間通りに来たんだから」

　担任の星ほし野の先生がほんわかした声で注意してくる。

　すみません、と一言謝って自分の席に向かった。

　ふと教室の前を見ると、渚なぎさが気まずそうに立っていた。

　教室の黒板には──

　そこには『推すい薦せん　クラス委員長　真ま弓ゆみ渚』という文字が書かれていた。

「先生。俺、委員長に立候補します。やりたいです」

　反射的に俺はそう言っていた。

　はっと気付き、辺りを見渡すとクラスメイトが苦笑いをしていた。

　面倒くさそうにため息をついている人もいる。

　そりゃそうだ。普通クラスメイトからしたら委員長決めなんてどうでも良いことで、長引いてなんか欲しくはない。そんな空気のなか、渚がいつも通り誰かに推薦され、まぁ仕方ないかと思い引き受けたに違いない。

　でも、俺にとってこれは、最後に残された蜘く蛛もの糸に他ならないんだ。

　星野先生は俺を見て、

「んー、今ちょうど渚ちゃんに決まっちゃったところなんだけど、どうしよーかな～。たぶんやりたいだろうしな～」

　ちょっとだけ困ったように腕を組んだ。

「わたし、別に大丈夫です──」

　渚は慌てて訂正すると、かぶせるように教室の前方から声が響く。

「渚、やりなよ」

　敵意のこもった目で俺を見つめながら、渚と仲の良いクラスメイトがそう言っていた。渚はその言葉を聞いて困ったような顔をして、あははと笑っていた。

「んー、委員長会議は十月から始まるからそんなに急ぎじゃないし。それじゃあ、今週金曜日のロングホームルームで決めましょう」

　金曜日ってことは今週末か。天使との約束の期限その日だ。

　これじゃあ委員長になってから誰かと話すなんてのはほとんど無理だ。

　その過程でどうにかするしかない。

　がらりと教室の前のドアが開き、数学の先生が入ってきた。

「すみません、まだホームルームやってましたか」

「ちょうど終わったところなので大丈夫です～。じゃあ、黒くろ木き君。そんな感じなのでよろしくね！」

　黒板に書かれた文字をてきぱきと消すと、「じゃあね～」と言い残して星ほし野の先生は教室から出て行った。

　よし、これが俺のスタートラインだ。
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「あいつ、日曜日にどっかの駅前で女の子脅おどしてたんだって。信じられないよね。サイテー」

　スタートラインがマイナス一万くらいまで後退していた。

　先ほど俺を敵意のこもった目で見つめていた女子がそんな会話をしているのを聞いてしまった。というか聞こえるような声で言っていたのかもしれない。

　きっと、昨日の光景をクラスの誰かに見られてしまったのだろう。それが今や完全にクラス全体に広がっている。

　学校からは結構離れた駅だったが、学生はあそこによく遊びに行くので、誰かが俺のナンパをしている姿を見たんだろう。

　人の多いところでナンパをするとこんな問題が起こるのか……。恐ろしい……。もっともナンパじゃなくて恐きよう喝かつだと思われているらしいが。

　さっきの人も、俺みたいなヤツが委員長になったらクラスがめちゃくちゃになると思って、善意であんなこと言ったのだろう。

「ヤベー、黒木君半端ねぇ。女子供でも容よう赦しやなく脅すなんて、半端ねぇワルだ……」

　男子からもそんな声がちょくちょく耳に入ってくるが、もう完全に勘違いだからね。普通にナンパをして断られまくっていただけだからね。思い出させないでくれ。枕まくらに顔を埋うずめてうわーって言うぞ。

　ちらりと俺が辺りを見渡すと、これでもかってほど、みんな一斉にこちらから目線を逸そらす。

　あ、これあれだ。しってる。だめなやつだ。

　説得しても聞いてくれないやつ。

「みんな魅力ある勇ゆう人とさんを直視できないんですね。照れちゃって」

　俺の横にいる天使が的外れなことを言っていた。俺はそうだったらいいのになぁと心から思った。頼む。

　天使はいつも通り俺の周囲をふよふよしているが、誰かがそれに気付く様子も無い。やはりこいつは俺にしか見えないのだ。

　だから、生半可にこいつの言動に返答なんてしていたら、ただでさえ悪いクラス内の立場がさらにどうしようもないものになる。

『目つきの悪いヤンキーで女子供容よう赦しやなく脅おどし、何もいない空間に向かって話しかけるヤバいヤツ（クスリをやってるかも？）』

　こんな認識になってしまったら、クラスに馴な染じむどころの騒ぎでは無い。一一〇番されても文句は言えないだろう。

　どうにかしなくては、本当に。
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　四時間目の授業が終わるとすぐに、飯を持って屋上に向かう。ちょっとあの空気の中、クラスで飯を食べるのは厳しいものがあった。

　これは委員長になる以前の問題だな。

　三階の上にある屋上には普段ほとんど人がいない。主に三階に教室がある一年生が訪れるはずなのに、誰もやってこない。その理由として、『あそこに行くと半端なく怖いヤンキーにボコられる』なんて噂うわさが立っているから、みたいな話を聞いたことがある。

　全くひどい奴やつだ。初対面の人間をボコボコにするなんて。

　ちなみに俺はよく屋上を使っているが、そんな奴には出会ったことが無い。とても不思議だし涙が出る。

「どーしたもんだか」

　誰もいない屋上で独り言を呟つぶやく。

「みんな殺してしまえば良いのでは？　対立候補も投票者もいなくなれば自動的に勇人さんが委員長ですよ」

「絶対いや」

　一瞬で却下した。それじゃ本末転倒だ。

「それじゃあ私とらぶらぶしますか？」

「それも嫌」

　これも一瞬で却下。その優先順位は天井の染みを眺める行為の三つ下くらいだ。

　ちなみに一つ下は鉛筆をころころ転がす行為である。二つ下はクリップをぱちーんとして遊ぶ行為。それくらい重要。

　まぁ、もうやることは決まっていた。

　こうやって悪評が広がってしまったら、自分で行動して悪評を取り除くしか無い。

　正直なところ、悪評があろうがなかろうがどっちでも良い。ただ、この悪評が自分の生死に関かかわるとなっちゃ話は別だ。

　悪評を訂正し、真っ当な判断をして貰もらうことは、生きるために十分に必要なことだ。

　となると、俺がやるべきことはたった一つ。

　この悪評を上書きするくらいの行いをすれば良い。

「ふー」

　大きく息を吐く。やはり、慣れないことをしようとすると緊張する。

　それでもやる。もうこの方法しか無いのだから。

「勇ゆう人とさん、お昼ご飯食べましょ。お弁当持ってきたんですよ。ほら、あーん」

　覚悟を決めた横で天使がポケットから真っ黒に染まったシチューを取り出したので、俺は何も言わずに屋上から降りていった。売店でチョココロネ買お。
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「おい、ちょっとホウキ貸してくれ」

　放課後、教室で床を掃いていた掃除当番のクラスメイトに話しかけた。

　悪評を取り除く行為その一。掃除当番の手伝い。

　ウチの学校特有の決まりなのか定さだかではないが、掃除当番という制度が存在する。

　クラスの生徒が毎日二人出席番号から選ばれ、放課後、教室のゴミ捨てに行ったり、チョークを補充したり、朝自習時に読む本の交換をしたりする。

　本来の掃除の時間と統一してくれよ、といつも思っているが、どうやらそれが風習らしい。

　そのせいか、この制度は生徒からの評判がとても悪い。特に部活をやっている人からの評判が。

　一応学校で取り組んでいることなので、顧問の先生の理解もあるが、それでも一時間遅れて部活に行くのはきっと肩身が狭いだろう。

　放課後遊びたい人にとってもロスに他ならないため、サボる人も少なくは無い。

　必然的に、真面目まじめそうな人があおりを食うだけの、どうしようもない制度になっている。

　今日も二人の掃除当番の内の一人は部活があるからと早めに切り上げ、残された一人が教きよう壇だんの下のゴミをホウキで集めていた。

　そのクラスメイトに、俺は話しかけた。

　掃除を手伝い、親交を深める。良いプランだろう。

　なかなか難しいことかもしれないが、俺は勇気を出して頑張ったのだ。

　話しかけられたクラスメイトは、気け怠だるそうに後ろを振ふり向く。俺の顔を見た瞬間に体がびくりと跳ねた。そのまま三歩後ずさり、

「な、なななんでしょうか……。ホウキなら渡します。でもお金はありません……。許して下さい……」

　消え入りそうな声で懇こん願がんしていた。

　うん？　なんか思っていた反応と違うぞ。

　もっとこう、和わ気き藹あい々あいとした感じになると思っていたんだけれど。これじゃあまるで、俺が脅おどしているみたいじゃないか。

「いや、そういうことじゃなくて。お金とかいらないから」

「ひぃっ、暴力だけはやめて下さい！」

　全く話が通じる気配が無かった。

　というか話すら聞いてくれない。

　確かに、気の弱い彼からしたら、ヤンキーに話しかけられるのなんて恐怖でしか無いだろうが。それでもこの反応はあんまりだ。

「そんなことするつもりは無い。ただ俺は掃除を手伝おうと思っているだけだ」

「ひゃ、ひゃい……」

　眼鏡をかけた気弱そうなクラスメイトは、気の毒なほど萎い縮しゆくしながらホウキを手渡してくる。

「これで、許してくれますか？」

「……」

　だめだ。これじゃ何を言っても無駄だろう。

「わかった。それでいい。後のことは俺がやっとくから、今日は帰ってくれ」

「わからいましゅた」

　噛かみ噛かみで了承の返事をした彼は、ガタガタと机にぶつかりながら、驚異的な速さで教室から飛びだしていった。

　廊下の奥の方でガタガタドッターンと大きな音が聞こえたので、驚いて見に行ったけど、そこには彼の姿は無かった。

　何か思っていたのとはだいぶ違うけれども、これでちょっとは俺の評判も回復したんじゃないか？

　掃除当番を押しつけられてしまった生徒の代わりに掃除をする、なんて客観的にも良い行いだろう。

　その日、掃除当番の仕事を一人で黙々とこなし、悠々と帰き路ろについた。

　家に帰ってから俺は満足感の中眠りについた。




　翌日、クラスに彼の姿は無かった。

　どうやら階段を踏み外し、足首を骨折してしまったらしい。病院で検査を受けたりするため、数日は学校に来られないとのこと。

　星ほし野の先生は気の毒そうな声で朝のホームルームにそのことを伝えた。

『放課後あいつは黒くろ木き君にボコられた』なんてひそひそ話がちらほら聞こえてきた。

　俺は頭を抱えた。何も知らない天使は楽しそうに校庭をふよふよしていた。
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　一度や二度の失敗ではへこたれない。

　前回の失敗は誰かの仕事を代わろうとして、その意思疎そ通つうがうまくいかなかったせいだ。

　誰かに接することのない、それでいて人の役に立つ作業をすればよかったんだ。

『校内では静せい観かんを保っていた黒木がついに動き出した』

　みたいなわけの分からない評判が立つ前に何で気付かなかったんだ。

　俺は夕方、学校の校舎周りの清掃作業をすることにした。

　校舎周りの掃除当番は三年生の役割だ。

　ただ、この時期は受験で忙しくなるらしく、掃除も手を抜きがちだ。

　掃除なんてしている暇があったら英単語の一つでも覚えた方が将来のためになる、なんてみんな考えているのだろう。

　気持ちは分からなくもないが、校舎周りのゴミは登下校時かなり目立つ。登校早々飲料の紙パックなんかがごろごろ転がっていたら気が滅め入いるってもんだ。

　だが、今の俺にとってそれは逆に好都合だった。

　校舎周りは人目に付きやすい。それは俺が清掃作業をしていたら、嫌でも誰かの目に付くということにもなる。

　前回と違って、誰かを脅おどしたなんて勘違いをされることもない。黙々と清掃作業に取り組んでいる殊しゆ勝しような生徒がいたら、ちょっとは見直されても不思議じゃないだろう。

　悪評を取り除く行為その二。校舎周りの清掃行為。

　授業後のショートホームルームが終わると、すぐに俺は鞄かばんと清掃道具を持って外に走っていった。

「勇ゆう人とさん、今日は外の掃除ですか」

「ああ、綺き麗れいになるまでやるぞ」

　腕をまくり、校舎の周りを見渡す。かなりの量の紙パックや枯れ葉が散らばっていた。これはマジで掃除してねぇな。

　ちょっとした進学校だから、この時期三年生は本当に切羽詰まっているのだろう。今年は三年生の模試の成績が芳かんばしくないとか、三年生の担任の先生が職員室で話しているのを偶然聞いたことがあるが、きっとそのプレッシャーも影響しているのだろう。先輩も大変なのだ、きっと。

　落ちているゴミを一つ一つ拾い、手元のゴミ袋の中に放ほうり込んでいく。中腰で作業を続けるのは思おもいの外ほか腰に響いた。

　脇わき目めも振ふらず、暫しばらくの間清掃活動に勤いそしんだ。

　その間、天使は特に俺の手伝いをすることもせずに物珍しそうに学校の周りをふよふよ漂ただよっては、

「勇人さん、見てください。だんごむしですよ！　かわいい！」

　なんて感じで、花壇のダンゴムシを指さしてはキャッキャしたりしていた。ずっとそうしていればいいのに。

　しばらく清掃を続け、携帯電話を取り出し時間を確認すると、時刻は六時ちょうどだった。

　九月ともなると、夏休みの頃と比べて大分日が短くなっていた。六時にもなると真っ赤に染まった太陽が地平線の向こうに沈みかけていて、空も随ずい分ぶんと暗くなっていた。

　そろそろ切り上げ時かなと、ふと天使の方に目をやった。

　天使は音楽室の前のガラスに貼はり付き、なにやらキラキラした目線で向こう側を見つめていた。

　嫌な予感がする。

　近付いて、天使の視線の先を確認すると、そこには音楽室に設置されているグランドピアノがあった。

「勇ゆう人とさん、あれ、もしかしてピアノじゃないですか？」

「ああ、そうだが。それがどうした」

「私、ピアノって初めて見るんです」

　天界にピアノは無いのだろうか。天使はショーウインドウの向こうのオモチャをほしがる子供のように、純粋な羨せん望ぼうの眼まな差ざしで音楽室のピアノを見つめていた。

「いーなぁ、あれ欲しいなぁ」

　そう天使が呟つぶやきながら手を伸ばした。天使の腕が窓ガラスに触れ、通り抜ける。瞬間、淡あわい光が天使の腕から発せられた。

　パリン！　と大きな音が響き、窓ガラスが破片となってあたりに飛び散った。

　俺は慌ててその場から飛とび退のいて離れる。

　夕日に反射したガラスの破片がキラキラと輝き、地面と音楽室に鋭利な音を立てて落ちていった。

　そして、静せい寂じやくが広がる。カラスの鳴き声だけがあたりに響いていた。

「ついつい勢い余って窓ガラスの中で手だけ実体化しちゃいました。はずかしい……」

「『はずかしい……』じゃないだろ！　完全に窓ガラス壊れてるじゃねぇか」

「み、見ましたか？」

「見てるよ、目の前でぐしゃぐしゃになってるよ窓ガラス」

「そうではなくて、実体化した私の姿です」

「見てねぇよ。それどころじゃねぇから。今全く俺そんなこと言ってなかったよね。ずーっと窓ガラスのこと話してたよね」

「ああよかったー」

「何もよくねぇよ！　窓ガラス！　窓ガラス見て！」

「窓ガラスが割れたのは窓ガラスがセラミックで脆もろかったからですよ。仕方ないんです。セラミックなガラスが悪いんです」

　天使はよく分からない屁へ理り屈くつをこねていた。俺は天を仰いだ。

　つうか実体化ってそんな感じでふとした瞬間にしちゃうものなのか？　なんかそれ危なくねぇか？

　ガラスは粉々になっているにもかかわらず、天使は平然そうにしていた。

　天使はやはり人外の存在なのだ。まぁそんなこと余裕で知っていたが。

　そこはいいとして、この始末はどうつければいいんだ。

　端から見たら絶対俺が壊したみたいになってるよね。完全にガラの悪いヤンキーが窓ガラスぶち破ってる風にしか見えないよね。ねぇ、そうだよね。

「何やってるんだ！」

　大きな音から異変を察知したのか、生活指導の先生が音楽室に入ってくる。

　あ、完全に終わった。最悪のパターンだ。「天使が全部やりました」なんて説明もできるはずもなく、俺はそのまま先生に捕まり、職員室まで連行された。

　ガラスを壊した犯人とされた俺は、一時間以上職員室で説教を食らった。

　最終的には、持っていたゴミ袋のおかげで、『校舎周り清掃をやっていた折に誤って壊してしまった』といった感じに理解され、「まぁ、ゴミ拾いしてたことは偉いが、周りに気をつけろよな」と言われて無事解放された。

　翌日、クラスに『黒くろ木き君が校舎のガラスを壊すヤンキー行為をした』といった噂うわさが流れたのは言うまでもないだろう。
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　それからも俺は色々と評判を覆くつがえすために頑張ったが、全すべてが全て無駄に終わった。

　体育の授業後に用具の片付けを誰にも言われることもなく引き受けたが、誰も見ていなかった。そもそも常日頃からみんな俺から目を逸そらしていたので当然のことだったが。

　クラスのみんなにプレゼントでもして誤解を解こうと思い、ちょっと高めのチョコレートを昼休みに購買で買っていったりもした。しかし、そもそも俺は友達がいないので、結局のところ誰とも話す機会は無かった。チョコレートは休み時間に一人で食べた。ミルクチョコレートなのにビターな味がした。

　放課後もトイレ掃除をしていたらクラスメイトが来て「ひっ」と声を上げて去って行く悲しい出来事があり、肩を落としながら帰き路ろについた。

　家に帰ると、珍しく妹の真ま澄すみがリビングでテレビを見ながらくつろいでいた。邪魔しちゃ悪いと思い、牛乳だけ取ってそのままリビングから出て行こうとする。

「ねぇ、ちょっと」

　リビングのドアを開けた時、真澄の方からそんな声が響いた。

「ん？　なんだよ」

　真澄から話しかけられるのは珍しいことなので驚いてしまい、素っ気ない返事をしてしまう。

「何か最近帰り遅いじゃん。なにやってんの」

　真澄はテレビを見ながらそう言った。

　確かに最近は悪評を訂正するために遅くまで学校に残って色々やっていたので、部活をやっている真ま澄すみよりも帰りが遅くなることも珍しくなかった。

「ちょっと色々とやっててな」

「いろいろってなに」

「清掃活動とか、そんな感じのこと」

「何でまた急にそんなこと」

「なんでかは言えないんだけど、やらなきゃいけないことを見つけたからさ。そのために兄ちゃん色々と頑張ってんだよ」

「ふうん」

　それ以上真澄は何も言わなかった。

　正直助かった。天使とのことを説明できる気もしない。早いところ立ち去ろう。

「じゃあな。お前も部活頑張れよ」

　そう言って俺はリビングから出て行った。

　ぱたりとドアが閉まったその向こうから、

「おにいちゃん頑張れ」

　そんな真澄の声が聞こえた気がしたが、多分気のせいだろう。

　俺の妹がそんなこと言うはずもないしな。
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　その日も朝早くに学校に行った。清掃活動をした後、花か瓶びんの水でも替えようかと教室に入ると、そこには渚なぎさの姿があった。

「わ、ゆーちゃん」

　渚は驚いた顔でわたわたしていた。どういうわけか渚は俺の机の近くにいたが、何をやっていたのかまではよく見えなかった。

「おはよ」

　この前のことを思い出し、少しだけ気まずさを感じたが、当たり障りの無い挨あい拶さつをする。

「えへへ、おはよー」

　当の渚はそんなことなんか気にしていない様子で、いつものように朗らかな笑顔を見せた。それにちょっとだけ救われた。

「なにやってたの？」

「え、えっと、なななにもやってないよ？　なんにもしてない。何一つとして何もしてないよ！」

　渚なぎさはさらに慌てた様子でぶんぶん手を横に振ふりながら何かを否定していた。何を否定しているのかすらよく分からなかったけど、本人がそう言うのだから何もやっていないのだろう。

「部活はないのか」

「えっとね、グラウンドの工事の仕上げやってるらしいから、今日は朝の練習無いんだよ。休養日だって」

「そうか、そりゃよかった」

　これでようやく授業中もうるさい工事の音から解放されると思うと気持ちが楽になる。

「ゆーちゃんは何しにきたの？　まだ朝早いのに」

「ちょっとな、花か瓶びんの水とか取り替えようかなって」

「偉いね、ゆーちゃん。私も手伝うよ」

　偉くなんか無いよ、と言いたかったがその言葉をぐっと飲み込んだ。

　渚はぱたぱたと俺の近くに走ってきて、花瓶を一つ手に取る。俺は渚のこういうところを尊敬している。

　俺は自分が生きるために自分の評判を取り戻そうと、こんなことをしている。それはどこまでいっても自分のためで、決して人から褒められるようなことじゃない。













　だけど渚なぎさは多分そんなの関係無く、普通に普通のこととして、一切の恩を着せること無く、当然のように人を助けるのだろう。

　俺にはそんなこと、到底できない。

「ありがとな、渚」

「えっ、いいよ。ほら、早く水替えに行っちゃお。まだ花か瓶びんいっぱいあるし」

　クラスには星ほし野の先生の趣味か、結構な数の花が飾られている。それでいて星野先生は飽きっぽいから水の取り替えなんか絶対やらない。

　今までは誰が水の取り替えをやっていたのか常々疑問に思っていたが、もしかしたら渚がこっそり面倒を見ていたのかもしれない。

　俺はそんな渚に負けるものかと、三つの花瓶を持って蛇口のあるトイレ横の洗面所に向かった。
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「そういえば」

　三階の洗面所に向かう途中、渚が口を開いた。

「ゆーちゃんはどうして委員長になろうと思ったの？」

　どきりと心臓がなった。あたりをちらりと見渡すも、天使の姿は見えない。

　時折天使はどこかに行ってしまう。そのため常に俺の側そばにいる訳でも無い。

　だが、それとは無関係に、今はこのことを説明できるはずも無い。

　女の子の胸を揉もまなきゃいけないとか、未いまだにちょっと気まずい渚に話したところでどんな空気になるかなんて想像したくも無い。

「今はちょっとだけ言えないんだけど、絶対になる必要があるんだ」

　正確には『委員長になる過程でみんなと仲良くなること』が必須なのだが。ややこしくなるのでそう説明しておく。

　渚はそれ以上特に追求してくることもなく、

「ごめんね。私が辞退すれば良かったんだろうけど、なんかそんな空気じゃなくて……」

　申し訳なさそうにシュンとしていた。

「いいよ。渚は気にすんな」

　渚は申し訳なく思っているようだが、いずれにしろこの空気で委員長をやるのはあまり意味が無い。俺はクラスで諸もろ々もろの出来事を説明できるくらい仲がいい人を作る必要があるのだ。

　そのためには、この悪評を取り除かなくちゃいけない。

　まずは誤解を解かなきゃいけないんだったら、この展開は避けられなかっただろう。

「ゆーちゃんは優しいね」

　渚なぎさは小さくはにかみ、聞き逃しそうなくらい小さな声でぽつりとそう言った。

「ゆーちゃんはさ、ちょっとだけ勘違いされやすいからね。中学校の時だって、最初の頃はすっごくぶすーっとしてて、全然クラスの人たちと話をしなかったじゃない」

「そうだったかな。……確かにそうだったかも」

　ぶすっとしていたと言うよりも、人見知りのせいで緊張していただけなのだが。

　緊張すると顔が怖くなってしまうのは仕方ないことだとは自覚している。

「それである日ヤンキーっぽい先輩に呼び出されてさ。その時私すっごくわたわたしちゃって、何もできなかったなぁ」

「あったな、そんなこと」

　中学に入学して二週間くらいのことだ。数日前まで小学生だった俺はめちゃくちゃビビったもんだ。

「藤ふじ浪なみ君が先生呼んで乗り込んで、それで何とかなったんだよね」

「懐なつかしいな。あの時は本当に怖かったよ」

「その時からゆーちゃんが怖い人だって噂うわさが流れて。私が違うよって言ってもみんな分かってくれなくて、みんなゆーちゃんのこと怖がってさ。悲しかったな、あの時は」

　そうだった。そんな事件に巻き込まれたもんで、俺はヤンキーと関かかわりがある人みたいな認識をクラスの奴やつらにされたんだ。その時も、今と同じように特に説明することもしなかったもんで、中学入学当初は今のように浮いていた。

「でも夏休みに入る前くらいにはみんな誤解してたって分かってくれて、友達いっぱいできたもんね。きっとさ、今だって、みんな分かってくれるよ」

　その時は野球部の仲間がいたから。

　口から出そうになった言葉を飲み込んだ。今とあの時じゃほんの少しだけ状況が違う。

　そのほんの少しの違いが、致命的な差異なのかもしれない。

「ああ、そうだといいな」

　俺は願うように、祈るように、前を向いてそう返した。





　　＊






　洗面所に着くと、花か瓶びんの水を新しいものに取り替える。

　花か瓶びんの中の水はあまり汚れていなかったけど、それでもちょっとでも綺き麗れいになったらいいなと、全すべて取り替えることにした。

　蛇口からは水が勢いよく流れてきて、その空間はほんのちょっとだけ周りの暑さが和やわらいだ。九月とはいえまだ随ずい分ぶん暑い。半はん袖そででも汗ばむくらいだ。

　丁寧に花瓶の汚れを洗い落としていると、

「なんかゆーちゃん、ちょっとだけ昔に戻ったみたい」

　花瓶の水を替えながら、渚なぎさは独り言のようにそう呟つぶやいた。

「そうかな」

「あ、ごめん。声に出ちゃってたかな」

　渚は慌てて謝った。

「そんなに最近の俺おかしかったかな」

「おかしくなんか無いよ。どちらかって言うと、ちょっと元気ないって感じだったかも」

「そうだったかもしれないな。色々あったしな」

「でも最近のゆーちゃんは昔みたいに、なんか目標に向かって頑張ってる気がする」

　確かにそれは事実だ。

　春に目的を見失ってから、それから随分長いこと俺は何の目的も無く日々を浪ろう費ひしていた。今でも昨日のように思い出せる、九月一日までの灰色の日々だ。

　天使が現れてから、受動的ではあるが「生きるために胸を揉もむ」というどう考えても最低としか思えない一つの目標が生まれた。

　随分と消極的であるが、今はその偶然与えられた最悪の目標に向かって必死に進んでいるのだ。こう言葉にすると何だかどうしようもないことのようで泣けてくるが、命がかかっているのだから本気にならざるを得ない。

「そうかもしれねぇな」

　俺は短くそう返す。きっとそうなのだ。誰のおかげかはあまり考えたくないが、最近の日々は案外充実していた。

「えっとね、私はゆーちゃんが元気出してくれて嬉うれしいな」

　渚は恥ずかしそうにそう言うと、俺の顔を見て小さく微笑ほほえんだ。
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「わりぃ、ちょっとトイレ行ってくるから先に花瓶持って戻っててくれ」

「わかった。じゃあ私先に花瓶揃そろえとくね」

　朝コーヒーを飲み過ぎたせいか、急に催したので、残り二つの花か瓶びんを渚なぎさに任せてトイレに駆け込む。

　トイレに入り、用を足していると、天井からふわりと羽の音が聞こえた。

「勇ゆう人とさん、おはようございます～」

「うわ！」

　目の前に逆さまの天使が現れたので驚いてびくりとするも、なんとかその場にとどまる。勢い余って飛とび退のかなかった自分を褒めて欲しい。

「ちょっと離れてて」

「えっ、何でですか？」

　天使は不思議そうに俺の姿勢を確認すると、

「ひ、ひゃあ！　勇人さんなんて格かつ好こしてるんですか！」

　真っ赤な顔を手で覆おおいながら叫んだ。

「ここ男子トイレだから！」

　真っ当なことを叫ぶ。

　しかし端から見たら虚空に向かって「ここ男子トイレだから！」と叫んでいる変な人物に他ならない。他に誰も人がいなくて良かった。

　急いでチャックを閉め、天使の元から二、三歩離れる。

「わわ、そう言えば人間はトイレ行かなきゃいけませんもんね。すっかり忘れてました」

　そう言って天使はわたわたしながらその場でくるりと一回転する。相変わらずうっとうしい。

「用事が無いなら突然出てくんなよ」

「恋に驚きが必要だと本に書いてあったのでつい。吊つり橋ばし効果というやつです」

「こんな驚きは必要ない」

　あと殺そうとするのも悪いタイプの驚きだと思う。恐怖に近いからホントやめてくれな。

「用が無いならもう行くぞ」

　天使とはいえ、男子トイレに女の子と二人きりというのは何か気まずい。

　手を洗うと、そそくさと出口に向かって歩いて行く。

「勇人さん」

　トイレから出ようとすると、天使が珍しく心配そうに声をかけてきた。

「期限が明日なのですが、大丈夫ですか？」

　その言葉に、俺は意識的に声を張って返す。

「ああ、大丈夫。万事順調だよ」

「それは良かったです。でも勇ゆう人とさんがうまくいっちゃうと結婚できないかもしれないので良くないかもしれないのですが、うーん、難しいですね」

　天使は頭を抱えながらそんなよく分からないことを言っていた。
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　教室に戻る途中、何人かの生徒とすれ違った。時計を見るとホームルーム開始五分前を指し示していた。天使との長話のせいで遅刻するところだった。

　少し駆け足で廊下を駆ける。

　教室の前にたどり着くと中から賑にぎやかな声が漏もれ聞こえる。ドアの外から教室を見渡すと、渚なぎさがクラスメイトに囲まれていた。

「渚、花か瓶びんの水替えてたんだね。偉いじゃーん」

　渚の仲の良い友人が渚の頭を撫なでていた。以前俺に対して敵意のこもった視線を放ってきた女子だ。

「違うよ。私は手伝ってただけだよ……」

　渚は気まずそうな顔でそう言っているが、あまり話を聞いて貰もらえていないようだ。

　周りの男子達も「さすが委員長！」なんて言って囃はやし立たてている。

　委員長を決める投票は明日のロングホームルームなのだが、誰もそれに突っ込みを入れることもない。

　何も言わずに教室のドアを開け、入る。

　いつものように一瞬会話が止まるが、気にしない。

　教室に入った俺を見て、渚が助けを求めるような目で俺を見つめる。

「その、私ゆーちゃ……黒くろ木き君のお手伝いをしてて。それで……」

　渚がそう言うと、周りの人たちが一斉に俺に視線を向ける。

　きっと〝空気〟とやらが壊れてしまったのだろう。誰も何も言おうとしなかった。

　ただそこには、音も温度も無い、無機質な異物を眺めるような視線だけがあった。

　俺はクラスメイトにとって、完全に部外者なのだ。流石さすがに実感せざるを得ない。

「渚、いこ」

　さっきまで楽しそうに渚の頭を撫でていた女子は、不機嫌そうに渚の手を引っ張って席に戻っていった。

「さくらちゃん、ちょっと待って……」

　さくらと呼ばれる女子に手を引っ張られていく渚を眺めながら、その時ふと気付いた。

　俺はクラスメイトの名前すらろくに覚えていなかったのだ。

　もう入学して半年経たつのにクラスメイトとほとんど会話をしてこなかったせいだろう。俺に敵意を向けてきた女の子の名前はさくらと言うらしいが、今初めて知った。

　いや、多分名前くらいは聞いたことはあったのだろう。

　たぶん、意識して覚えようとしていなかったせいか、今初めて名前と顔が一致したのだ。

　俺に視線を送ってくるクラスメイトを一いち瞥べつする。

　その中に名前と顔が一致する人はほとんどいなかった。

　そんなのも知らずに、俺はクラスに馴な染じもうとしていたのだ。俺は名も知らぬ誰か達の輪に入ろうと、精一杯努力をしていたのか。そもそも一歩目から間違っていたのかもしれない。

　元より、こんな俺がクラスに馴染めるはずもなかったんだ。

　それでも俺は、どうにかしなくちゃいけないんだ。

　引っ張られるように席に戻っていく渚なぎさが、縋すがるような目で俺を見つめていた。

「待てよ」

　反射的にさくらに向かって言葉を投げかけていた。

　しんと教室が静まりかえる。













「……なに」

　冷たい、感情のこもってない返答が戻ってきた。

　きっとこいつは俺のことを、渚なぎさにちょっかいを出そうとしている気持ち悪い奴やつくらいに思っているのだろう。それくらいの温度を感じる。

　……こんなのには慣れている。中学の頃だって、勘違いをされたことがある。

　だけど俺は、この状況を好転させるための言葉を持っていない。きっと渚だって。

　何を言っても、恐らくさくらは話を聞いてくれないだろう。こういう時、状況を好転させてくれたのは、いつだって野球部の奴らだった。藤ふじ浪なみだった。

　いつだって俺は、あいつらに頼りきりだった。

　だけど、そいつらだってもうここにはいない。

「話が無いならもどるけど」

　俺は何も言えなかった。いや、何も言うべきじゃない。

　これ以上何かを言うと、もっと渚に迷惑をかけてしまうに違いない。バカな俺にだってそんなことくらいは分かる。

　奥歯を噛かみしめ、ポケットに入れた手を強く握りしめる。指先が痛くなるくらい強く拳を作った。

　この気持ちがなんなのかも分からない。分かりたくもない。

　渚を囲んでいた皆は散り散りになって自分の席に戻っていく。

　さくらを取り囲んでいた男子がこそっと「おまえ黒くろ木き君に逆らうとかすげぇな」とか言っていた。さくらはそれに反応せずに、俺を憎悪のこもった目で睨にらみ、席に着く。

「はい、みんな席についてー」

　星ほし野の先生が教室に入ってきたので教室の喧けん噪そうも静まる。

　俺は何も言わず席に戻った。
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「ねぇ、ちょっとこっちに来てくれない」

　その日の休み時間、さっき俺に敵意を向けてきた女の子、さくらが話しかけてきた。

　後ろの方で数人女子が心配そうな目でさくらを見つめていた。

「なんだよ」

　先ほどのことがあったので、無意識に俺の返事は素っ気なくなる。

「いいから」

　俺はさくらに連れられるがままに教室を出て行く。廊下でさくらは嫌悪感のこもった表情で俺を見つめてきた。

「あんた、もう渚なぎさに話しかけるのやめてくれない」

　さくらは先ほどと同様に、温度の無い、突き放すような言葉を吐いた。

「なんでだよ」

「あんたみたいにサイテーな奴やつに絡まれても渚が迷惑だって言ってんの」

「はぁ？　んなこと渚が言ったのかよ」

「言ってないけど、そんなの当然でしょ。あの子、真まっ直すぐで騙だまされやすいから、あんたと絡んでてもいいことないの。そんなことも分からないの」

　正直カチンときた。こいつはもう、俺のことが悪だと完全に決めつけてやがる。

　さくらの目を睨にらみ付つける。あちらも負けじと睨み返してくる。

　数秒間無言の状態で睨み合っていた。

「ねぇ、さくらちゃん、もうやめなよ……。怖いよ……」

「みっちゃん達は黙ってて」

　不安そうに止める後ろの女子の言葉をぴしゃりと遮さえぎる。後ろの女子数人はさくらのその言葉で押し黙ってしまった。

　こいつの言いたいことは分からなくも無い。友達が悪い奴に騙されようとしていたら、助けてやろうとするのが普通だ。

　ただ、今回は事実じゃない。せめてそれだけは指摘しなくちゃいけない。

「俺は渚を騙してなんかない」

「どーだか」

　さくらは吐き捨てるようにそう言った。

　全くもって俺の話を聞き入れる気がない。固定観念にとらわれた人の考えを覆くつがえすのはきっと無理なのだ。

「嘘うそじゃねぇ。渚に聞いてくれれば分かるはずだ」

「はぁ、あんたバカ？　さっきも言ったけど、渚はお人ひと好よしだから人のこと悪く言うわけ無いし、それに気づいていないかもしれないの。だからアンタみたいなサイテーの人間にも優しくしちゃうって言ってんでしょ。それが駄目なの」

　取り合ってもらえる様子は全くなかった。

「これ以上おまえと話しても無駄だ。もう行く」

　そう言って俺は教室の後ろのドアに向かって歩き出す。

「ちょっと待ちなさいよ」

　さっきとは逆に、さくらが俺を呼び止める。

「私、アンタみたいな奴やつ大嫌い。渚なぎさに何かあったら絶対許さないからね」

　さっきと変わることのない、侮ぶ蔑べつの感情を隠そうともしない態度。それは独どく善ぜん的な決めつけから来るものなのだろうが、ちょっとやそっとではこの態度が変わることは無いことも確かだ。

　もうどうしようもない。

　考え方の違う人がぶつかったとき、できることは限られている。

　相手の考えを間違っていると断じ、根本から覆くつがえすこと。諦てい観かんし、気に入らない考えでもそれを容認すること。

　そして、変えようとも容認しようともせずに、ただ離れること。

　こいつの価値観を変えることは俺にはできない。もちろん、容認することも。

　だとしたらやはり、俺にできることは一つだ。

「それじゃあ、もう二度と話しかけないでね。さようなら」

　さくらはそう言うと俺と逆方向に向かって歩いていった。さくらの取り巻き達もちらりと俺の方を見て、逃げるようにさくらの後をついて行った。

　そう言えば。

　いつもならここで天使が何か言ってくるはずなのにと思い、後ろを振ふり返る。

　珍しく天使は俺の後ろでおとなしくしていた。

　おとなしくしていると言うよりも、何か考え事をしているのかもしれない。

　天使も何も言わずに、俺の後ろでじっと去って行くさくらを見つめていた。

　表情豊かないつもと違って、その目からは何の感情も読み取れない。

　異物を眺めるような、無機物を眺めるような、そんな視線。

　それはまるで──

　俺が先ほどクラスメイトから向けられた視線と、同質のもののように思えた。
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　四時間目は数学の先生が何か用事があるようで、自習になった。

『問題集を解いていて下さい』

　と黒板に書かれているが、自習時間も半ばを過ぎるとちらほら課題を終えた人も出てきたようで、教室も次第にざわつき始めてきた。

　俺はと言うと、数学は特に苦手なため、頭を抱えながら問題とにらめっこしていた。

　問題集を眺めている時ふと、先ほどさくらに言われたことを思い出した。




『あんた、もう渚なぎさに話しかけるのやめてくれない』




　その言葉は、絶望的なほどの不寛容からくる明確な否定だ。

　クラスの女子の中でも中心的存在にあたるさくらがそんな言葉を吐くと言うことは、少なくともクラスの中にそんな空気があることを指し示している。

　気が重くなる。果たして俺の取っている行いは本当に正しいのだろうか。

　ぽすりと背中に何かが当たる感覚がした。

「やべ」

　と後ろの席の人が小さな声を上げた。振ふり向き椅い子すの下を見ると、一枚の折りたたまれた紙があった。

　その紙を拾い上げ、裏返すと文字が書かれていた。

『書き込んだら隣の席の人に回してね』

　その紙の表面にはそんなことが書かれていた。

　なんだこれ、と思い畳たたまれた紙を開けてみる。

『黒くろ木きと渚、どっちが委員長になるか事前投票（笑）。どうせ決まってるけど』

　女子が書いたような可愛かわいらしい丸文字で、紙の中にはそんな文章が書かれていた。その文字の下には俺と渚の名前があった。

　渚の名前の下には多くの正の字が書かれており、俺の名前の下には──

　一の字すら無かった。

「てめ、何やってんだよ」

　後ろの席の方からひそひそ声が聞こえる。きっとこれを俺が見るのは予想外のことなのだ。

　そりゃ当然か。俺に回したら、この『クラスメイト皆で楽しめる遊び』が台無しになってしまう。共通の敵を一人作り、そいつを貶おとしめることでクラスの結束は強まるのだ。そんな、〝友達〟を維持するために不可欠なことを、皆やろうとしていたのだ。

　紙を拾ってから数秒しか間は無かったと思う。

　それでも、俺は自分でも驚くくらい冷静に動くことができた。

　小さく深呼吸をすると、俺は紙を折りたたみ、前の人の肩を叩たたいてその紙を渡した。

「えっ」

　前の席の人は驚いたような、恐怖するような表情でその紙を受け取り、気まずそうに隣の席の人と顔を見合わせる。隣の席の人も恐る恐る俺の顔を一いち瞥べつすると、「それ、しまいなよ……」と消え入りそうな声で紙を指さした。

　何も言わずに、前の席の人は紙を机の中にしまった。

　一瞬小さくなったざわめきがまた大きくなり始める。

　後ろの席から「てめー、謝ってこいよ。殺されてもしらねぇぞ」なんて声が、聞きたくも無いのに耳に届く。

　その時、ちょうど授業終了のチャイムが鳴った。椅い子すを強引に引き、俺は立ち上がる。

　そのまま俺は教室の入り口に向かって歩き出した。

　ふと教室を出る時、さくらと目が合った。

　冷え切った敵意。その中に、嗜し虐ぎやく的な笑みがちらりと見えた。

　さくらから目を逸そらし、俺は教室から出た。
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「クソ」

　誰もいない屋上で俺はフェンスを殴り、吐き捨てる様にそう呟つぶやいた。

　全すべて無駄だった。

　朝の出来事で、さくらとの会話で、俺のやってきたことが間違っているのはなんとなく分かっていた。分かっていたさ、そんなこと。

　それでも、もしかしたら誰か分かってくれているかもしれないとか、そんなおめでたいことを今の今まで考えていたのだ。そんなことあるはずないのにな。

　図らずもさっきの紙を見て、俺の希望的観測は全て幻想で、クラスメイトは俺のことなんてどうしようもない奴やつとしか見ていないことが確定してしまった。

　俺のやってきたのは、クラスメイトからしたら何も意味の無いことだったのだろう。

　それどころかマイナス方向に働いたのかもしれない。ヤンキーが変なことをしていると、陰で笑っていたに違いない。

「勇ゆう人とさん……」

　俺の後ろを着いてきた天使が声をかけてくる。

「なんだよ」

　俺は天使の方を振ふり返ることなく、いつもよりきつめの反応をしてしまう。正直今は誰とも会話をしたくなかった。

　それでも天使は、臆おくすることなく話しかけてくる。

「みんな勇ゆう人とさんのいいところを分かっていません。あんなの気にしちゃだめですよ」

　振ふり返ると、天使は真剣な顔で俺を見つめていた。

「うるせぇな。もう終わりだよ。今から奇跡が起こって委員長になれたところで、誰も俺の話を聞いちゃくれない。胸を揉もむなんて１００％、世界がひっくり返ったって無理だ」

　吐き捨てるようにそう言った。

　天使は何も言わなかった。逆光でほとんど表情は見えなかった。

「こんなことできるはずなかったんだ」

　自然に口から弱音がこぼれてきた。

「今までクラスに馴な染じもうとしてこなかった奴やつが突然すり寄ってきたって、気持ち悪いだけだ。元から無理な話だったんだ、数日でクラスに馴染んで、それで事情を理解してもらうなんてさ」

　精一杯の頑張りが無に帰してしまう苦しさは十分知っていた。知っていたはずだった。

　だけど、これだけは何度味わっても慣れなかった。そのたびに、締め付けられるように胸が痛む。

「こんな思いをするくらいならあの時目を覚まさなきゃ良かったんだ。早いか遅いかの違いだ。どうせ明日の夕方には死んじまってんだ。俺みたいな奴、早く死んどいた方がよかったに決まってる」

　入学前の事故。あの時死んどけば今こんなに苦しまなくて済んだのかもしれない。

　そうすればあの後渚なぎさを傷つけることだって無かった。

　みすみす生きながらえやがって。俺が生きていても何もいいことないじゃねぇか。

　そんな情けない俺を見て、天使は穏やかに微笑ほほえんだ。

　そして、

「そんなことありません。勇人さんは人のために行動できる、とてもとても優しい人です。私は勇人さんの良いところをいっぱい知っています。だから、自分を卑下しないで下さい」

　自信満々に、そう言ってのけた。

　こいつはいつもそうだ。

　俺が何を言っても、何をやったってプラスに捉えてくれる。その姿勢に俺はほんの少しだけ救われてきたんだ。

　でも、本当の俺はそんな人間じゃない。今にでも逃げ出してしまいたい気持ちを、子供みたいに抑えきれずにいる。

「この前出会ったばかりのおまえに何が分かるんだよ」

　ああ、またやってしまった。

　いつか渚なぎさを拒絶してしまったように、また自分に対する懸けん命めいな言葉を裏切ってしまった。俺はなんでこうも学習しねぇんだ。

　言葉を発したあとハッと気付き、天使の顔を見る。

　それでも、俺がこんな言葉を吐いた後でも。

　天使は変わらずに、優しい微笑ほほえみを浮かべていた。

「わかりますよ」

　天使はゆっくりこちらに向かって飛んできた。

　目の前に立った天使は、丸い大きな瞳ひとみで、真まっ直すぐに俺の目を見つめた。

「私は、勇ゆう人とさんの良いところ、ずっとずっと見てきましたから」

　ずっと？　この前会ったばかりなのに、それって。

「それって、どういう──」




　その時、ぎぃ、とドアが開く音が屋上に響いた。

　屋上の入り口を見ると、そこには渚が立っていた。

「ゆーちゃん……」

　天使との会話を聞かれてしまったのかもしれない。

　渚は朝花か瓶びんの水を替えている時と違って随ずい分ぶんとおどおどしていた。

　その原因がさっき教室で起こった出来事のせいなのか、今の話を聞かれてしまったせいなのか、俺には分からない。

「次の授業体育だから、えっと、多分ゆーちゃんならここにいると思って……」

　渚は消え入りそうな声でそう言った。

「ありがとな。でも俺、体調悪いから今日体育休むわ」

　正直あの空間に戻りたくはなかった。

　そんな嘘うそをつくと、悲しそうな顔をして目を伏せた。

「そっか……」

　その後に言葉は続かなかった。暫しばらくの沈ちん黙もくの後、俺は口を開く。

「今から保健室に行ってくる。わざわざ呼びに来てくれてありがとな」

　そして、渚の横をすり抜け、屋上から出る。

　早くここから逃げたかった。できるだけ早く。ここではないどこかに行きたかった。

「ゆーちゃん、さっき言ってたのって……」

　渚は反射的に手を伸ばしたが、すぐにその手を引っ込めた。

「ううん、なんでもない」

　渚なぎさが後ろの方で何かを言おうとしていたが、俺はその場から急いで立ち去ろうとする。

　天使もどうやら俺についてくる様子は無く、屋上の柵の近くに留とどまっている。




「勇ゆう人とさんをこんなに傷つけちゃって。許せませんね」




　天使が小さな声で何かを言った気がした。

　だけど俺はそれを確認しようともせずに、屋上の階段を降り、逃げるように保健室に向かって走っていった。
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　保健室につき、体調が悪いことを伝えるとすんなりベッドを貸してくれた。話が分かる先生で助かった。

　ベッドに寝そべりながら、さっき言っていた天使の言葉を思い返した。

『ずっとずっと見て来ましたから』

　その言葉が指し示すこと。

　もしかして、俺は昔天使に会ったことがあるのか……？　流石さすがに天使の知り合いが今までいた記憶は無い。

　先週の帰り道にぶつかった時。どう考えてもあれが初対面だ。

　うーん、どういうことだ。

　考えても考えても、結論は出なかった。

　そもそも、天使が俺を慰めるために言ったでまかせかもしれない。深く考えたところでどうしようも無い問題なのだろう、きっと。

　そう考え事をしていると、保健室の先生の声がカーテンの奥から聞こえた。

「そろそろ教室に戻ったら？　ホームルームの時間よ」

　ふと時計を見ると五時間目の体育は終わり、ショートホームルームの時間になっていた。チャイムの音にも気付かないくらい考え事に没頭していたのか。

「ありがとうございました。戻ります」

　小さく礼をして、俺は保健室を出る。

　……少しだけ時間を潰つぶそう。ホームルームが終わって皆が帰り始めた頃に教室に入ろう。それが俺のためにも、皆のためにも一番いいはずだ。

　階段を上り、教室の前で立ち止まる。

　まだホームルームが続いているようなら、下の階に行って飲み物でも買ってこようと、そんなことを思いながら、ちらりと教室内を遠目から眺めた。

　その時、教室の雰囲気がいつもと明らかに違っていることに気付いた。

　遠目から見えるクラスメイトが全員、机に突っ伏して動いていなかった。

　一人二人ならたまにあることだ。一日の最後のショートホームルームだから、前の授業からの疲れがたまっていて、五時間目から眠っている人もいることもある。

　ただ、その時は視界の中のクラスメイト全員が、全く動いていなかった。

　中には床に倒れている人もいた。明らかに通常じゃ考えられない状況だ。

　もう少し近付いて教室の前方を見渡す。星ほし野の先生まで教きよう壇だんの横に倒れていた。

　確定だ。教室の中で何かが起こっているのは間違いなかった。

　俺は慌てて教室の後ろのドアを開いた。すると、異様な光景が一気に眼前に広がった。

　俺のことを敵意のこもった視線で見つめたさくらも、その周りで憐れん憫びんの視線を送った人たちも、俺を恐怖していた人たちも、みな糸の切れた人形のようにぴくりともしない。

　俺は反射的に渚なぎさの姿を探した。しかし、クラスの中に渚の姿だけは無かった。

「勇ゆう人とさん」

　上空から誰かの声がした。

　いや、上空から声をかけてくる奴やつなんて一人しかいないだろう。この声の主を俺は知っている。

　見上げると、そこには天使の姿があった。

　純白に染まった羽をはためかせて宙を舞う天使の周りには、ふよふよと漂ただよう乳白色の塊かたまりがあった。間違いない。こんなことできるのなんて天使しかいない。

「なにやってんだよ」

　俺は天使に向かって威圧的な態度で、半ば答えが分かっている質問を投げかけた。

　天使は不機嫌そうな顔で答える。

「何って、聡そう明めいな勇人さんなら分かるでしょう。勇人さんを傷つけたクラスメイトを皆殺しちゃおうとしてるんですよ」

　やっぱり。さっきぼそりと言っていたのはこういうことだったのか。

「勇人さんが『死にたい』なんて言うくらい追い詰めたこの人達を私は絶対に許しませんよ。たとえ私が来世でダイオウグソクムシに生まれ変わろうとも、今こいつらは全員殺しとかなきゃいけません。魂たましいを握りつぶしてやります」

　そう言って天使は浮いている白い塊を手に取った。

　天使が力を入れると、その塊は風船のようにぐにゃりと形を変えた。今にも音を立てて壊れてしまいそうなくらい、塊かたまりの歪ゆがみは大きくなっていく。

「やめろ！」

　思わず俺は叫んでしまった。このままじゃ、最悪の事態になる。それだけは何としても止めなければならない。

　俺の言葉に反応して、天使は握っていた魂たましいにかける力を弱めたのか、少しだけ歪みが小さくなる。それを見て、俺は小さく息をついた。

　良かった。まだ俺の話を聞く余裕はあるようだ。

「どうして」

　天使は小さくそう呟つぶやいた。そして、大きく息を吸った。

「どうして勇ゆう人とさんはこんな奴やつらを庇かばうんですか！　こいつらは勇人さんを傷つけたんですよ。笑いものにしたんですよ。そんなの私、絶対に許せません」

　俺は初めて天使が本気で怒っている姿を見た。顔を真っ赤にして、腕を大きく振ふって、感情を爆発させていた。

「勇人さんあんなに頑張ってきたのに、皆分かろうとしないで自分勝手に馬鹿にして！　ひどい奴らばっかりじゃないですか！」

「それは……」













　確かに天使の言うことはもっともだった。

　俺からしたら、クラスメイトの行いはあんまりなものだった。正直めちゃくちゃ傷ついたし、もうこいつらには二度と会いたくないとすら思っていた。

　それでも、それでもこれは違う。俺が望んだのはこんなことじゃ無い。

「魂たましいが握りつぶされたら、もう二度と転生をすることもできません。勇ゆう人とさんを傷つけたこいつらは死すら生ぬるいです。永遠に虚きよ無むをさまようのがお似合いです」

　天使はあたりを漂ただよっている魂を手元に集め始める。

　止めなくては。どうにか、天使を止める一言を。

「それでもダメだ。頼む、皆を元に戻してくれ」

　俺は懇こん願がんするように天使に向かってそう言った。そう言うことしかできなかった。

　しかし、天使は魂を集めるのをやめようとはしない。教室の上空を漂っていた魂は、今や殆ほとんど全すべてが教室の中央に集まっていた。天使が少し手を伸ばせば掴つかめる距離に。

　すう、とひとつ深呼吸をして、天使は握っていた魂に再度力を込めた。

「頼む、やめてくれ！」

　今度は力を入れたまま、天使はぴたりと動きを止めた。そして、

「勇人さんのばかー！　私は勇人さんが幸せになれるようにこうしてるんです！　何で分かってくれないんですか！」

　俺を睨にらみつけ、大声でそう言った。

　そして、その時気付いた。

　天使は心から俺を思ってこんな事をしているのだ。

　この行動が俺にとって最善で最良の結果になると信じているのだ。

　きっと天使は自分の判断基準の中で精一杯考え、自分なりに最良の結論を出したのだろう。俺が傷つかないように、この状況をどうにかしようとしたのだろう。

　天使は天使なりに、俺が最も幸せになれる未来を作ろうとしているのだ。

　そこに、その場の感情にまかせた俺の懇願は全く意味をなさない。きっと俺のその場限りで消えてしまう感情は、俺の幸せに繋つながらないと思ってしまうに違いない。

　それに、この天使の行いも一つの正解に他ならないのだから。

　それでも──

　それでも俺はこいつを止めなくちゃいけない。それだけは確かだった。

　俺の判断基準の中での正解は、天使の方法じゃ無い。

　その先に俺の望んだものは無いんだ。

　だから、俺は。

　天使にかける言葉を探していると、後ろの扉が開いた。

「すみません、体育の用具を片付けてたら遅れちゃって」

　ドアを開けると、体操服姿の渚なぎさが立っていた。最悪のタイミングだった。

　渚は何が起こっているのか分からないようで、ぽかんとしながら教室を眺めた。

　そして、みるみるうちに顔から血の気が引いていった。

「ゆ、ゆーちゃん、なにこれ」

　その言葉に応こたえている余裕は無かった。

　天使は握っていた魂たましいを一度手放すと、感情のこもっていない瞳ひとみで渚を見下ろしていた。

　以前クラスメイト達を眺めたような、無機物を眺めるような視線。

　それを見て、天使からしたら渚もクラスメイトも完全に同質のものでしかないことがはっきり分かった。

　魂を手離した天使は掌てのひらを上に向けた。

　渚の質問に俺が答える前に、その掌から光の球体が浮かび上がってきていた。いつか俺の魂を抜いたものと形は同じだったが、優しく青い光を放っていた以前のそれとは違い、光球は真っ赤に染まっていた。

　危険色のような赤色に輝く光の球を見て、脳内の危険信号が激しく点滅する。直感的に、これがクラスメイトをこんな状態にしたものだと分かった。

　光球の大きさが安定すると、天使は小さく振ふりかぶった。

　そして天使の腕の先には、

　渚がいた。

「渚！」

　俺は大声で叫び、渚を突き飛ばした。

「きゃっ」

　渚は小さく悲鳴を上げて尻しり餅もちをつく。ひゅんと、風を切る音が響き、目にもとまらぬ速さで光球が飛んできた。

　光球はさっきまで渚がいた位置にある、俺の左腕に当たった。

　左腕が勢いよく弾はじかれ、体中に激痛が走る。カハッと喉のどから息が漏もれた。思わず叫びたくなるほど左腕の痛みは凄すさまじかったが、歯を食いしばり何とか堪こらえた。

「勇ゆう人とさん！」

　天使の方を見ると、先程とはうってかわって狼狽うろたえていた。こうやって俺が渚を庇かばうのは予想外だったのだろう。

「やめて下さい、勇人さん。分かるでしょう。こいつも勇人さんを傷つけたうちの一人なんですよ。こいつがいなければ勇ゆう人とさんは委員長になれたんですよ。なのに、どうして」

　天使は本当にどうして俺が渚なぎさを庇かばったのか分かっていないようで、怪け訝げんそうな顔をしてそう尋ねてきた。

「渚は俺のことを傷つけてなんか無い」

「それは違います。過程はどうあれ、結果勇人さんは傷ついています」

　違う。それは俺がダメだから、あの時俺が渚を傷つけてしまったから。

　だから渚は俺との距離の取り方が分からなくなっていたんだ。接し方が分からなくなっていたんだ。

　渚が委員長に推すい薦せんされたのだって、全然悪いことじゃない。クラスメイトからしたら、俺が委員長に立候補するなんて思いもしなかったのだから。

　だから渚は悪くなんかない。全部俺が悪いんだ。

「ゆーちゃん……？」

　渚に天使は見えていないはずだ。今俺は虚空に向かって独り言を呟つぶやいているようにしか見えない。

　それでも教室内の状況を鑑みるに、何か異変が起こっていることは分かっているのだろう。渚は心配そうな顔で俺を見つめていた。

　ただこの状況で全すべてを説明するには時間が足りない。

　その前に天使をどうにかしなくては。

　天使は再度掌てのひらを上に向け、小さく目を瞑つぶった。次の瞬間、複数の光球が浮かび上がってきた。

「早く死んで下さい」

　そう言うと、今度はほとんど予備動作なく、天使はいくつもの光の玉を同時に放った。

　光の玉は俺が動くこともできないくらい高速で飛んで行き、そのうちの一つがまっすぐ渚の胸に当たった。声を発する間もなく、渚の体が後ろに弾はじかれた。

　渚の胸から赤い光が放たれ、ふわりと白い魂たましいが浮かんできた。

「ようやくうまくいきました。もう」

　面倒くさそうに腕を動かすと、渚の魂はすぐに天使の元に引きつけられていく。

「あとはこいつですね」

　天使はそう言うと、一つの魂を手に取った。

　天使はにやりと笑って、その魂を撫なでる。すると、魂はぐにゅりと形を変えていった。数秒もすると、以前俺が魂を抜かれたときのように、人型に変わった。

　そこには──

　力なくうなだれるさくらの姿があった。

「ううん、ここは……」

　ふらふらと宙に揺れながら、さくらは意識を取り戻す。そしてさくらは現状を認識したのか、きょろきょろとあたりを見渡した。

「えっ、なにこれ。どういうことなの」

「うるさい」

　天使は騒ぐさくらの肩を握り、表情を変えずに握りつぶした。

「あうっ」

　短いさくらの叫びとともに、肩の部分だけ抉えぐれたように空洞になった。激痛が走ったのか、さくらの表情は苦痛にゆがんでいた。

「百歩譲ってさっきの人間は許しても、こいつだけは許せません。こいつは明確に勇ゆう人とさんを侮ぶ辱じよくしました。こいつだけは、最大限の苦しみを与えて殺さなくちゃいけないのです」

「うう、痛い……。どういうことなの、あんた……。説明しなさいよ……」

　さくらは泣きそうな顔で俺に向かって問いかけてくる。

「まだしゃべれるんですね」

　俺がその問いに答える前に、天使は冷たく言い放つ。天使はさくらの足を軽く蹴ける。動作とは裏腹に、魂たましいでできた足は容易に弾はじけ飛んだ。「ぐぅ」とさくらの口から小さいうめき声が漏もれた。

「こいつは痛覚を残したまま何度も何度も痛めつけて、それで殺します」

「やめて、お願い……」

　さくらは力なく懇こん願がんした。しかし天使はそんなさくらの願いを聞き入れることも無く、今度は右腕をコツンと叩たたく。

　パチンとはじけるような音とともに右腕は霧きり状に飛び散った。

「うう、なんで……」

「あなた、自分がこうなっている理由も分からないのですか」

　さくらは何も答えない。ただ、苦痛と恐怖にまみれた表情で天使を見つめていた。

「よくも知らないくせに勇人さんのことを決めつけて、その上あんなこと言って。あなたの言動で勇人さんがどれだけ傷ついたと思いますか。それなのにのうのうと生き続けるなんて、許せるはずないでしょう」

　天使は左腕に手を伸ばす。先ほどと同様に、左腕が消失する。

「ねぇ、あなた。人間が人間を裁さばくことができるとでもお思いですか？」

　もうほとんど意識が無いようで、うめき声も上げない。

「やめろ……」

　痛む左肩を押さえ、祈るように、縋すがるように呟つぶやいた。

　止めなければ。

　どうにかして、天使のやっていることを止める一言を。

　そのためには、どうすればいい。

　天使は自分が正しいと思っている事をしているだけなのだ。

　考えて考え抜いた結果、自分が正しいことをしていると思っている奴やつを止める一言なんて存在するのか。

　そんな相手を説得することが、果たして俺にできるのだろうか。

　でも、こいつにとっての正しい事って何だ。

　俺と結婚することなのか。天界に行って俺と幸せに暮らすことなのか。

　いや、違う。それじゃあ今こいつがやっていることは説明できない。

　さくらやクラスメイト達が俺に対して何を言おうが、何をしようがそんなこと、こいつとの結婚には何の影響も与えない。むしろ皆が俺を蔑ないがしろにしてくれた方が、自分との結婚という目的の成就に繋つながるじゃないか。

　それじゃあ、こいつのやっていることは……。

　そこで俺は、以前天使が言っていた言葉を思い出した。

「なぁ、おまえはいつか『どうか、悔いだけは残さないように』って言ったよな」

「言いました」

「どうしてだ。結婚をしたいなら俺の意思なんか関係なく、ただ俺を殺せば良かったじゃ無いか」

「それは……」

　天使は言葉を詰まらせた。

　俺と結婚をしたかったのならどうとでもできたはずだ。天使という人間の理ことわりを外れたこいつなら、俺の意思なんか関係なく天界に連れて行くことだって不可能じゃなかっただろう。もっとうまく殺すことだって難しくはなかっただろう。

　でも、天使はそうしなかった。

　直接的に殺すことはせずに、あくまで『同意のもと魂たましいを持って行く』という手法を取った。

　そこに何か、この状況を覆くつがえす手がかりがある気がした。

「私は勇ゆう人とさんと結婚したいのは確かです。でも、それよりも、ずっとずっと大事なことがあるのです」

「自分との結婚よりも大事な事って、なんだよ」

　少しだけ間を置き、




「それは、勇ゆう人とさんが幸せになることです」




　天使は静かにそう言った。

「……後悔したままじゃ勇人さんはきっと、死んでからもずっと救われません。だから私は──」

　そこまで言って、天使は俯うつむいた。

「私はもっと、勇人さんは生きるのが嫌になっていると思ってました。だから勇人さんは死んでしまった方が幸せになれると思っていたのです」

　一呼吸置き、天使は続けた。

「でも、そうじゃありませんでした。それなら私は、勇人さんが幸せになるために、何かしなくちゃいけなかったのです」

　天使の言葉の裏にある真意はよく分からなかった。

　どうしてそんな考えに至いたったのか。天使はその説明全すべてを省いて自分の取った行動の理由だけを述べた。

　だから、俺にはこいつが何を考えているのかはやっぱり分からない。

　だけどその言葉を聞いて、俺のやるべき事だけは分かった。

「それなら」

　俺は天使の目を真まっ直すぐ見つめた。天使は泣きそうな顔で俺を見つめ返した。

　そんな天使に向かって、精一杯気持ちを込めて、その気持ちが届くように願いながら、俺は言った。

「最後までやらせてくれ。明日、皆の前で演説をさせてくれ。そうしたらきっと、俺の後悔は無くなるはずだ」

　それが本当なのかは自分でも分からない。でも、今ここで終わりを迎えるよりかは、ずっと俺の中の正解に近いはずだ。

「……本当にそれでいいのですか」

「ああ、それでいい」

　間髪入れずに答えた。それが俺の出した答えだ。

「わかりました」

　天使はそう言うと、腕を一振ふりした。

　天使の横でうなだれているさくらも白い魂たましいに戻り、空中に散り散りになっていたほかの魂とともにそれぞれ体の中に戻っていった。血の気の引いていたクラスメイトの顔にも生気が戻っていく。

　隣で倒れている渚なぎさと、そのすぐ横で机に突っ伏しているさくらの元にも同様に魂が入っていった。少し経たって、二人の体が動いた。

　俺はそれを見て、安あん堵どのため息を吐ついた。

　良かった。本当に良かった。全身の力が抜けた。

「でも、忘れないで下さい。約束の期限は明日です。もし明日、勇ゆう人とさんが婚約破は棄きの条件を達成できなかったら。その時は、何があっても絶対天界に連れて行きますからね」

「それも分かった」

　そう言ったところで、ふらりと視界が揺れた。

　さっきまで意識していなかった左腕の痛みがどんどん強くなっていく。ずきりと左腕が痛むたびに、視界の揺れが大きくなっていった。

「勇人さん？　勇人さんどうしたんですか？」

　そんな天使の声がどんどん小さくなっていく。

「勇人さん！」

　天使の叫ぶ声を聞きながら、俺は意識を手放した。





　　＊






　多分俺は夢を見ているのだろう。

　さっきまで教室にいたのに、今は道路を歩いている。確かに意識はそこにあるのだが、思うように体が動かない。自分の体なのに、自分の体じゃ無いような感覚。

　俺の意思とは無関係に、誰かに操られるように、俺の足は歩みを進めていく。

　歩いている道には見覚えがあった。毎日通っている通学路だ。そこから少しそれた道に俺は入っていく。

　辺りの木々が桜さくら色に染まっていたので、多分今の季節は春なのだろう。夢だから何でもありだ。

　しばらく歩いて行くと、いつか天使と出会った交差点が見えた。

　俺はこの時のことを今でも覚えている。

　夢の中の今は恐らく入学式の日だ。

　天使と会うまで、俺がこの道を通ったのはその一回しか無い。

　交差点に差し掛かったところで、遠くに渚なぎさの姿が見えた。渚は俺に気付いていないようで、前を向いて歩いている。夢の中の俺は少しだけ歩く速度を速めた。

　バス停で立ち止まっている渚に向かって声をかける。渚も俺に気付いたようで、手を振ふっていた。

　交差点を通り過ぎたところで、ふと後ろを振り返った。

　その時は完全に偶然だったけれども、今はもう自分が振り返ることは分かっていた。

　振り返った視線の先には、一人の女の子の姿があった。まるでこの世から隔かく絶ぜつされたような雰囲気で、ただ道路の真ん中に佇たたずんでいた。

　その女の子が誰なのか、なんでそこにいたのか、そんなこと考えている余裕は無かった。

　交差点の向こうからは乗用車が一台走ってくるのが見えた。その乗用車からは女の子が死角になっているようで、速度を緩ゆるめること無く突っ込んできた。

　ああ、覚えている。これは間違いなく、あの時の光景だ。

　俺は半年前と同じく、反射的に道路に飛び出していた。

　そして、俺はその女の子を押し飛ばす。ふわりとした感触とともに、その子は一瞬宙に浮き、歩道まではじき飛ばされる。

　その間にも車はスピードを緩めること無く近付いてくる。

　眼前に迫った瞬間、急ブレーキの音が辺りに響き渡った。全すべてがもう手遅れだった。




　そして──




　強い衝撃が全身を貫いた。俺の意識は千ち切ぎれ、散り散りになる。視界の奥でちかちかと光の渦うずが点滅した。

　記憶が途切れる最後の瞬間、俺は二つの声を聞いた。

　一つは渚の悲鳴。

　そしてもう一つは、耳元で聞こえた知らない誰かの声だ。

　その声が誰のものなのか、何を言っているのか、その時の俺には分からなかった。

　でも、悲しげな声で囁ささやきかけたそいつの言葉が、今の俺には分かる。

　夢の中でははっきりと、声が聞こえた。




『ごめんなさい』




　その謝罪が何を意味するのか。今の俺にも分からない。

　でもその声には、聞き覚えがあった。

　夢の中でも意識が遠のいていく。

　自分の体が宙を浮いているような感覚と共に、目の前が黒く染まっていく。

　消えゆく意識の中、視界の端で確かに見た。

　今は見慣れた誰かの、純白の羽を。








　　＊









　あなたに一度だけ命を与えます。

　これはせめてもの罪滅ぼしです。

　私の自己満足だと思って貰もらってかまいません。

　もっとも、あなたが目を覚ましたらきっとこのことは忘れているでしょうけれども。

　それでも私はあなたのことを忘れません。

　たとえあなたが覚えていなくとも、それでもずっと。

　いつか死んで世界から消え去ったとしても、ずっとずっと覚えています。

　絶対に忘れません。約束します。

　……最後に一つ、願い事をさせてください。

　どうか、




　あなたがこれからも、ずっと幸せでいられますように。




　それでは──








　　＊









「おにいちゃん……」

　目を覚ますと知らない天井がそこにあった。横を見ると、真ま澄すみが心配そうに俺の顔を覗のぞき込こんでいた。

「ここは……」

「わっ、先生、目を覚ましました！」

　真ま澄すみが慌てて誰かを呼びに俺の横から離れていく。

　どうやらここは病院のようだ。見渡すと、真っ白な部屋に、知らないベッドがいくつか見えた。

　しばらくすると真澄が白衣を着た医者らしき人を呼んで戻ってきた。

　医者は事情を説明してくれた。

　どうやら俺は学校で気を失ってしまったらしい。貧血だったと言われた。

　倒れた時に左腕の打ち所が悪かったのか出血してしまったらしく、しばらく経たっても目覚めない上に、ぱっと見出血がひどかったので、星ほし野の先生は救急車を呼び、俺は病院に搬はん送そうされたらしい。

　幸いなことに左腕の擦り傷もそんなにひどいものでもなく、包帯を巻かれていたが数日で治るとのことらしい。

　本当は天使が放った得体の知れない光球がぶつかった痛みが原因で意識を失ったのだが、説明しても仕方無いのでそこら辺は黙っていた。

　みんな天使から魂たましいを抜かれている間の記憶は無かったのか、あえて医者には伝えなかったのか、あの出来事について言及されることは無かった。恐らく前者だろう。そうでなかったら、もっと色々問題になっているはずだ。

　時計を見ると夜七時を回っていた。二、三時間俺は意識を失っていたらしい。

「治療はしておきましたから帰っても大丈夫ですが、念のため入院しておきますか？」

　医者はそう言った。

　俺は辺りを見渡した。天使の姿はどこにも無かった。

「いえ、帰ります。明日やらなきゃいけないことがあるので」

　寝ている場合じゃ無い。

　家に帰って明日演説する内容をしっかり考えなくては。

　もしかしたら人生最後のイベントになるかもしれないのだから。

　俺はベッドから出て、立ち上がる。一瞬ふらりとよろめいたが、横にいる真澄が俺の右肩を支えた。

「なにやってるの。しっかり立ちなさいよ」

　真澄はいつもの調子に戻っていた。転びそうになった俺を支えた後、ぶっきらぼうに突き放す。

「あんた、やらなきゃいけないことあるんでしょ。そんなんでどうするの」

　真ま澄すみはそう言うと、俺の鞄かばんを持った。

「そうだな。ありがとな」

「別にいい」

　真澄はそっぽを向いて入り口まで歩いて行く。やはり、その時の表情を読み取ることはできない。

　でも、いつかと違ってその足取りは、少しだけ軽いように思えた。

「ほら、行こう」

　真澄は小さく医者に礼を言うと、俺を促して病室から出て行った。

　俺も同じように礼を言って、病院を後にした。





　　＊






　その日の夜、俺が病院に運ばれたと知らせが入ったせいか、親が一週間の出張を切り上げて家に帰ってきた。

「本当にもう大丈夫なのか。痛くないか」と両親はめちゃくちゃ心配していた。

　たぶん春にも似たようなことがあったせいだろう。親は俺の怪け我がをちょっと過敏なほど気にしているフシがある。

「明日は学校休みなさい」

　両親はそう言ってきたけど、ゴネにゴネた結果、午前中だけゆっくり休んで午後から学校に行くことになった。ロングホームルームは五時間目の授業後なのでギリギリ何とかなる。

　部屋に戻ると、天使がしおらしく座っていた。

「勇ゆう人とさん、お体は大丈夫ですか……」

「なんだよ、らしくないな」

　実際この前普通に殺そうとしていたじゃないか。

　まぁ、天使がこうしている理由も何となく分かる。今殺してしまったら、俺はきっと後悔し続けると考えているのだろう。

　ただ、いつもと様子が違うので調子が狂う。

「別に怒ってないからいつも通りでいいよ」

「あ、大丈夫です。勇人さんが怒る怒らないはそんなに気にしてませんから」

　天使はばっさりそう言った。

　何だよ。気を遣って損をしたじゃねぇか。少しは気にしろよ。

「ただ、私がやったことは、もしかしたら勇ゆう人とさんの幸せに繋つながるものじゃないかもしれないって。……そう思ってしまったのです」

　天使は俯うつむいて、床を見つめた。

　暫しばらく沈ちん黙もくが流れる。その間俺は、以前天使が言った言葉を含めて、その真意を考えていた。

　やはり、天使が言っている言葉の真意は読み取れない。天使が何をそれほどまでに後悔しているのか、それを知るにはヒントが足りなすぎる。

　言うべきことを探していると、先に天使が口を開いた。

「私、勇人さんの邪魔にならないよう今日はどこかに行っていますね」

　天使はするりと窓をすり抜ける。

「どうか、明日は頑張って下さい」

　天使はそう言い残し、どこかに行ってしまった。

　その日は深夜までずっと、俺は明日言うべきことを考えていた。



















　翌日の昼までベッドで横になり、十二時を回ったところで俺は学校に行く支度を始める。鞄かばんに五時間目の教科書だけ詰め込んで部屋を出た。

「送っていこうか」

　その日仕事を休んだ母さんは心配そうにそう言ったが、俺はそれを断り、一人で学校に向かった。

　毎日通る道のりではバス停まで数分だが、この日は少しだけ遠回りをした。今日はそんな気分だった。

　そうする必要は無かった。でも、俺はそうしたいと思ったのだ。

　しばらく歩いていくと、いつか観みた景色が広がる。

　天使と出会った交差点にたどり着いた。

　交差点を眺めると、やはり事故の記憶が蘇よみがえってくる。それでも俺は、ここを通らなければならない。

　帰り道にこの交差点を使ったことは一度だけあるが、学校に向かう時にここを通るのは今日で二回目だ。あの日不思議な女の子を庇かばって車に轢ひかれてからは一度も登校中に使ったことは無い。

　そういえばあの女の子と事故以降は一切会ったことは無い。あの事故の後、煙のように消えてしまったのだ。その後すぐに俺の元に駆けつけた渚なぎさも、そんな女の子を見た記憶は無いと言っていた。

　交差点の中央に佇たたずんでいた女の子が本当に存在したのかどうかすら、今では定さだかでは無い。

　交差点の半ばに差し掛かったところで俺は歩みを止めた。そこは以前俺が車に轢かれたちょうどその位置だ。

　道路の中央には誰もいない。そもそもこの時間は人通りが少ないのだろう。交差点の近くには俺以外人影すら無い。

　もしかしたら、ここを通るのは今日で最後になるかもしれない。

　そう思うと何だか少しだけ寂しくなった。

　辺りを見渡すと、桜さくらの木は緑色に染まっていた。いくつもの桜の木が連なるように並んでいて、それはそれで壮観だった。

　ここを通る時、ゆっくり辺りを眺めるなんてしたこと無かったな。

　天使と出会った時も、入学式の日も、そんな余裕は無かった。

　きっと春になると綺き麗れいな桜さくらが咲くのだろう。それを見たいと、俺は心から思った。

　どうかその願いが叶かないますように。

　心の中で小さくそう呟つぶやくと、俺はバス停に向かって歩き出した。
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　五時間目のチャイムが鳴ると同時に教室に入ると、いつものような視線が突き刺さった。昨日は色々あったけど、やはり何も変わっていない。

　恐らくみんな昨日の記憶が無いのだろう。相変わらずその視線は辛つらい物があるが、それはそれでほっとする。天使がいるなんて説明できるわけ無いしな。

　五時間目は国語の時間だったので、教きよう壇だんの上で担任の星ほし野の先生が黒板に板ばん書しよをしていた。

　先生は俺を見ると、驚いたような顔をする。

「黒くろ木き君、大丈夫だったのね。今日くらい休んだら良いのに。も～、昨日は心配したのよ、急に倒れちゃって」

「すんません。迷惑かけました」

　謝罪の言葉を述べ、席に戻る。

　ちらりと渚なぎさの方を見ると、心底心配そうな顔で俺を見ていた。果たして渚は昨日のことをどれだけ覚えているのだろうか。

　多分一瞬で魂たましいを抜かれた他の生徒や星野先生と違って、渚だけは俺が天使と話している姿を見てしまっていた。あの姿を見て渚は何を思ったのだろうか。

　……全く想像ができない。多分だけど、気が狂ったとか思っていた気がする。俺だって、急に知らない人が何も無い空間に向かって話しかけたらそう思う。

　どうか渚が昨日のことが全すべて夢だったみたいな解かい釈しやくをしていることを願うのみだ。

　そんなことを考えながら席に座る。

　席に座る瞬間、前方に座っているさくらと目が合った。

　そういえば魂状態とは言えあんなことがあったんだ。さくらも昨日のことを覚えているかもしれない。さくらの表情からも、やはり何も読み取ることはできない。

　すぐにさくらは俺から目を逸そらした。

　国語の授業の内容はほとんど頭に入ってこなかった。

　次のロングホームルームに全てがかかっていると思うと、気が気じゃなかった。

　終わって欲しいような、終わって欲しくないような、複雑な気持ちで授業を聞いていたせいだろうか。

　授時間の前半は一瞬で過ぎ去り、後半になるにつれて時間の流れが遅くなっていくような気がした。

　そして、授業終了のチャイムが鳴った。

　一〇分の休み時間の後に俺の演説が始まる。これが最後のチャンスだ。

　これが成功したところで、その後に続くかどうかも分からない。たぶん、演説が成功したところで婚約破は棄きに繋つなげるのはかなり厳しいだろう。

　それでも、これが俺に残された、最後の蜘く蛛もの糸だった。

「はいはーい、それじゃあホームルーム始めます。最初はクラス委員決めね。ほらほら、みんな席について～」

　星ほし野の先生が教きよう壇だんの上でパンと手を叩たたいた。

　教室のざわつきが収まり、皆各々の席に戻っていった。

「真ま弓ゆみさんは先週みんなの前で抱ほう負ふとか言っちゃったから、今日は黒くろ木き君に何か言って貰もらうね」

　星野先生がそう言うと、教室のざわつきが一気に消えた。俺のことをチラ見する人もいた。実際に目が合うと、途と端たんにその人は目を逸そらす。

「それじゃあ黒木君、前に出てきて～」

　星野先生に促されるままに俺は教壇に歩いて行く。ひそひそ声が少し聞こえたが、もう気にしない。

　教壇に立って、俺は教室中を見渡した。

　胡う乱ろんそうな目で見つめる人、敵意のこもった目で見つめる人、無関心そうに見つめる人。色々な視線がそこにあった。そして、たった一人だが心配そうな目で見つめる人も。

　そして、教室の最さい奥おうには、天使の姿があった。俺と目が合うと、天使はぶんぶん手を振ふった。いつもと変わらない様子だ。

　それを見て、少しだけ緊張がほぐれた。

　すぅと息を吸い、俺は言葉を発した。
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「えっと、まずこんな話からするのはどうかと思いますが、今までの俺は、お世辞にもクラスに馴な染じめていたとは思えません。色々あって、一学期の最初は学校にあまり来れていなかったし、そのせいで俺がどういう人間なのか分かってない人も多いと思います」

　少しだけクラスがざわめいたが、気にせず続ける。

「だからそんな俺が委員長に立候補することを聞いて、皆はびっくりしたと思います。それくらいおかしなことだというのは俺も分かっています。俺は四月の頭に事故に遭あっちゃって、それが原因で好きだった野球ができなくなって、自じ暴ぼう自じ棄きになって。今までずっと、『人生とか、本当にくだらねーな』なんて思って、死んだように毎日を過ごしていました」

　天使と出会う前、俺はずっとそう思っていた。

　人生なんかくだらない。クソゲーだって。こんなクソゲー、早く終わればいいのにって。

　そう自分に言い聞かせることで、現実を直視しないことで、俺はかろうじて自我を保っていたのだ。

「だけどある日、どうしてもやらなくちゃいけないことができて、それを解決するために俺はクラス委員長に立候補しました。どうしてそうしなくちゃいけないのか、それは説明できません。いや、俺はあまり口がうまくないので、皆にそれをうまく説明することができないだけです。だけどそれは俺にとって、本当に切実なことなんです。それを解決するために、精一杯やったつもりだったけど、全部うまくいかなくて、それで……」

　言葉が続かない。何を言ったらいいのか、何を言うべきなのか、頭の中でぐるぐる渦うず巻まいていて言語化できない。だめだ、うまく話せない。焦りだけが心の中に積もっていく。

「あーダメだ、うまく言えねぇ」













　ちらりと天使の方を見ると、ぎゅっと手を握りしめて、真剣に俺の話を聞いていた。

　渚なぎさも、心配そうな顔で俺のことを見つめていた。

　俺は、この二人に随ずい分ぶん救われてきた。

　きっかけを与えてくれた天使にも、決して俺を拒絶すること無く、いつも心配していた渚にも。本当に心の底から感謝していた。

　もう一度大きく息を吸い、

「でも、そんなダメダメな俺のために行動してくれた奴やつもいたんだ。そのやり方はちょっと強引だったり、うまくいかなかったりもしたんだけど。それでも、俺は感謝している」

　正直に、飾らない言葉でそう言った。

「こんなに一生懸けん命めいに何かに取り組んだのは久しぶりだった。この数日間は、めちゃくちゃ充実していた。多分これがダメだったらきっと、もう次は無いと思う。まだやりたいことがめちゃくちゃあるんだ。精一杯、クラスのために頑張るから。だから……」




「俺がもう一度人生をやり直すための、最初で最後のチャンスを与えてくれ」




　お願いします、と最後に言って、俺は深々と頭を下げた。

　もしかしたら皆には伝わらなかったかもしれない。クラス委員長を決めるための演説としてはまったくもって不出来なものだったかもしれない。

　でもこれが、今の俺が考えつく、精一杯の言葉だった。

　演説が終わっても、教室を見渡すことはしなかった。

　俺は静かに自分の席に戻った。

「それじゃあ、みんな手元の紙にどっちかの名前書いてね～」

　星ほし野の先生がそう言うと、当事者である俺と渚以外の全員に行き渡った紙に、みんな各々名前を書いていった。その光景を、祈るように見守った。

　数分後に紙は回収され、クラスメイトの手で開票されていく。

　黒板には俺と渚の名前が書かれていた。その名前の下にそれぞれスペースがあり、そこに開票結果が示されていくらしい。

　封を開けるたびに、黒板に正の字が書かれていった。

　俺はその経過を見ることはできなかった。

　祈るように、目を瞑つぶって全すべての結果が出るのを待った。

　どうか、どうか。お願いします。そうやって、いるかどうかも分からない神様に願った。

「あれ？　これ誰の名前も書いてないね」

　前の方からそんな声が響く。

「無効票だけど、うーん。とりあえずこれはキープで」

　なにやらアクシデントがあったらしいが、目を開く気にはなれない。そうしたら目の前には俺の生死決定表が広がっている。とてもじゃないけど経過を見る気にはなれない。

　俺にできることはただ、結果を待つことだけだ。

　しばらくして、かつかつと黒板を叩たたくチョークの音が止まった。

　音が止まると共に、意を決して俺は顔を上げた。




　俺の名前の下は空白で、一の字すら書かれていなかった。




「勇ゆう人とさん」

　いつの間にか横に来た天使が、不安そうに俺を見つめる。

　その天使に向かって、俺は小さく、誰にも聞こえないくらいの声で呟つぶやいた。

「最後までやらせてくれてありがとな」

　そう言って、強がるように笑った。
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　ロングホームルームが終わると、皆忙しいのか教室から出て行った。ただ、俺は出て行く気にはなれなかった。

　野球部のグラウンド工事もすっかり終わったのか、外からは大きなかけ声が響いていた。

　もう一度黒板を見渡す。やはり、俺の名前の下には何も無い。

　当選しなくても、もし一票でも入っていれば、その人をどうにかこうにか探し当てて事情を説明しようとしていた。だけど、それも叶かないそうにない。

　完敗だよ。最後までダメダメだ。全然うまくいかなかった。

「あーあ、もうすぐ死ぬのか」

　俺はそう呟いた。不思議なほどあっさりと自分の死を受け入れることができた。やれるだけのことをやったからだろうか、多分俺の顔は随ずい分ぶんとスッキリしていたはずだ。

　天使は寂しそうに、そんな俺を見つめていた。

　なんだよ、もう少し喜んだっていいじゃねぇか。俺と結婚したいんだったら、これが最良の結果だろ。

「勇人さん、最後に思い残すことはありますか」

　正直なところ、思い残すことは結構あった。

　藤ふじ浪なみにちゃんとした礼も言えてないし、親にだって別れを言っていない。渚なぎさにだって、言わなくちゃいけないことがある。

　でも、それら全すべてを叶かなえたところで、俺の後悔は無くならないだろう。

　窓からは野球部のグラウンドが見えた。藤浪が声を出しながらランニングをしていた。

　渚の姿は見えないが、たぶんマネージャーの仕事をしているのだろう。

　俺が本当にやりたいこと。

　もう一度だけでいいから、あのマウンドに立つこと。そして、もう一度でいいから野球をやりたかった。

　たとえ俺がこのまま生きていたとしても、これは叶わぬ願いだ。だから、この願いは言うべきじゃない。言ったところで意味は無い。

　だから俺は天使の言葉に答えること無く、ただ小さく笑った。

　がらりとドアが開く音が教室に響いた。昨日のように、そこには体操服姿の渚がいた。

「ゆーちゃん、まだ帰っていなかったんだね」

　よかった、と小さく漏もらし、渚はこちらに向かって歩いてくる。

「渚、部活は？」

「えっとね、教室に忘れ物しちゃったから取りに戻ってきたの」

　渚はそう言ったが、自分の机に戻る様子は無い。その場でなにやら言いたそうにもじもじしていた。

「どうしたんだよ」

「えっと、その……」

　渚は何かを言おうとするも、やはり何も言ってこない。最近分かったが、こいつがこんな態度を取るのは、決まって俺との距離を測りかねている時だ。

　きっと、さっきの結果で俺が落ち込んでいると思っているのだろう。もしくは自分のことを恨んでいるとか、そんなことを思っているのかもしれない。

　そんなはずあるわけないのにな。

「なぁ、渚」

　逆に、俺の方から渚に話しかける。渚は「は、はい！」と体をびくりとさせた。

「四月のこと覚えてるか」

「……うん。あの時は色々あったからね。全部覚えてるよ」

　渚は伏し目がちにそう言った。

「俺は車に轢ひかれちゃってさ、そんで肩壊しちゃって、入院してた時だ。渚はよく病院に来てくれたよな」

「そうだったね」

「そん時さ、落ち込んでいた俺を渚なぎさは精一杯励ましてくれたのに、俺はひどいことを言っちまった」

　四月一日から五月頭にかけて怪け我がで入院していた俺を、渚はたびたび見舞いに来てくれた。ただ、当時の俺は野球をできなくなってしまったショックで塞ふさぎ込んでいて、そんな渚を鬱うつ陶とうしく思っていた。

　誰とも話したくないなんてことを考えていたのだ。昨日屋上から逃げ出した時のように。俺は成長してねぇな。

　だから俺は「野球をやったこと無いお前に俺の気持ちなんか分からねぇよ」なんてことを言っちまったんだ。

　その時の渚の顔は今でも忘れられない。

　心の底から絶望したような、全すべてを諦あきらめたような、そんな暗い顔の後、渚は泣きそうな声で「ごめんね」と言い残して帰ってしまった。それから程なくして俺は退院したが、渚が見舞いに来たのはそれが最後だった。

　学校に戻ってからも、渚とはずっと気まずいままだった。渚も俺も、あの時の出来事から、お互いの距離感が全く分からなくなっていた。会っても軽い挨あい拶さつをするくらいだし、渚と会わないようにしようとも考えた。もっとも、渚は野球部のマネージャーをやっていて忙しかったし、俺は結局野球部に入ることも無かったので、俺が意識しなくとも次第に会う機会も減っていっただろうが。

　俺はその時のことを、ずっと後悔していた。

「いいよ、気にしないで。私、無神経だったよね」

「そんなことない」

　渚は全く悪くない。俺が弱かったから、だから渚を傷つけちまったんだ。

「あの時のこと、俺はずっと謝りたかったんだ」

　そして、俺は頭を下げ、

「あの時はごめん」

　ようやく言えた。

　胸のつかえが取れた気がした。

　こんなの自己満足なのだろう。たぶんそうだ。

　俺が謝ったところで、許して貰もらえるなんて都合のいいことは思っちゃいない。だけど、それでいい。

　これで一つ、思い残すことは無くなった。

　その言葉を聞いて渚は顔を上げ、驚いたような顔を見せた。こんなこと言われると思ってもいなかったのだろう。そりゃそうだ。俺だってこんな恥ずかしいこと、今日で死ななけりゃ言えたかどうか分からない。

　こんな事言えたのは、ある意味天使のおかげなのかもしれない。

　少しだけ間を置くと、渚なぎさは柔らかく微笑ほほえんで、

「ありがとう」

　そう言った。

　渚はやっぱり、俺なんかより遙はるかにできた奴やつだ。俺じゃあこんな返しはできない。礼を言いたいのは俺の方だ。

「ねぇ、ゆーちゃん」

　渚は俺のことを真まっ直すぐ見つめた。渚はさっきとは違って、もうオドオドしてなんかいなかった。

「さっきの演説、格かつ好こ良かったよ」

　そう言って黒板の方に歩いて行く。

「皆はよく分からなかったかもしれないけど、私は分かったよ」

　黒板消しを持って、渚は自分の名前の下に書かれた正の字を全すべて消した。

「ねぇ、ゆーちゃん。私が昨日見た夢のお話聞いて貰もらってもいい？」

「……ああ」

　渚は黒板の方を向いたまま語り始める。

「昨日ね、いつか忘れたけど、夢を見たの。……よく覚えてないんだけどね、ゆーちゃんが私を助けてくれる夢。その時のゆーちゃんも、すっごく格好良かったよ」

　それは夢じゃない。だけど、俺は何も言わなかった。

　渚はチョークを持って、黒板に書かれた俺の名前の下に一の文字を書いた。渚はそのまま黒板の方を向きながら語り続ける。

「ゆーちゃんがピッチャーをやってた頃のこと、覚えてるかな。関東大会の予選だけど、絶対勝てないって皆から言われてたよね。だけど、ゆーちゃん負けるもんかって全力で投げて、それで勝って。全国大会にも行けて、そこでも勝ち進んで。私達の引退、随ずい分ぶん伸ばしてくれたよね」

「……ああ、そうだったな」

「どんな難しいことがあっても、ゆーちゃんはいつだって全力でぶつかって、それを乗り越えちゃう。ゆーちゃんはそういう人だよね。……それはきっと、今だって変わってない」

　チョークを置き、渚なぎさは振ふり返った。

「ゆーちゃんは、いつだって。……いまだって、私のヒーローだよ」

　そう言って、渚は笑った。

　その言葉に、俺は少しだけ救われたんだ。





　　＊






　それから俺達はぽつりぽつりと昔話をした。

　俺と渚が出会った時のこと。

　少年野球で俺と藤ふじ浪なみが優勝した時のこと。

　中学時代の何気ない日常のこと。

　そうやって俺達は、半年間の溝みぞを埋めるように、色々と昔話をした。

　一〇分くらいだったけど、それは俺にとって、掛け替えのない時間だった。

　しばらくすると、二人の間での会話が途切れた。

　別にその沈ちん黙もくは苦じゃ無かった。心地よい静せい寂じやくがあたりに広がっていた。

　ふと、その時渚はハッと何かを思い出したような顔をする。渚は少しだけ俯うつむいて。

「一つだけ聞きたいことがあるんだけど、えっと、あの時屋上で言ってた事って……」

　渚がそう言ったところで、俺は意識的に話を逸そらす。

「そうだ、藤浪この前試合に出たらしいじゃんか」

　自分でも笑っちゃうくらい強引な話題転換だったけど、正直渚にはあのことを言いたくはなかった。自分でもよく分からないけど、それは説明しちゃいけない気がした。

「藤浪にさ、おめでとうって言っといてくれ。それと、俺がめちゃくちゃ感謝してたって伝えてくれると助かる。今こうやってここにいるのも、ある意味あいつのおかげかもしれねぇからな」

　あの日、藤浪と葵あおいさんと出会っていなかったら、きっと俺は途方に暮れたまま日々を過ごしていただろう。藤浪には感謝してもし足りない。

「自分で言わないの？」

「俺からも礼を言うけど、これから渚、部活戻るだろ。その時に、ついででいいから言っといてくれよ」

　嘘うそだ。たぶん俺が藤浪に会うことはもう二度と無い。

　それどころか、渚とこうやって話をするのもこれが最後だろう。

「それにさ、もしもだよ。もしもなんだけど、俺になんかあったら、真ま澄すみを元気づけてやってくれ。多分あいつ、俺のことそんなに好きじゃないと思うんだけど、それでも、もし俺がいなくなっちゃったら、多分少しは寂しがると思うからさ」

　渚なぎさになら任せられる。俺はそう確信していた。

「……ゆーちゃん。ゆーちゃんはいなくならないよね」

　俺はそう言った渚の顔を見ることができなかった。窓の外を眺め、気丈に振ふる舞うよう努つとめた。

「ああ、もちろんだよ。けど、四月の事故みたいに人生何が起こるか分からないからな」

　苦しい言い訳だ。もしかしたら渚は全すべて気付いているのかもしれない。

　渚からは何も言葉は返ってこなかった。

　教室の中に静せい寂じやくが戻る。

　俺は耐えきれず、渚から目を逸そらして外を眺める。

　窓から見えるグラウンドでは野球部がランニングを終え、準備体操をしていた。

　この光景を見るのも、これで最後だ。心から寂しいとは思う。だけど、仕方ない。約束だ。

「渚、そろそろ部活戻らなくていいのか？」

　忘れ物を取りに戻ったにしては、もう二〇分くらい経たっていた。こんなに長くいたらサボりだと思われてしまうだろう。名な残ごり惜しいが、ここら辺で話は打ち切った方がいい。

　俺のその言葉に、渚は何も答えなかった。

　ただ、しばらくすると、振り絞るような声で渚は言った。

「ゆーちゃん、こっち向いて」

　言われるがままに振り向くと、渚は俺の手を取って、

　自分の胸にあてがった。

　そして、渚は呆ぼう然ぜんと固まっている俺に近づき、

　目を瞑つぶって頬ほおにキスをした。

　渚の顔を見ると、渚の頬がリンゴみたいに真っ赤に染まっている。

　耳まで赤くなってていて、いまにも湯気が出てきそうだった。

「ゆ、ゆーちゃん、すっごく頑張ってきたから。えっと、だから、ご褒美！　わたし部活戻る！」

　渚は真っ赤な顔でそう言って、後ろを向き、ぱたぱたと走って行った。

　途中で渚ははっと途中で思い出したように自分の席に戻り、下を向いて小さく叫ぶ。

「わ、忘れ物しちゃった！」

　そう言うと渚は机の中から荷物を取りだした。その際にちょっと目が合ったけど、目が合った途と端たん、目をぐるぐるさせながらさらに渚なぎさの顔が赤くなった。













　去り際、何も無いところで小さく転びそうになりながらも、渚はどうにか堪こらえていた。渚はぱたぱた足音を響かせながらそのまま駆け足で教室から出て行った。

　俺は何も言えず、その姿を呆ぼう然ぜんと見送っていた。

　これってもしかして。

　婚約破は棄きの条件、達成してねぇか。

　全く実感が湧わかなかった。本当にこれでいいのか。

　確認しようと、辺りを見渡し天使の姿を探す。

　だけど、天使の姿はもうどこにも無かった。



















　それからしばらく経たっても天使は戻ってこなかった。だから婚約破は棄きが成功したか、それとも保留中なのか、それは結局よく分からなかった。

　でも俺が今こうやって生きているということは、多分そういうことなのだろう。

　天使がいない部屋は夏休みの頃と全く同じなのに、何だか少しだけ広く感じた。

　土曜日は親と一緒にもう一度病院に行くことになった。

　擦り傷くらいで病院に戻るのは何だか恥ずかしかったけど、親がどうしてもと言うので、仕方なく行くことにした。

　まったく、過保護すぎる。もし俺が死んでたらどれだけ悲しんだろうか。

　病院に着いて、包帯を取り替える。包帯の下の傷跡の上にはカサブタができていて、もうほとんど治りかけだった。

「君は随ずい分ぶん回復が早いね。なかなか珍しいよ」

　なんて医者から言われた。両親は横でそれを聞いていて、ほっと胸を撫なで下ろしていた。

　両親はその日、昼飯に寿す司しを食べさせてくれた。そんなにめでたかったのかな。

　遠慮しがちに食べていたけど、どんどん注文をするから満腹になるまで食べてしまった。

　家に帰ると真ま澄すみがリビングのソファーに座ってテレビを見ていた。

　俺だけが寿司を食べたことを母さんから聞いて真澄は、

「さいあくっ！　あたしも食べたかった！」

　と地じ団だん駄だを踏んでいた。

　なんだかんだ言ってもまだ中学生なのだ。その子供っぽさに少しだけ何だか安心した。

　俺がその姿を笑っていると、ぶすーっとした顔で、真澄は俺の足を蹴けってきた。

　地味に痛い。

「痛ぇな。お前も来りゃ良かっただろ」

「何であたしがあんたの病院についていかなきゃいけないのよ」

　木曜日に俺が病院に運ばれた時は来てくれたじゃねぇか。こいつの基準が分からない。

　今日だって野球部の練習は無かったろうに。

　足をさすっていると、その姿を母さんはにこやかに見守っていた。母さん、頼むから止めてくれよ。

「あんた、あの『やらなくちゃいけないこと』うまくいったの」

　ソファーに戻った真澄は、テレビから目を離さず、俺に向かって質問を投げかけてきた。

「ん？　そんなこと言ったっけ」

「言った。病院で言ってた」

「まぁ、何とかって感じだったけどな。うまくいったよ」

「そう」

　短くそう言うと、真ま澄すみはそれ以上何も言ってこなかった。

　一体何を聞きたかったんだこいつは。やるべき事の内容すら俺は言ってないのに。

　やっぱり妹の考えていることはよく分からない。

　人間はやっぱりちょっとやそっとのことじゃわかり合えないんだろう。俺と真澄の間にある溝みぞもきっと、まだまだ埋めるには深すぎる。

　でも、そのうち分かる日は来るのだろう。そう俺は信じている。

　生きてさえいれば。きっと、いつか。
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　週明けの月曜日、少し早い時間に学校に向かった。何となく癖になっていた花か瓶びんの水の入れ替えをやろうと、授業開始一時間前に学校に着いた。

　校舎に入り、靴を履こうとすると下げ駄た箱ばこで部活に向かう渚なぎさと出会った。部活の途中なのか、いくつかポールのようなものを持っていた。

　渚は俺を見るや否や、熱でもあるかってくらいに顔を真っ赤にして、

「オ、オハヨー、ユーチャン」

　とロボットみたいにぎこちない動きで挨あい拶さつをしてきた。

「おう、おはよ」

　俺は短くそう返事をした。声が裏返りそうになったけど、多分大丈夫だろう。俺も思おもいの外ほか動揺している。

　正直先週のことを思い返すとめちゃくちゃ恥ずかしい。平静を保つので精一杯だ。

「キ、キョーハ、イイテンキダネ」

　今日は小雨が降ってたけど、何か渚はそんなこと言ってた。こらだめだ。

「雨降ってるぞ」

「ほ、ホントだ！　そうだね！　いい天気じゃ無いね！　ダメな天気だね！」

　渚はあわあわしながら訂正していた。

「じ、じゃあ私、部活のお手伝いやらなくちゃ！」

　渚はそう言って靴を履き替えようとするも、急いでいたせいか転びそうになる。

　反射的に俺は手を伸ばし、渚の背中を支えた。

「わっ、あぶねぇな。大丈夫か渚なぎさ」

　俺がそう言うと、渚は「ぴぃ」みたいな感じの何かよく分からない声を上げていた。そして渚はよろめきながら、「だいじょうびゅ……」と言って、今度はゆっくり靴を履いた。何かもう、どう考えても大丈夫に見えないのだが。

　ふらふらしながら渚はグラウンドに向かって歩いて行く。

「渚！」

　そんな渚に、後ろから声をかけた。

　渚が振ふり向くと同時に、

「ありがとな！」

　大声でそう言った。

　渚はその声を聞くと、顔を綻ほころばせて手を振り返した。

　そのまま渚は駆け足で部活に戻っていった。
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　その日、委員長になることができなかった俺を含め、他の委員決めも行った。

　俺は文化祭委員というよく分からない委員に配属された。

　そして、もう一人の文化祭委員にさくらが選ばれていた。

　黒板に名前を書かれた時、さくらの本名が「佐さ倉くら桜さくら」であることを初めて知った。ホントに俺はだめだ。

　でも、これから知っていけばいい。

　さくらは俺と委員が一緒になったときめちゃくちゃ文句を言うかと思ったが、特に何も言うことはなかった。どういう風の吹き回しだ。

「それじゃあ同じ委員の人はちょっと話し合っといてね～。何か先生疲れちゃった」

　委員が決まると、星ほし野の先生はそう言って机の上に突っ伏した。

　先週のことが関係しているのか知らないが、クラスにはぐったり疲れている人が目立った。委員ごとに固まり、今後の活動指針について書かれたプリントを元に各々話し合っていた。

　俺はというと、めちゃくちゃ気まずかった。

　なんたって、あれだけ色々と言われたさくらだ。会話なんてできるはずもない。

　当然のように俺たちの間には沈ちん黙もくが流れた。

　数分間俺とさくらは押し黙っていた。やっぱり気まずい。金曜日以降にさくらと話したことはないし、こいつが俺を嫌っているのはすでに分かっている。

「俺たちは文化祭始まるまでは特にやること無いから、話し合う必要も無いな」

　黙っていても仕方ないので、俺はそんな事務的な会話をしてこの気まずい会合を打ち切ろうとする。

　じゃあ、と言い残し、その場を去ろうとするとさくらが俺の上着の裾すそをつかんだ。

「ちょっと待ちなさいよ」

　さくらは伏し目がちに小さく呟つぶやいた。

　止められては仕方ないので、俺は席に戻る。

「なに」

　聞き返してもさくらは何も言ってこない。こいつ、何がやりたいんだ。全く分からねぇ。しばらくの間また無言が続いた。

　仕方ないのでさっきと同じように黙っていると、意を決したようにさくらは口を開いた。

「アンタの演説、あれって何だったの。意味分からなかったし」

　ダメ出しかよ。思い返すとあの演説、めちゃくちゃ恥ずかしいんだよ。言わないでくれ。具体的なことは何一つとして言ってないし、何か俺の身の上話みたいになってたし。

　たぶん渚なぎさと天使くらいにしか伝わってなかったはずだ。

　あんなの、みんなの前で言うことでもなかった。

「気にしないでくれ。あれは忘れてくれ」

　俺は恥ずかしさからさくらの顔を見ることはできなかった。

「……わかった」

「じゃあ俺もう行くぞ」

　早いところ立ち去ろう。こいつは俺のこと嫌いなんだから、早いとこ離れたいだろう。

　もう一度、さくらは俺を呼び止める。

「あ、ちょっと……」

「ん？　どうした」

「ううん、やっぱなんでもない。じゃあ、これからよろしく」

　よろしく、なんてこいつの口から聞けるとは思わなかった。たぶん先生も見ているし、仕方なくなのだろうけれども、それでもなんか変な感じだ。

「おお、よろしくな」

　戸惑いながらも、俺も同じように返した。

「それと……」

　さくらが最後に何か言いかけた時、ちょうどチャイムが鳴った。

「はいそれじゃあみんな元の席に戻ってねー」

　チャイムが鳴るとともに星ほし野の先生の言葉が教室中に響き、さくらの言葉をかき消した。

　俺を見ること無く、さくらはすぐに自分の席に戻っていった。

　だから俺は、さくらが最後に何を言おうとしたのかは分からない。

　だけどその時のさくらの目は、以前と違って、ほんの少しだけ温度があるように思えた。




　そういえばあの時の無効票、結局誰のものだったのだろうか。

　あの一票だけは、俺のことを否定していなかった。

　もしかしたら書き損じただけかもしれないけど。

　きっと他人の言葉なんかじゃ人は動かせないんだろうけど。

　それでも、もしかしたら──

　……今日くらいはそんな夢を見たって、別にいいだろう。
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　学校が終わるとすぐ、俺は一人帰き路ろについた。

　帰り道の途中、ふらりと寄り道をすることにした。

　最近慌ただしくて、寄り道なんてしたことが無かったから、なんだかこんなのも久しぶりだ。

　黒歴史ナンパをした駅近くのショッピングモールをぶらぶらする。高校に入ってからあまりここに来たことは無かったが、中学の頃はよく藤ふじ浪なみと遊びに来ていた。

　その頃とは少しだけ店の並びが違っていて、時間の流れが感じられた。

　以前あったシルバーアクセサリーやらよく分からない指輪やらを売っていた店が潰つぶれて、そこが楽器屋さんになっていた。

　ふと中を覗のぞくと、ギターやベースやドラムなどが、所ところ狭せましと並んでいる。

　そして、その最さい奥おうに大きなグランドピアノが一つあった。そう言えばあの時、天使は結局グランドピアノに近付くことができなかったんだよな。

　今ならガラスを割ること無く近づける。あいつもまぁ、結構喜ぶんじゃねぇのかな。

　そして、俺はふと後ろを振ふり返る。

　当然のように天使の姿はそこに無かった。

　ああ、そうだ。忘れてた、あいつ、もういねぇんだ。

　なんだか天使がいないと調子が狂う。

　いつもならここで、目をきらきらさせて『わー、グランドピアノですね！　すごい！　勇ゆう人とさんありがとうございます、愛してます！』なんて言ってきただろう。

　でも、もう天使の言葉を聞くことはきっとできないのだ。

　思い返すと、あいつのおかげで俺は少しだけ前に進むことができたのだ。

　気は合わなかったし、価値観も考え方も違ったし、それに俺を殺そうとしてきた。

　考えようによっては最悪の天てん災さいだったけど、俺はそんな天使に助けられたのだ。

　認めたくなかったけど、渚なぎさと仲直りできたのも、全部天使のおかげだ。

　ありがとな。

　俺は誰もいない宙に向かって小さく独り言をつぶやいた。




「いえいえ、どういたしまして」




　横を見ると普通に天使がいた。

　うん？

　あれ？

　おかしいな、幻想かな、幻想だよね、幻想であって欲しいなぁ。

「ようやく勇人さん、私のこと認めてくれたのですね。嬉うれしい！」

　本物だった。まごう事なき本物。

　羽を大きくぱたぱたさせ、天使は子犬みたいに喜びを表現していた。

「いやいやいや、何でおまえここにいるの」

「え？　そりゃいますよ。最初に言ったじゃないですか『天界で許嫁いいなずけと結婚するのが嫌だから観光ついでに下界に降りてきた』って」

「ま、まぁ確かに言ったけど……」

「勇人さんに婚約破は棄きされちゃいましたけど、まだ普通に観光はしますよ。天界に戻りたくないですからね」

「じゃあ何で俺の前から消えたの？」

「最近読んだ本に書いてあったんですよ。押してもダメなら引いてみろって。勇人さん、私がいなくて寂しかったでしょう。もう、素直になってしまっていいんですよ」

「えー……。なにそれ」

　さっきの気持ちを返してくれ。

　ふと天使の手を見ると、何か本のようなものを持っていた。多分天使に触れているので周りには見えていない気がするんだけど……。

「なんだよそれ」

「これ、おすすめデートスポット一覧ですよ」

「何でおまえがそんなの持ってるの」

「勇ゆう人とさんに婚約破は棄きされちゃいましたので、今度はしっかり結婚して貰もらうためにまずは恋人になろうかと。そのために最高のデートスポットを探していたのです。ほらほら、今は東京スカイツリーが熱いそうですよ！」

「再婚約できるの!?」

　できるとしたら俺のこれまでの苦労は何だったんだよ。

「婚約の契約はもうできませんけど、勇人さんが死んだら結局天界に来るので、その時結婚してもらおうかなと。最近の流行の自由恋愛ですよ、自由恋愛」

「じゃあ、今までお前がそんなに必死になってなかったのは……」

「婚約はそんなに契約強くないですからね。結局は本人の気持ち次第ということなのです。えへへ」

「マジかよ」

　それじゃあどっちに転んでもやっぱりこいつと結婚することになるのかよ。

　やられた。もう何度目だよ。こいつ。

　俺はまだこいつと一緒にいなくちゃいけないのか。

　さっき言ったことを取り消させてくれ。寂しくないし、早くこいつと離れたい。俺は大きなため息をついてショッピングモールを後にした。

　しばらく歩いていたらふと、俺はあの時の夢を思い出した。

　四月の事故の時、俺が助けた女の子。あれ以降あの女の子に会ったことは無い。本当に、忽こつ然ぜんとあの場から消え去ってしまったらしい。

　あれが夢の中の出来事じゃ無かったのなら。

　それなら、もしかしたら。

「なぁ、ずっと前に俺たち会ったことあるんじゃないか」

　天使はもしかしたら、俺が思っていたよりもずっとずっと、色々考えてきたのかもしれない。

　俺はその答えを知ろうと、天使に問いかけた。

「一週間前あの交差点でぶつかったのだって、もしかして偶然なんかじゃなくて──」

「勇人さん。それは勇人さんの幸せには関係ないことです」

　俺の言葉を遮さえぎり、天使は俺の口を押さえる。

「でも、そうですね。一つだけ」




『あの時はありがとうございました』




　そう言って、笑った。

　その笑顔はどんな人だって魅了してしまうような、そんなとても眩まぶしいものだった。

　その笑顔に、思わず俺は言葉を失った。

　天使はその笑顔で真まっ直すぐ俺を見つめ、

「今は、これ以上は秘密です」

　ただ一言そういって、小悪魔みたいに笑った。

　きっとこの世界のどこにも、この光景を表す言葉は存在しないのだろう。

　だから俺は、何も言えなかった。

　ただただ、その姿に見とれてしまったのだ。

　その時、強い風が辺りを通り抜けた。瞳ひとみに風があたり、俺は一瞬目を閉じた。

　瞬きをするその刹せつ那な、確かにそこにはあの時交差点にいた女の子の姿があった。この世界のものでは無いような、そんな女の子が確かにそこにはいた。

　目を開くと、その姿は消えていた。そこにはいつもの天使の姿があった。













「お前、その姿」

「どうしたんですか？」

「……いや、何でも無い」

　いつかきっと、こいつは言ってくれるのだろう。本当にその答えが必要な時に。

　なんたって、こいつの行動原理はいつだって一つだからな。

　俺の言葉を聞くと、天使はいつものような表情に戻り、

「何か色々知りたいんだったらデートしましょう！　私スカイツリーに行きたいです！」

　にこにこしながらそう言った。

「それならじゃあ別にいいや」

「えー、一緒に行きましょうよ。デートしましょう」

「でもなぁ」

「行きましょうよ。東京スカイツリー、すごい高いらしいですよ。あそこから落ちれば一発で天界にいけますよ」

「絶対行かねぇ」

「嘘うそです嘘です、普通に観光に行きましょう」

　天使は慌ててそう言った。

「落とさないと約束するな？」

「絶対に落としません。大丈夫です」

「分かった。じゃあ、行くか」

「はい！」

　そう返事した天使の手を取り、俺は歩き出した。

「ゆ、勇ゆう人とさん、その、お手々が……」

　急に手を取られたので、天使は頬ほおを染めながら言葉に詰まっていた。こいつ、自分からいく時は調子いいけど、攻められると弱いのな。ざまぁみろ。

　寛かん大だいな俺は、自分を殺そうとした相手と一緒にスカイツリーに向かっている。

　まぁ、一回くらい行ってもいいだろう。

　それくらいの事を、こいつはやってくれた。

　絶対こいつには言わないけど、今のうちに少しだけ借りを返しとこうじゃないか。




　これからずっと、俺の人生は続いていく。

　その過程で俺は色んな経験をして、何度も傷つくのだろう。

　でもきっとそれは思い出として薄れていくのだ。

　今はもう中学時代の栄光が思い出になってしまったように、辛つらかった日々も同様に風化していく。

　傷ついて、忘れて。また傷ついて、それでまた忘れて。

　きっと、今俺が抱えていることだって「くだらねぇことで悩んでいたな」と笑い飛ばせる日が来るのだろう。

　来てしまうのだろう。

　だけど、それでも。

　こうやって、もう一度前に向かって歩き出すきっかけになったこの数日間のことを。




　俺はきっと忘れないだろう。











ＥＮＤ







あとがき







　皆様お久しぶりです。もしくは初めまして。からてと申します。

　前作である『マカロン大好きな女の子がどうにかこうにか千年生き続けるお話。』から一年とちょっとぶりの刊行になります。かなり期間が空いてしまいましたが、手にとって頂き、誠にありがとうございます。

　今回も挿絵を描いてくれたわんにゃんぷーさん、担当編集のＹさん、校正さん、印刷所の方々、そしてアイディアが出ないときに相談に乗ってくれたＫさんとＳさん、ありがとうございます。感謝してもし足りません。

　本当にありがとうございます。

　と、ここまで書いたところでなんと八ページ半もあとがきのスペースが残ってしまいました。どうして今回はこんなにあとがきが長いのでしょうか。正直わけが分かりません。誰か助けてください。

　以下、どうしようもないので僕の日常を掌編にしてみました。本編に目を通した後に読んで頂けたら幸いです。







　この物語の主人公の名前はからてさん。天井の染みを眺める仕事をしている傍かたわら、ライトノベルを書いている一二歳の美少女小学生です。今日は新作のプロットができたので担当編集さんとの打ち合わせにやってきています。

「どうですか、新作のプロット。私的にはかなり面白いのができたと思うのですが！」

　面と向かっているのは担当編集のＹさん。金髪の美少女で業務の最中はずっとお菓子を食べているらしいです。好きなお菓子は砂すな肝ぎも。

「うーん」

「どうしたんですかそんな渋い顔して」

「からてさん、このお話自分ではどう思いますか？」

「えっと、かなり私の好きなお話になったと思います！　トラウマと向き合っていくお話って私大好きなんですよね。それに、キャラクターもいい子たちができたと思います。黒くろ木き君は見た目こそ怖いけど根は優しい人ですし、天使ちゃんもかなり変なところありますけど自分なりの考えを持っている強い子です。渚なぎさちゃんはあわあわしていて可愛かわいいし、さくらちゃんはギャルなので好きです。これはいけますよね、絶対売れますよね！　これならきっとアニメ化もしますよね！」

「弱い」

「え？」

「からてさん、このお話には決定的に欠けているものがひとつあるわ。何だと思う？」

「えっと……。なんでしょう。わかりません」

「それはね、ハードボイルドさ。そしてパンチの強さよ」

「二つですね。普通に複数出てきましたね」

「さらに言えば客観性も欠けているわ」

「最初にひとつと限定した意味あったんですかね。ぼろぼろ欠点出てきますね」

「からてさん、○ＮＥ ＰＩＥＣＥ読んだことある？」

「他社の作品ですが、伏せるのそこじゃあぎりぎり名称隠せてませんよね。まぁ、読んだことくらいありますよ。国民的作品ですし」

「○ＮＥ ＰＩＥＣＥに出てくるシャンクスや白ひげ格好いいでしょ」

「確かに格好いいですが」

「人気ライトノベルのＳＡ○にも一巻の段階で格好いいおっさんキャラ出てくるでしょ」

「いい加減怒られますよ」

「つまり、あたしの言いたいのはこういうことよ。渋く格好いいキャラを出すことで年上好きの人たちを読者として取り込むの。そういった新たなターゲット層を切り開くことが今後ライトノベル作家として生き残っていく上で重要になってくるのよ」

「そうなのかなぁ」

「からてさん、あなたの作品に渋いおっさんキャラは出てこないでしょう」

「確かにおっさんキャラはでてこないですね……。そもそも舞台が高校ですし、なかなか渋いおっさんは出しにくいかなぁとは思いますが」

「からてさん、変えましょう」

「な、何をですか」

「天使ちゃん、おっさんに変えましょう」

「ええ!?　天使ちゃんをですか？」

「田た所どころさん。四六歳の子持ちのおじさん。昨年妻に逃げられた。好きな飲み物は芋焼酎。最近加齢臭がひどくなってきており、娘に避けられがち」

「急に何言ってるんですか！　もしかしてそれ天使ちゃんの代替キャラですか？」

「はい」

「はいじゃないが！」

「えー、ぜったい面白いのに」

「いやいや、なんで金髪巨乳キャラを加齢臭のするおっさんにしなくちゃいけないのですか。私は嫌ですよ！　絶対嫌ですからね！」

「からてのばか!!」

　Ｙさんの平手がからてさんの頬にクリティカルヒットしました。からてさんは三メートルくらい吹き飛びました。

「え……？　いま私、何で平手打ちされたんですか？」

「ばかっ！　取とり敢あえず平手打ちをして感情的になることで物語を動かそうとしたのよ！　八ページはあとがきを書くのには長すぎるけど、物語を書くのには短すぎるの！　スピーディにいきましょう！」

「えー。なにそれ」

「でもあれね、正直天使ちゃんをおっさんキャラに変えただけじゃまだ弱いわね」

「テンションの差ひどいですね。まだなんかやるんですか」

「からてさんの作品に欠けているもう一つの点、それはパンチ力よ」

「パンチが弱いってことですね。うーんそうかなぁ」

「進○の巨人を見てみなさい。一巻の段階で人がぼろぼろ死ぬわ。神様の○うとおりやテラ○ォーマーズ、Ｇ○ＮＴＺやエ○フェンリートだってそうよ」

「もっとＫＡＤＯＫＡＷＡの作品を例に挙げた方が色々良くないですかね」

「そうやって人を殺しまくることで読者の感情をガシガシ揺さぶるの。そういった感情的パンチの強さは必須よ」

「確かにそうかもしれませんが、学園もので人を殺すのは無茶ではないですかね……」

「田た所どころさん」

「え？」

「田所さんを殺しましょう」

「た、田所さんを!?　というかすでに採用されていたんですねそのキャラ」

「田所さんは唯一学園という輪の外にいるわ。死んだとしても他のキャラが通常の学園生活を送る上では何ら問題ないわ。さらに言えば、田所さんには娘もいる。最近縁を戻そうと少しずつ連絡を取れるようになってきた元奥さんもいる。それなのに、田所さんは死んでしまうの」

「田所さん……」

「なんとも悲しい、そんなお話になるわね……」

「うう、田所さん……！　わーん」

　からてさんは涙もろいので人が死んでしまう話にとても弱いのである。

「さらに、悲劇はそれだけにとどまらなかったわ」

「ええ、まだあるんですか？」

「田所さんの死は実のところ〝因果律〟崩壊の前奏曲プレリユードにすぎなかったの。田所さんの死を契機に世界に混沌カオスが復活するわ。田所さんは己の身に混沌と破滅の因子フアクターを取り込んでいたの。それが加齢臭ペナルテイとして外界に発現していたのよ。世界崩壊の恐怖に襲われながら、日に日に強くなる加齢臭カーズにおびえながら、田た所どころさんは世界を守り、懸けん命めいに娘を育てていたの。そうやって保ち続けていた愛しき日常も全すべて、田所さんの死によって崩壊するわ」

「田所さん、そんないい奴やつだったのか！　ごめんよ加齢臭のするおっさんとか言ってしまって！」

「そして始まる世界大戦ラグナロク。黒くろ木き君は果たして生き残ることができるのか？　渚なぎさちゃんの元へ戻ることができるのか？　それを決めるのはからてさん、物語の創造主であるあなたなのですよ」

「うう、頑張ります！　黒木君の物語、私が完結させてみせます！」

「ええ、あなたならきっとできる。あなたならきっとこのラノ（このライトノベルがこんなに面白いわけがない！）で一位を取ることだってできるわ」

「……！　Ｙさん……！」

　からてさんは基本頭が弱いのですぐに人の言葉にのせられてしまうのである。

「それじゃあ頑張りなさい、からてさん」

「はい、頑張ります！　私ならきっとやれます！　ようし、帰って原稿書いてきます！」

「このばかちん！！！！」

「ぴぎゃ」

　Ｙさんは再度からてさんの頬をぶん殴りました。からてさんは五メートルほど吹き飛びました。

「今度は何ですか！　何で私は殴られたんですか！」

「あたしは最初に言ったわね。あなたの作品には欠けているものがひとつあると」

「そうですね。三つありましたけど」

「その最後の要素である『客観性』を説明する前になんかいい感じに話を終えようとしたのであなたをぶん殴ったのよ」

「理不尽そのもの」

「からてさん、あなたは自分の作品を高く評価しすぎています。作品というよりも、あなた自身に客観性が足りていないのです。あなたには謙虚さというものが著しく不足しています」

「そ、そんなことないと思うのですが……」

「いいえ、客観性を持っていたらもっと感謝をしているはずです。前作である『マカロン大好きな女の子がどうにかこうにか千年生き続けるお話。』。これがいろんな人に読んでもらえたのも、全てまるっと絵師であるわんにゃんぷーさんのおかげなんですよ」

「確かにそうなのですが、私も頑張って本文書きましたよ……」

「それは確かにありますが、新人のライトノベルの売り上げは基本的に表紙に依存するので、ほぼ全てわんにゃんぷーさんのおかげだと言っても過言ではないです。もっともっと感謝しなさい」

「ひぐっ、はい、わかりました……。わんにゃんぷーさんありがとうございます……」

　からてさんはセンシティブノベル作家なのですぐ泣いてしまうのである。メンタルもセンシティブなのである。

「からてさん、あなたは頑張ればたぶんどうにかこうにかやっていけます。感謝を忘れずに邁まい進しんし続けてください。そうすればきっと、あなたの目の前には無限の可能性が広がっているのだから……」

　Ｙさんはもうまとめるのが面倒臭くなったのか、なんかいい感じの言葉を残して去っていきました。からてさんは涙を流しながら「はい、感謝します！」と叫んでいました。




　その後、冷静になって言われたことを精査した結果、やっぱり田た所どころさんはないなぁ、滅びればいいのになぁと思い、からてさんはそのまま普通に原稿を書いたのでした。

　人生とは往々にしてこんな感じの適当なものである。終わり。


了



（この物語は一つ残らずフィクションです。決して本気にしないでください。ほんとうにすみませんでした）
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